
昭和26年9月4日第三種郵便物認可昭和58年5月10日発行（毎月1回10日発行）通巻494号 ISSNO388-8606

業

■1983/No494

S

RINGYO#GYO#"GIJUTSUGYlUTSU



牛方式5分読コンパズトランシット 両面水準器／ミラー付’

LS-25

レバ、トラコン

■コンパス測量はもとより、水準測定、

水平分度による測量と、トランシット

と同様の測定ができます。

■高感度の両面気泡管、鋭敏な磁針を

電磁誘導により迅速に静止させるイン

ダクションダンパー、糸切れの心配のな

い硝子焦点鏡等々ウシタカの測量器は

精度と機能をさらに理想に近づけました。

■望遠鏡I2倍、水平角分度遊標読5分

(ワンタッチ帰零)。望遠鏡気泡管両面

型5'/2％ミラー付。重量l.3k9

牛方式デジタルプラニメーター

デジブラン巳EO
LZ&PZ師
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幸 ●測定図面の縮尺と単位をセットすれば、面積値が直

読できます●累積値や平均値も自動算出●縦と横の縮

尺が異なる図面の面積も測定可能●独立した加減算用

メモリーを内蔵、例えばドーナッツ状の図形面積も簡

単に算出できます●測定には6種類(mm2、cm2､m2、a、

ha、km2)の単位を任意に選べる他、ユーザー希望単位

として、a、ha、に替えて、in2､ft2、yd2、acre、mile2、

坪、の中から2種類を選べます。ユーザー希望単位は

出荷時までにお申しつけください●ボーラータイプの

ゼロ円補正は自動算出
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測定結果をデジ久ﾙ表示。
綴デジブラン220L&P

血序方商畳
〒146東京都大田区千鳥2-12-7
TELO3(750)0242代表デジブラン220Lし

操作性を追求した
ウシカタの測量･測定器。
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森林・林業と国民をつなぐﾞ

すぎもと
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緑に飢える時代

閉鎖社会からの脱皮

*(財)森林文化協会
総務理事

近ごろ，緑への国民的関心がにわかに高まってきたようである。緑には

あまり縁がなさそうな中曽根首相までが「みんなで木を植える国民運動」

をよびかけ，農林水産省，国土庁など9省庁が加わった緑化推進連絡会議

が発足したのは，その政治的反映といえよう。

人類が滅びる病気がふたつある。急病なら核，慢性病は緑の喪失だ－

鯨岡元環境庁長官は，こう力説している。地球上から緑が急速に失われつ

つある危機については，1980年に米国政府が発表した「西暦2000年の地

球」(TheGlobal2000Report)と題したカーター大統領への報告書が国

際的にも大きなショックを与えた。わが国森林面積の80％に相当する

2,000万haもの森林が毎年地球上から姿を消し，なかでも熱帯林はあと20

年足らずで開発可能地が全滅するだろうというのである。もし，地球上の

緑がなくなったら，人類も運命をともにするしかあるまい。昨年ナイロビ

で開かれた国連環境計画(UNEP)特別会議は，緑保全のための国際協

力が緊急の課題であることを強く世界に訴えた。

こうした地球規模の緑の危機とともに，わが国自体の当面する問題とし

て，国民的関心をよんでいるのは，身近な緑・自然の喪失である。民族大

移動とまでいわれた1960年代の猛烈な人口の大都市圏への集中にともな

い，これらの地域では宅地開発，道路建設などでむやみに緑・自然が破域

され，いまも姿を消しつつある。コンクリート砂漠とまでいわれる都市の

荒涼とした居住環境を見直し，暮らしのゆとり，心の豊かさを取り戻すに

は緑が欠かせないことを人々は思い知らされている。まさに現代は「緑に

飢える時代」なのである。

昨年来，朝日新聞社はグリーン・キャンペーンを展開し，紙面報道で緑

の重要性を訴えるほか，シンポジウム「緑と文明｣，読者から公募した

「21世紀に残したい日本の自然100選｣，「朝日森林文化賞」の創設など

の事業を進めている。朝日新聞社と一体の関係にある森林文化協会は，こ

れらの事業に全面的に参加したが，この仕事を通じて，国民の緑への関心

が予想をはるかにこえる強さであることを筆者は実感することができた。

そして，いまこそ森林・林業への正しい理解を国民に求める，またとない



機会を迎えているとの思いを深くした。

しかし，緑に対する国民的関心，あるいは飢餓感なるものは，実は森

林・林業と直結しているわけではない。この場合の国民というのは，都市

住民であり，その関心の対象となるのは，身近な居住環境に存在する緑で

あり，せいぜい都市近郊の山林までだろう。都市から遠くはなれた森林に

思いをはせるにしても，それは風景としての山であったり，ロマンをさそ

う原生林などで，ごく少数の人たちを除けば，山村や林業の実態に目を向

けることはないように思われる。

そこで，都市住民の緑に対する関心の高まりを森林・林業にまで，どう

すれば結びつけることができるのか。これが林野庁，林業関係者にとっ

て，極めて重要な課題であるといわねばならない。換言すれば，森林・林

業の側から，国民（都市住民）へ向けての強力な働きかけが，いまこそ必

要なのである。

このように考えると，これまで多くの人たちから指摘され，いわば常識

とさえなっている林業界の閉鎖性，孤立が，森林・林業と国民の距離を遠

くしている現実を省みないわけにはゆかない。国民にとって森林・林業が

縁遠い存在であるのと同様，あえていえば，林業の側も内にこもるばかり

で，国民に直接働きかけるような姿勢には欠けていたのである。したがっ

て，この閉鎖性，孤立から脱皮しないかぎり，森林・林業と国民の距離を

縮めることもできない。この点を最初にとくに強調しておきたいと思う。

国民の関心を森林・林業に向けるための戦術は，もちろん単純なもので

なく，広範な多くのチャンネルを通しての働きかけが必要である。とくに

林業政策自体がこれまでのカラを破り，広く国民との結びつきを深める方

向へ徹底する必要があるが，ここではマスコミを通じてのPR作戦につい

て考えてみよう。

新聞あるいはテレビなどのマスメディアの重要性は，その情報が政財界

や政府（行政）に直接伝わり，政治・行政に影響を与えるからである。我

田引水で気がひけるが，中曽根首相のお声がかりによる政府の緑化推進連

絡会議の発足も，朝日新聞社が大々的に展開したグリーン・キャンペーン

と無縁ではないと思う。この点をさらに端的にいえば，国の政治・行政に

影響力をもつためには，そのニュースは「東京の紙而」で大きく扱われる

必要がある。いうまでもなく，政治，経済，文化その他，すべての面で，

わが国の中枢管理機能は極端に東京に集中しているのが現実である。した

がって，中枢管理機能の目に直接ふれるようにするためには，どうしても

東京の新聞・テレビで報道されなくてはならないのである。このように断

言するのは極端にすぎるかもしれないが，例えば，大阪で大きく扱われた

ニュースでさえ，東京の紙面にのっていなければ，中央官庁の間でもほと

んど話題にならない場合が多い。かつて，水俣病が地元で大きな問題にな

りながら，長い間放置され，「東京の紙面」にのるようになって，ようや
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標的を明確にせよ

く国会で取りあげられ，行政が動き出したことが思い出される。このよう

な例は，残念ながら少なくないのである。

森林・林業の現場は，東京から遠く，また，東京での代弁者である林野

庁や林業団体の「声」も，これまでは極めて小さかった。森林・林業問題

が新聞紙面をにぎわすのはまれで，たまに紙面に大きくのれば，国有林野

事業の非能率を問題にした臨調答申であり，同事業の赤字であったりす

る｡一方，マスコミが好んで取りあげる自然保謹関係のニュースでは，と

かく林業が悪者扱いされがちである。

では，マスコミはもともと，林業に対して「冷たい」のだろうか。自然

保稚と林業の対立という図式でとらえた場合には，マスコミが自然保護の

側に近いようにみえる。また，国有林経営に対する批判などにも，時には

財政的観点が目だちすぎるかもしれない。これらの傾向から，林業関係者

のなかには，マスコミは林業に対して理解が足りず，「冷たい」との印象

をいだいている人が少なくないかもしれない。しかし，マスコミ経験者と

しての筆者は，逆にマスコミが基本的には林業に好意的な姿勢を取り続け

てきたように思う。その好例は，毎年の林業白書に対する新聞・テレビな

どの社説・評論に見いだすことができる。時には手きびしい批判があるに

しても，概して森林・林業の現状と未来を憂え，積極的な政策展開の必要

を強調したものが多い。ほぼ同じ時期に発表される農業白書，漁業白書に

対する社説・評論のきびしさと比較してみれば，その差は歴然としている

といえよう。

このような林業に対する好意的な姿勢は，皮肉なことに，林業が真に苦

境にありながら，それを訴える「声」があまりに小さいゆえに，マスコミ

の同情をかっている而もあるように思われる。だからといって，「声」の

小さいことが正当化されるわけではない。林業にくわしい読者には，いま

さら述べるまでもなく，いま林業は経営として成り立たないような経済的

条件におかれ，林業の担い手である山村では過疎化，老齢化がいよいよ深

刻化している。この林業の危機からの脱出は，自力のみでは到底不可能で

あろう。林野庁はじめ林業関係者は，この危機を正に「声」を大にして訴

えるべき義務があると思う。マスコミが林業問題に好意的であっても，林

業の危機を積極的に報道することにならないのは，すでに述べたとおり

で，林野庁はじめ林業関係者の強力な働きかけが必要なのである。

では，どこに向かって「声」を大にすべきだろうか。林業の生産現場が

重要であることは，いうまでもない。事実，山村の苦悩は深刻であり，林

業の現場は問題をいっぱいかかえている。しかし，マスコミを通じてのP

R作戦という観点からいえば，すでに強調してきたように，林業への正し

い理解を訴えるべき相手は，「東京」の政財界，政府であり，また都市住

民でなければならない。このターゲット（標的）の重要性を明確に意識す

ることが，とくに肝心であると考える。



秋山林野庁長官は，さきに「森林浴」構想を打ち出し，これをうけて昨

年10月，紅葉さなかの木曽・赤沢自然休燕林に全国から集まった150人

ほどの人たちが，日本三大美林のひとつに数えられる木曽ヒノキの森林を

歩き，その精気にふれた。この催しは事実上，上松町と上松営林署によっ

て，すべての準備がととのえられたが，朝日新聞社と森林文化協会が共催

に名をつらね，「東京の紙面」にのったのは，大きな成果だった。「森林

浴」ということばがマスコミの関心をひき，週刊誌などが大きく取りあげ

るまでになったからである。

木曽・上松町は今後毎年，森林浴を続けるほか，飛騨．古川町などの地

元自治体が共催で宇津江四十八滝を舞台に森林浴を今年から実施する。そ

のほか，同様の催しが全国的に広がる兆しをみせている。

自然休養林などの森林レクリエーション施設が必ずしも十分に利用され

ていない現状からみて，訪れる人を待つだけでなく，受け入れ側が職極的

に都市住民を森林に誘致する意味は大きい。森林を歩きながら，専門家に

よる適切な説明をうけることは，自然への愛好を深め，さらには森林．林

業への理解を深めることになる。林野庁でも，本年度からはじめるグリー

ン・キャンペーンの中心に森林浴をすえ，6月5日には全国森林組合連合

会の主催による高尾山（東京都）での大規模な森林教室の開催を予定して

いる。

林業の専門家からみると，森林浴ごときは都市住民の「お遊び」の相手

をしているにすぎない，と映るかもしれない。しかし，林業の内部ばかり

に閉じ込もっていては，国民一般に林業を身近なものと感じさせることは

できない。林業自身を充実させるためにも，いまいちばん必要なのは，林

業以外の人たちを一人でも多く，林業の味方につけることなのである。森

林浴はこの点で有効であり，さらに林野庁とならんで，環境庁などが後援

に名をつらねることの意味も大きいのである。

周知のように，林野庁と環境庁とは，極めて仲が悪い。スーパー林道を

めぐる対立をはじめ，ことごとに意見を異にする場合ｶﾐ多い･このような

関係は，1970年代の自然保護の高まりのなかで，林業が「山荒らし」と

まで非難された風潮に対する林業側の反発を映した面が強いように思われ

る。もちろん，「森林にはいっさい手をふれるな」というような誤った自

然保護論者が姿を消したわけではないが，国際自然保護連合(IUCN)

が「賢明な自然の利用」をうたっているように，正統な自然保謹論者は本

来，林業の味方でもある。一方，林業の側にも60年代の大面穣皆伐や，

自然条件を無視した一斉造林への反省がみられ，保安林の拡大をはじめ，

広葉樹の天然更新の重視など，1973年(昭和48年)の｢新たな森林施業」

以来，新しい時代に対応した林業のあり方が模索されている。このような

動きを背景に，林業と自然保護，つまりは林野庁と環境庁が80年代にふ

さわしい新しい協力関係を構築すべき段階を迎えていると思う。

5

森林浴のPR効果

林業と自然保護の両立

を
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歴史に残る「昭和の大造林」ともいうべき1,000万haの人工林を達成

した現在，林業の課題は，拡大造林よりも森林の整備・保育に重点が移っ

ている。今後の林政は，良好な森林環境の管理と林産物生産という「二焦

点林政」（東大・筒井教授）を目指すべき時期にきたといえよう。とすれ

ば，自然保護と林業は，もはや対立を繰り返す必要はない。「自然を対象

とし，自然の力を利用させてもらっている第一次産業をうけもつ農林水産

省こそ，自然と人間の関係を根元にさかのぼって考え直す役割を果たすべ

きで，それには自然の生態系を探求する試験研究機関を農林水産省がもた

ねばならない」とは，松本事務次官の主張である。

そもそも，わが国ではじめて自然保謹力式行政に取り入れられたのは，

1915年（大正4年）の国有保護林制度であり，内務省によって史跡名勝

天然記念物制度が制定されたのは，その4年あとである。林野庁は自然保

謹の元祖の名誉を担っているのである。

森林は，はかりしれないほどの重要な公益的機能を発揮している。わが

国土の3分の2を占める森林を守り，育てていることに，林業関係者は強

い誇りをもってよい。そのためには，山村の人たちが林業を主体に生計を

立てることのできる経済。行政上の仕組みを確立すると同時に，林業とい

う経済行為の対象となる森林と，自然を保全すべき森林との区分も必要で

ある。政治は国家百年の計を案じ，森林・林業の基盤強化のため，大胆な

改革の実行を迫まられていると考える。

林野行政に即していえば，屋久島瀬切川右岸の伐採計画を，世論の反対

に対応して中止，林野庁が環境庁と規制強化について昨年，合意したの

は，これまでより林野庁の姿勢が柔軟さをましたものとして評価したい。

スーパー林道なども，既定計画に固執するのは時代遅れである。みずから

のカラにとじこもらず，80年代にふさわしい林政のあり方を確立してほ

しいものである。

分収育林制度の導入，水源林造成に対する上下流の協力（水源基金）な

ど，森林・林業への都市住民の参加が強化される方向に動き出した。森

林・林業の未来は，都市がますますかかわりを深めよう。人間生存の基盤

である自然の代表ともいうべき森林を失えば，都市もまた荒廃をまぬがれ

ない。こうした国民的合意を高めるために，あらゆる機会をとらえて，林

野庁および林業関係者は「声」を大にして，政財界，政府に訴え，国民

（都市住民）の目が身近な緑から，さらに森林・林業に向くようにしなけ

ればならない。

＜完＞
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松 野勉 ’
’

製紙工業の現況といろいろな紙

’
1．はじめに

大量の木材を消費する製紙業界の概要，使用原

料の問題，製造工程の説明，紙の性質，用途など

について簡単に述べる。わが国の紙・板紙の昨年

の生産高は約1,750万tであり，米国（約5,900

万t)についで世界第2位である。国民1人当た

りの消費量は約150kgで，西欧諸国とほぼ同一

レベルであることは，“紙は文化のバロメータ”

ということを裏付けていると思う。

品質の点も世界で最高位のレベルにあるが，業

界の収益性（利益率など）は他の産業なみに達し

ていない。紙の製造には大量のエネルギーと水

を必要とし，紙1tを作るのに平均して重油を

2742，購入電力690KWHを消費しており，そ

のほか石炭，樹皮などを燃料としている。水は良

質なものを製品重量の百数十倍ほど使う。

今までに製紙工業の歩んできた道は，生産性向

上のための製造工程の集約・大型化および省力化

を計り，コスト低減のために省エネルギーや節水

に力を入れ，古紙を積極的に使うことに努めてき

た。また排水，大気，臭気など広範囲にわたる公

害防止対策に多くの投資を行い，現在公害防止の

ための費用は製造コストの約1割を占めている。

世間の商品と同様に紙も軽く(薄く)することを

要請されており，例えば新聞用紙は数年前に比べ

約’割軽くなっているが，品質を落とすことは許

されないので技術的な工夫をこらしている。

2．原料について

紙の主原料は木材であり，昨年の消費量はNL

合わせて約2,900万nl8で，紙1t製造するのに

’

平均1.7m3の木材が使われたことになる。製紙

工場に入荷する木材はほとんどがチップの形であ

り’丸太は数パーセントにすぎないが，チップは

国内のみならず，カナダ，米国，豪州その他から

大型の専用船（5万tクラス）によって輸入され

ており，輸入量は全体の4割強である。

昔は紙の原料はN材に決まっていたが，近代に

なってL材を使用する技術が発達し，全体の半量

近くがL材となっている｡N材は繊維が長く，強

度の高い紙ができるので,新聞紙,クラフト紙（袋

用の紙)'板紙などに多く使われ,L材は繊維が短

く均一に分散しやすいので印刷のできばえが良く

なる。L材のなかでもラワンのように道管の多い

ものは印刷の工程で道管が紙から剥脱して版胴に

付着して汚したり，またピッチを多通に含む材を

使うと製紙工程の機械類に粘着物が堆積したりす

るトラブルも珍しくないが，できるだけ多種類の

材を使うような努力が今後も続けられるであろ

う。遺伝子工学を応用して良質で成長の早い材種

を得る研究が開始されており，原木の国内自給に

寄与することが期待される。

原木についで回収古紙が重要な原料である。わ

が国では製紙工場から出荷される製品のうち，48

％が古紙として回収され再使用される。この回収

率は世界最高のものであり，段ボール屑と新聞紙

の回収率は特に高く，新聞は85％ぐらいが回収

されている。古紙は水に溶かし，印刷インクを分

離除去し，場合によっては軽くさらして使う。原

木が節減できることは大きなメリットであるが，

木材から製造するパルプに比べエネルギーコスト
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が数分の1であることが大きい。古紙を大量に使

用するのは板紙，新聞用紙，下級印刷紙である。

次に無機質の讃獄(ｸﾚー,タルク,炭酸カル
シウム）が中上級印刷紙に約1割配合使用され

る。これらの微粒の填料は紙を構成している繊維

間の空隙を埋め，紙に不透明性を与え，また柔軟

化させる。国内に豊富にある炭カルの利用は今後

ますます盛んとなるであろう。

コート紙，アート紙はカタログなどに使われる

光沢の強い紙であるが，表面にカオリン，炭カル

などの無機顔料と接着剤からなる溶液を塗工した

もので，表面は繊密で平滑性の高い層である。

3．製紙工程の概要

（1）パルプ化

木材を繊維化する工程は，大別して機械的方法

と化学的方法がある。機械パルプは木材を石また

は金属ですりつぶして講状のバﾙプを得る方法
で，すりつぶす際に大量の電力を消費する。歩留

りは90％前後と高いが，繊維のほかにリグニン

などの有機物が残存するためである。パルプの品

質としては強度があまり大きくなく，さらし難い

欠点があるが，不透明性は高い。新聞用紙や中下

級印刷紙に多用される。最近は木材を110.Cぐ

らいに加熱した状態ですりつぶすことによりパル

プの強度を上げる方式が多く，新聞紙の軽量化を

可能にならしめた。

化学パルプはチップを反応釜の中に入れ，薬品

と蒸気によって蒸煮する方法であり，薬品として

はクラフト法（代表的な化学パルプである）では

苛性ソーダと炭酸ソーダの混合波を用いる。蒸煮

温度は140｡Cぐらいであり，歩留りは50%以下

と低いがリグニンなどの繊維以外の有機物が溶出

するためである。パルプ品質は機械パルプとは全

く対照的で，強度は高く，さらすのが容易である

が，不透明性は低い。セメン|､袋の紙などの原料

はこのパルプである。化学パルプはさらして白色

度を上げ，中上級印刷紙，コート紙その他いろい

ろな紙に使用される。

さらし工程では塩素，二酸化塩素を主体とする

漂白薬品で数回処理して残留リグニンを除去する

が，パルプ強度はやや低下する。前記の溶出有機

物は貴重な燃料であり，エバポレーターで濃縮し

ボイラーで燃焼させて蒸気を発生させる。

（2）調成工程

前工程で得た化学パルプはそのままでは紙には

ならない。4～5％の繊維のスラリー(懸濁液)を

金属または石製のプレートですり，繊維の表面を
こうかい

枝分れさせると同時に繊維を柔軟化させる（叩解

一繊維を叩く一と呼ぶ)。叩解した繊維は表面が

枝状化しているためお互が結合しやすい状態とな

っている。紙の種類に応じて各種パルプが混合さ

れるが，機械パルプと化学パルプ'NとLパルプ

の配合などにより製品の品質が変化してくる。

さらに紙種に応じて前述の無機填料やさまざま

な薬品や染料が添加されて製紙原料が完成する。

使用する薬品は紙の用途により多岐にわたる

が，主なものはインキ・水の渉み防止のためのサ

イズ剤，定着用の硫酸バンド，紙強度の向上剤な

どが一般的である。

（3）抄紙工程

完成した原料は抄紙機に送られ，エンドレスに
ワイヤー

走る金網(プラスチック製も多い)の上に濃度1％

前後の低濃度パルプスラリーを流す。繊維は水中

に均一に分散された状態でワイヤー上を流れなが

ら脱水される。脱水は重力，真空ポンプなどで行
い

われ湿れた紙ができるがワイヤーに接する面は，

微細な繊維や微粒填料が脱水時に抜けやすく，し

たがって紙の面が粗くなり“紙の要”と呼ばれ

る。また繊維が分散する際にワイヤーの走向方向

に引きづられ，その方向に並びやすく，この方向

を我々は紙の縦と呼んでいる。ワイヤーから離れ

た湿れ紙はフェルトの上を走向しつつ2本のロー

ル間を通過して加圧され，脱水されるがそのプレ

スと呼ばれる装侭は普通2～3段あり，湿紙の水

分は60％ぐらいとなる。これ以上の脱水は機械

的手段では難しいので，蒸気の入ったドライヤー

シリンダーに接触させて水分を蒸発させる。製品

1t当たり蒸気が2～3t程度必要である。ドラ

イヤー工程を出た紙はカレンダーと呼ばれる多段

に積まれた金属ロール間を通過して表面が平滑と



なり，製品として完成する。

抄紙機の幅は1～8nlであり速度は最高のもの

で毎分1,000mを越えるものもある。

4．紙の種類と用途

（1）新聞用紙

昨年の国内新聞用紙消費鰯は270万tで，発行

部数は朝夕刊合わせて約6,700万部（1世帯当た

り1．3部）であった。記事を迅速に印刷するため

に輪転機における紙切れは極端に嫌われ，強度が

高く作業性の良好な巻取製品が納入されなければ

ならない。紙切れの頻度は欧米などに比較して非

常に少なく，わが国の紙の品質が高いことを示す

一例となっている。

新聞用紙はここ数年軽量化が進められ,1nl2

当たりの重量は52gから469になろうとしてい

るが，薄くなると活字や写真が蕊に写ってしまう

ことがあり，これを防ぐためパルプの改質，無機

坂料の添加などにより紙の不透明性を大きくして

いる。原料はN材の機械パルプが主体であるが強

度をアップさせるため若干のN材化学パルプを配

合する。古紙の配合割合は年々増加し最近では原

料の30％程度にまで達している。

特集記事や広告のページには色刷り印刷も多く

なってきたが，紙の表面をスーパーカレンダで仕

上げて高い光沢を持たせたものも使われる。
q

新聞用紙をすぐ抄紙機は幅が広く，速度の速い

ものが多いが，パルプのスラリーを2枚のワイヤ

ーで挟んで脱水するツインワイヤー型ｶﾇ多く，紙

の表裏面の差が少なくなっている。

（2）印刷用紙

印刷・筆記などにより情報の伝達と保存を行う

という紙の機能は，用途面からみて最も大きなも

のであり，新聞，雑誌，本，ノートなどにこの機

能がフルに利用されている。印刷用紙には漫画本

の紙のような古紙や機械パルプを大量に使った下

級紙から，さらした化学パルプ'00％の上級紙ま

であり，コート紙もまた高級印刷紙に含まれる。

印刷効果を良好にするためには繊維が均一に分

散していること（地合の良い紙)，紙の表面が平

たんであること，塵やごみなどの不純物が少ない

O
凸』

ことが重要である。

活字や写真の裏抜けを防ぐために，無機填料を

1割前後配合したり，中級紙では不透明性の高い

機械パルプを配合したりする。紙の白さを強調さ

せるために蛍光染料を入れた上級紙もあり，書籍

用紙などは目を疲れさせないように淡クリーム色

に染色したものもある。

オフセット印刷時に紙の表面から微細な繊維が

抜けて，版胴に付着して汚損させるのを防ぐため

に，中上級紙の表面には澱粉などの接着剤がごく

薄く塗工されているものが多い。

普通の紙は経時変化により変色したり，劣化し

てもろくなったりする。新聞紙などが黄色になっ

てしまうのは紙の中に残留しているリグニンのた

めであり，上級紙では晒白により大部分が除去さ

れているので変色の度合は少ない。紙に使用する

サイズ剤を繊維に定着させるために，硫酸バンド

を添加するが，これが加水分解して硫酸が生成

し，炭化水素である繊維が酸加水分解を徐々に起

こして劣化しぼろぼろの状態となる。

最近は特殊な薬品を用い，硫酸バンドを添加せ

ずに，中性域で抄紙する技術が検討され，上級紙

やコート紙の一部に行われている。この中性抄紙

はコストや抄紙工程の作業性などに若干の問題点

があるけれども，今後は特に長期保存が必要な書

籍や重要資料の紙に普及してゆくであろう。国産

の安価な炭酸カルシウムを填料として使用が可能

なのも中性紙の利点である。

（3）包装用紙・板紙

紙により品物を包んだり，内容物を保護したり

するのは我々の日常生活になじみ深いことであ

り，紙の機能の大きいものである。いろいろな

袋，包装紙，段ボール，小函，液体容器などが代

表的である。紙の強度が極めて重要なので原料は

N材のクラフトパルプが主体であるが，板紙には

大量の古紙を配合するものがある。

セメント，肥料，穀物などを入れる大型の袋は

未晒クラフト紙を2～3厨重ねて作り，商店でく

れる手提袋は晒クラフト紙を使用して美麗な印刷

をして宣伝効果を高めることをねらっている。商
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品包装用の片艶紙は印刷而は強い光沢を持ち，商

品に接する面はざらついて滑らないようになって

いるが，これは片面を鏡面仕上げしたドライヤー

に接触させて乾燥させて艶をつけたものである。

段ボールは2枚のライナーの間に波型に加工し

た芯紙を挟んで接着した椛造であり，圧縮や衝撃

に対する抵抗力を持たせている。特別な高級品を

除き，ファイルや函などの厚い板紙は全･体が均一

の原料組成ではなく，数圃にわたり異種原料が秋

風されている。

抄紙機は複数のワイヤーを持ち，各ワイヤーに

異種原料を流して，湿紙の状態ですき合わせて職

層後乾燥させるが，表面の部分は良い原料を用

い，芯の部分は古紙などの下級原料を使用する。

液体容器用の板紙は今後も伸びが期待できる。

酒，ジュースなどにも採用され，牛乳の場合は紙

製カートンがガラス瓶に取って代わっている。包

装用素材のお互いの競合はきびしく，スーパーマ

ーケットなどの小型紙袋はポリエチレンに食われ

てしまったのもその一例である。

（4）家庭用紙

ティシュ紙,1､イレッ|､紙，ちり紙，紙タオ

ル，紙ナプキンなど一般家庭で使用されるもの

で，紙の吸水性の機能を利用した製品である。

さらした化学パルプが主体で填料に入れない。

トイレット紙や，ちり紙などは回収古紙100％で

できているものもある。吸水性を増すため空隙の

多いポーラスな紙で，手にしたとき柔らかく感じ

させるために細かいクレープ加工がしてあり，表

面に凹凸の模様づけをしたものもある。

ティシュは戦後普及し始めてから急激な伸びを

示し，化粧用以外にも多くの用途に使われてい

る。函入りのものは美腿な印刷をした函が室内の

装飾に一役買っており，ポケット用のものは宣伝

用に利用されることが多い。

トイレットロールは水洗便所の普及とともに伸

びてきており,ちり紙に取って代わる傾向である。

タオル，ナプキンの消費量は米国などに比べ格

段に少ないが，生活様式の差であろうと思う。

（5）特殊紙

これまで述べた紙は極めて一般的な紙である

が，紙に特殊な機能を持たせた特殊加工紙も種類

が極めて多く，用途も千差万別である。加工方法

としては表面塗工，含浸，特殊な薬品や材料の配

合などが主である。

クラフト紙の表面に粘着剤を塗工したものがガ

ムテーフ｡であり，シリコンを塗工すると剥離紙に

なる。家庭で使うゴミ袋はクラフト紙の表面にポ

リエチレンを押し出し塗工したものである。ノー

カーボン紙，静電記録紙，感熱記録紙などの情報

関連用紙も表面塗工で製造するものが多く，今後

の伸びが期待される分野である。

含浸は紙全休に樹脂などをしみ込ませるもの

で，テーブル表面の化粧板は紙にフェノール樹脂

を含浸させたものをプレス成型して作る。プリン

ト配線用基材も類似の製造法である。

難燃剤を添加してすいた難燃紙は壁紙の素材と

なり，レーヨン繊維を配合してすいた障子紙は非

常に強い。

レーヨン，ビニロン，ガラスなどの合繊または

無機繊維はそのままで抄紙機で紙がすかれ，フィ

ルターその他産業用に使われているが，身近なも

のにティーバッグがある。

またプラスチックから作る合成紙を当社で製造

しているが，耐．水性があり温度変化による伸縮が

なく，きれいな印刷ができるので，地図，選挙な

どのポスターに使用されている木材を全く使わな

い紙である。

以上紙の用途につき説明したが，紙の用途は非

常に広く，その全部を把握するのは難しい。

5．おわりに

製紙業界は当面の問題として椛造改善を実施す

ることとなろうが，今後は原木などの原料とエネ

ルギーの問題に対処しつつ，新製品，新技術を開

発して，国際競争力を高める方向に進むであろ

う。

（まつのつとむ・王子製紙株式会社技術部）
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石田貞生

わがみ

和紙●プロフィールと足跡

’

1．はじめに

ちょうど10年前の1973年の石油危機のとき，

トイレットペーパーの買あさりでマスコミの社会

面をにぎわしたことを記憶されている人は多いで

しょう。現在,人の日常生活に深くかかわり，また

文化を語るとき紙を度外視することはできない。

正倉院の紙を調べた人間国宝阿部栄四郎氏は「絹

や麻はなかば風化しているが，古文書に用いられ

た和紙だけは天平時代のそのままの光沢を今も放

っている」と語っている。校倉造りという特殊な

保存庫ではあるがとにかく1300年の風雪を経な

がら今なお昔の美しさを保っているとは蝋くべき

ことである。和紙はそれほど強靱なものである。

和紙という呼び名は昔は唐紙に対して，明治以

後は洋紙に対応しての呼称である。では和紙とは

何か，手近な辞書によると「わが国特有の紙，古

来の手すきによるものと機械すきによるものとあ
こうぞみつ史たがA,び

り，楮・三種・雁皮など靱皮繊維を原料とし，機

械すきは木材，マニラ麻，ポロなどをパルプ化し

たものを原料とし機械で抄造するもの」とあり，

洋紙は「もと西洋から舶来した紙，植物繊維を機
てんりよう

械的･化学的に処理しパルプとし,これに填料を加

え抄造した紙,新聞用紙･印刷用紙など」とある。

しかし，手すきか機械すきかを判別することは

できるが，原料によって洋紙か和紙かを区別する

ことはできない。それはこの半世紀の間に和紙の

原料が洋紙と同じように木材パルプに依存するこ

とが大きくなったためであり，洋紙も機械和紙も

その抄造の原理は手すきと全く同じで，ただ，手

’

すきの手法を機械すきに発展させたためであるか

らである。

和紙の定義は従来しばしば試みられたが，それ

は税制上必要から試みられたこともあり，それな

りの歴史的意義はあっても本質的なものではな

い。現在通産省の産業分類には｢洋紙製造業｣｢機

械すき和紙製造」等の区別はあるが，通産省大臣

官房調査統計部の生産動態調査にはパルプ，紙，

板紙の3分類のみである。だが，慣習上洋紙，和

紙という区別は依然として残る。本稿でも和紙を

商慣習上の区分によって述べることとする。

2．和紙のたどった道

，05年:中国後漢の察倫が樹皮,灘,麻,漁
網で紙をすぐ

610年：高勾麗の僧，曇徴来朝し紙の製法を伝

える

これが一般に紙の発明とわが国の製紙の起源と

されているが，最近の研究では，製紙の起源は紀

元前であり紙の発明者察倫は製紙技術の改良者に

位置づけるのが定説である。それらのせんさくは

さておき，和紙の発展の跡を簡単にたどってみよ

う。紙は伝来当初は仏教を普及させるための写経

用が最大の用途であった｡律令国家の確立（645

年大化の改新）に伴い，戸籍簿の作成，徴税文書

作成等に多くの紙を必要とした。平安時代（9～

12世紀）王朝文化が花開き，紫式部,清少納言と

いうような後世にまで名声をとどめる女流作家も

あらわれ，また，懐紙（いまでいうティシュペー

パー）まで貴族階級の必需品になったりした。律
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令国家の衰退に伴い，国立製紙所である「紙屋

院」は衰え，北はみちのくから南は阿波，太宰府

まで各地に製紙が起こり，それぞれ特色のある良

質の紙を供給し王朝文化をかざった。平安時代の

初めごろまでには,製紙技術の革新が終わった｡す
すき

なわち，中国流の製紙法である「溜漉」から「流

し漉」という日本独特の製紙技術が生み出され

た。これによって品質は向上し生産性を高めコス

ト低下に大きく寄与した。これらの技術革新は多

くの名もない工員の創意と工夫が職み重ねられた

ものである。この製紙方法によって世界に比類な

い和紙を生み出す基盤となった。鎌倉時代（13～

14世紀中ごろ）以降武士階級も紙の需要層に加わ

ったが，打ち続く戦乱にわざわいされ製紙の発達

はそこなわれた。江戸時代（17～19世紀中ごろ）

になり，戦乱も治まり天下は平和を誕歌し，元禄

には寺小屋なども普及し，庶民文化もさかんとな

り，習字用半紙，草紙用の紙など，いままで紙に

無縁であった庶民も紙と深いかかわりをもつよう

になり，文化・文政の華やかな時代まで製紙は飛

躍的発展をした。しかし，幕蒋体制下で各藩で紙

の専売制をしき保護政策をとる一方製紙技術の交

流を妨げた。

明治維新(1868年）とともに地方分権から中央

集権の移行に際し，混乱のなかで欧米先進国の文

物，制度の輸入に忙しく，一方，新聞用紙や全国

統一紙幣の発行など紙の大愚必要が起こり，これ

に対処して，1872年(明治5年）時の大蔵官僚渋

沢栄一の立案により三井組など財閥により洋紙製

造会社「抄紙会社」（後の王子製紙）が設立され，

これに続き洋紙会社は多数設立された。

一方和紙は農家の冬期の副業であった。明治に

なるまで和紙のマニファクチャ一は皆無であっ

た。したがって手すき製紙を機械化するという基

盤はなかった。紙の資本家は問屋という流通段階

では存在したが，メーカーには皆無であった。だ

から,和紙の機械化は洋紙が生産されてから20年

の歳月を要した。1894年（明治27年）静岡の富

士で原田製紙によってであり，以後これがきっか

けとなり各所に磯械製紙の和紙が起こり，手すき

は衰退の方向に向かった。大正時代には機械すき

和紙製造業者は全国で100社以上を数えるまでに

成長した。今次の世界大戦のぼっ発まで和紙はア

メリカや欧州先進国には謄写版の原紙となる典具

帖紙やパナマ帽子の代替品である抄繊原紙という

ような主として三極やアバカを主原料とする高級

紙を，また，中国をはじめ東南アジア諸国には木

材パルプや故紙を原料とする家庭紙や雑種紙を輸

出し外貨独得に寄与した。1940年（昭和15年）

が紙の生産のピークとして以後戦争の影色こぐ，

原資材の不足や製紙工場の軍需工場への転換，爆

撃による設備の被害，人手不足等もあり敗戦の翌

年の1946年にはその生産は1940年の8％まで落

ち込んだが，戦後の出版の自由化や文化に対する

民衆の渇望から，和紙は悪名高かった｢せんか紙」

や食撒墹産用の紙を中心に復興し，その翌年は

23％と徐々に回復してきた（当時の紙の復興度は

19%)｡1951年には朝鮮戦争の特需等の影響で最

盛時の水準まで回復した｡1955年から約15年間

続いた重化学工業を中心とするいわゆる日本経済

の高度成長期には家庭紙を中心に和紙は年率10

％以上の高度成長を遂げた。ついに石油危機に見

舞われ･世界の景気は急速に冷え，悪性インフレに

悩まされ需要は低滞し，ここ数年マイナス成長で

はないが横ばいに近い低成長で，過剰設備を抱え

過当競争に苦しんでいるというのが現状である。

ちなみに1982年の生産は約163万tと推定され，

紙生産（板紙は含まない）の16％を占め，比率

においては昭和初期のそれと変わらず，絶対数で

は約10倍である。

3．和紙の原材料

紙が7世紀の初めわが国に伝来したころはその
ふはく

原料は，布帛の屑やポロなど中国方式であった

が，試行錯誤を続けたであろうが，やがて布帛の

屑からではなく，繊維をほぐし，これから直接紙
かじ

にする方法を発見した。その繊維は，麻，梶，

楮，雁皮の4種類に定着し，平安初期には楮と雁

皮が主となり，徳川時代の初期から三種が参入

し，明治の初頭には木材パルプが輸入され20世



紀の初頭からアパカ（マニラ麻）またはそれから

造られた漁網屑が楮や三樋の代替品として，ま

た，戦後はビニロン’レーヨンなどという新しい

繊維が有力な原料となった。下級品には昔から故

紙が混入されてきた。

楮（こうぞ）：クワ科の落葉潅木，高さ3rnに

達する。果実は赤く桑の実に似ている。その繊維

は太く，長く強靱，古代日本ではこの繊維を織っ

て布とした。奉譜:。障子紙などこの原料が最適。

その繊維は太く，からみ合いが激しくそのものだ

けでは機械すきでは使いこなせない。

雁皮（がんぴ）：沈丁花科の落葉潅木,西日本の

山地に自生する。高さ2nl,楮や麻の繊維が長短

不均一であるが，雁皮は均整にして粘性があり叩

解作業が容易でしかも強靱なので，薄く強い紙に

適し和紙原料中最も美しい原料である。残念なが

ら栽培が困難なので野生にまつより仕方なく，現

在は中国，東南アジア等からの輸入に頼ってい

る。

三種（みつまた）：沈丁花科の落葉潅木，高さ

21n,枝が常に3本ずつに分かれることから，こ

の名前がつけられた。中国原産，四国地方でよく

栽培されている。製紙原料として徳川の初頭から

であるが，栽培が容易なため明治になって大蔵省

が紙幣の原料とした。

以上の靱皮繊維のみで紙にした場合歩合は25

％，すなわち1tの繊維から250kgの紙しかで

きない。

木材パルプ，針葉材の化学パルプが愛用されて

いる。

アバカ（マニラ麻）：芭蕉科の多年草，草丈2

~6]nとなる。フィリピンが原産地。真田紐や漁

網用の用途が多い。今世紀初頭から機械すき和紙

の高級化粧紙，障子紙の原料として脚光をあび

た。

故紙：一度使い，不用となった紙を再びもとの

繊維に分解して原料とした紙は，何度でも再生の

紙にすることができる。この発想は平安の初め，

高貴な女性が自分の今はなき恋しい人からの手紙

を紙にすき返し，その紙に写経してその霊を供養
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したという宗教上の理由から始まったと伝えられ

ている。当時の脱墨技術からして当然のことなが

ら再生した紙に墨が薄く残るので「薄墨紙」とい

う優雅な名前が与えられた。浅草紙に代表される

江戸時代のちり紙はすべて再生紙である。平安末

期には律令国家が崩壊し，税金として各地から送

られてきた製紙原料が国営の紙屋院へ来なくな

り，専ら都で発生する故紙を原料としすき返し紙

を造る以外に方途なく，「紙屋院」とはすき返し

紙の代名詞となった。最近は脱墨技術が長足の進

歩をとげたので，これを混入しても素人では見分

けがつかない。現に毎日読んでいる新聞の用紙に

も入っており，毎日使うトイレットペーパーはそ

の生産通の80％は故紙製品であり，漫画本の色

ページは印刷仙花紙といって故紙製品であるが，

立派な紙である。

黄蜀葵（おおしよつき）：一名ネリ，タモなど

といわれている。中国原産で美しい花をつける葵

科の一年草で，その根をすりつぶすと粘性にと

み，漁水性を調節し紙の地合をとる。粘剤として

和紙抄造に不可欠なものだが，現在はポリアクリ

アミドなど高分子の合成品で代用されている。

4．和紙の種類と用途

千数百年の歴史を経ている和紙は，日本人の生

活の隅々 まで深くかかわってきたから，その名称

や用途は多岐にわたり雑多である。一応整理する

と次のように分けられようか。

（1）原料によるもの

楮紙・三概紙・麻紙（まし）・パルプ紙・レー

ヨン紙など，それぞれの原料名を冠したもの。

（2）産地によるもの

美濃紙・土佐紙など。

（3）産地と品名と一緒になったもの

・石州半紙・美挫障子紙・内山障子・越前奉書。

伊予奉智:など，この場合それぞれの特色をあらわ

すと同時に品質の保証でもあった。

（4）形態によるもの

薄葉紙・ティシュペーパー。片艶ロール・半紙

等がある。薄葉もティシュもともに厚簿の薄い意
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で，薄葉紙は複写や果実包装用に用いられたが，

新資材の開発や事務機の発達で今はその生産は一

時に比ぶべくもない。半紙はもと壇紙という書の

ための紙の半切で専ら手習の習字用に。

（5）用途によるもの

この分類に属するものがいちばん多い。用途が

細分化されるにつれ限りなくふえる。障子紙・襖

紙・奉書・水引原紙等。奉書とは上意を奉じて下

に下知する文瞥であるからそれなりの権威を整え

ておらねばならない。この用紙は武士階級が好ん

で使った力弐，版画用紙や祝い事のかけ紙’神事，

儀式用に今でも一般に見うけられる。

（6）その他の分類

仙花紙や典具帖紙など，創始者の名を冠したも

の，その由来がわからないものもある。せんか紙

はその創始者が僧泉貨であったのに由来する。

初めは厚手の強い紙で包装や鰯,傘などに用
いられたが，今では印刷仙花紙といい，故紙のみ

の下級の印刷用紙が圧倒的で昔の仙花の面影はな

い。典具帖紙は和紙の傑作の一つで’薄い美しい

紙，版画を造るとき，原画から下絵を写し凸版式

の墨板を造るとき，岐阜提灯の美しさも典具帖に

ドーサ引して用いられている。宝石などの包装用

にも。外国ではステンシルペーパーとして重宝が

られた。

だいたい以上のように分類できるが，そのほか

産業用，家庭用などの分け方もある。戦後は産業

用が圧倒的に多かったが民生の安定とともに逆転

した（1962年)｡

通産省の生産動態調査をみると紙という大項目

のうちに新聞巻取紙・印刷筆記図画用紙などの項

目と肩を並べている和紙は「家庭用簿葉紙」のみ

であり，これが7つの小項目に分かれている。テ

ィシュペーパー，京花紙，ちり紙，トイレットペ

ーパー，生理用紙，タオル用紙，その他である。

家庭用簿葉紙は今や和紙の王座を占め，年間生産

90万t,年商2,200億円を超え，国民1人当たり

の消費量も英・独・仏等の水準に達したが米国，

スウェーデンなどの半分にも達していない。

その他，印刷仙花紙，薄，障子紙などはそれぞ

れの該当する項目の小項目として分類されてい

る。

5．産地

手すき和紙の産地は昔は各地方にあり，それぞ

れ特色のある紙を供給してきた。平安時代から有

名な「みちのくの紙」も，徳川時代から明治の初

頭まで産地も今はほとんど聞かれない。今でも大

産地を形成しているのは岐阜の美挫地区，福井の

今立地区と高野地区ぐらいで，もちろん京都の黒

谷，埼玉の小川，山蔭の各地，長野の円山など全

国に名の知れた製品を出しているが昔日の面影は

ない。

機械すき和紙は東京，奈良などを除いて各地に

散在する。量と品種の多様性においては静岡の富

士地区，岐阜地区，高知の伊野地区，愛媛の川之

江地区であろうか。和紙の大手メーカーは東京周

辺，静岡，愛知，京都と愛媛の各県および北海道

に散在している。

（いしださだお・元機械すき和曝姶会専務）

注：手すき和紙製造業は通産省生産動態澗査のえ嫁外なので
現状の正確な把握は困難です。

一

I

次代を担うこどもたちへ〈緑>の大切さを語りかけ，自然観察の輪を広げます。
電卓露 グ

ロ

侯
■

ー

森 箱木
林野庁監修
【全国学校図饗館惚議会選定図書】と の

小学生のための森林教室
28項にわたる森と木の質問箱一森林のしくみとその働き，森林と人とのかかわりB5判“頁4色刷
をやさしく楽しく説き明かします。日本の森林・林業を知る格好の書。お子様の副定価500円（〒実費）
読本・教材等にご利用下さい。（小学校高学年向）

＝1編集・発行日本林業技術協会
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であった。この時はそれほど気にとめないで話を聞いて

いた真野氏は，その後，やはり標識調査で沖縄本島の北

部を訪れている時にチャボくらいの黒っぽい鳥と出会う

ことになる。

しかし,あわてて搬影した写真は十分なものではなく，

その後，79年，80年と，いずれもこの鳥を目撃しなが

らも確認に至らなかった。81年には,今年こそ種名を確

認しようと特別の調査グループがつくられたのである。

運命の日は，1981年6月28日であった。東京を出て

から11日目の朝だ。目的の不明烏がワナに捕らえられ

たのである。それはまさしく全く見たことのない鳥であ

った。長年の苦労が実ったのである。

チャボくらいの大きさ，全体は黒っぽくて胸から腹に

かけて，はっきりした白斑があり，何よりも真赤なクチ

バシと11111がきわだった特徴となっている鳥であった。

その後の洲査でこの鳥はクイナの一種で，フィリピン

からニューギニアにかけて生息するクビワクイナ配α""s

Z"'9"""sに近い種類であることが判明したが，クビワ

クイナのクチバシは黒，脚も褐色であること，沖縄のク

イナのほうがクチバシが相当大きいことなどからクビワ

クイナとは別種の新しい種類と判断された。そして名前
ヤンパル

も，生息地の山原地方の名をとってヤンバルクイナと名

付けられたのである。

新しい種類の誕生であった。

クイナというのは，初夏に水田や水辺の草むらの中か

ら，キョッ，キョッ，キョキョキョキヨ･･･…と尻つぼみ

に流れてくる声で知られ，歌などにもうたわれて親しま

れている烏である。水辺に住んでいること，草むらの中

からあまり出てこないことから姿を見ることはもともと

少ない種獺だ。バード・ウォッチングに出かけたときな

ども，クイナが見られたら，その日は運が良かったとい

う話になるくらいである。

しかも，ヤンバルクイナの場合は，住んでいる場所が

59年ぶり，新種クイナの発見

「沖縄で新種の鳥発見」「トキに匹敵する珍鳥」「2万

年のベール今ぬぐ｣･…･･昭和56年11月14日の各新聞は

大きな見出しを掲げて新種の鳥の発見を報じた。沖縄本

島の北部通称ヤンバル（山原）とよばれる山がちのこの

地域で発見されたクイナの一種は，マスコミの報道合戦

を一身に負う形となり，大変な驚きに発展した。新しく

付けられた「ヤンバルクイナRa""so陀加α"“」の名前

は一日にして全国に知れわたり，この烏の発見に直接関

係のなかった私までが，知人から「忙しくて大変でしょ

う」と声をかけられたくらいであった。

それは新しい種類の鳥の発見が,1922年に発表された

クロウミツバメ以来，わが国では59年ぶりのことであ

ったためであるが，一方では，学会への発表前に朝日新

聞が特ダネとしてスクープしたた油，マスコミ各社の取

材がいっそう過熱したのも真相のようであった。発見者

である山階鳥類研究所の電話はいつも｢話し中｣となり，

しばらくの間は日常の連絡すら難しい状況であった。

山階鳥類研究所，わが国の鳥類研究のメッカであるこ

の研究所がヤンバルクイナの発見という栄誉に浴したの

は偶然のことではなかった。国境を越えて国から国へと

長距離の渡りをする波り鳥のルートや寿命などを調べる

ため，番号のついた金属性の足輪を付けて放鳥する鳥類

標識調査は各国で実施されているが，わが国では，環境

庁の委託により山階鳥類研究所が担当している。

研究所のスタッフは，それこそ渡り鳥を求めて全国を

歩き，野鳥を捕えては（もちろん，特別の許可を得て）

脚に標識を付け，渡りのルートを調べている。その調査

で沖縄に出かけた時に耳にしたのが，この烏のうわさで

あった。

同研究所の真野徹研究員がうわさを初めて聞いたのは

1975年のことである。地元の営林署の人の話で，山の中

に飛ばないで地上を走りまわる鳥がいると聞かされたの

市田則孝

Ｇ

ﾔﾝバﾙｸｲﾅの発見以後
ロqe6
抄
一竺

■

■
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ヤンパルクイナ（金城吉男氏擬影）

北部の山地で，シダや常緑の植物がうっそうと密生して

いる場所であること，そのうえこの付近には猛毒をもっ

て知られるハブがたくさん生息しており，よほどの事で

もない限りヤブの中に入ってゆくような場所ではないこ

となどから，発見がいっそう遅れたのであろう。

沖縄の野鳥保護

近年バード・ウォッチングは，わが国でも相当に普及

しており，冬の北海道の岬の先端で珍しいカモが1羽発

見されれば，そのニュースはその日のうちに東京に伝え

られ，1週間もたたずに全国の主なバード・ウォッチャ

ーには伝わっているといったくらいなのである。そんな

中でいまだに発見されずに残っていた新種がいたなどと

いうことは，野鳥関係者にとって全く信じられないよう

な出来事であった。本島の北部に残された密林とハブゆ

えのことであった。

もともと沖縄本島は，地質学的に古い時代に出来たた

め，琉球列島の中でも特産の種類の多いことで知られて

いる。本島の南半分はすでにほとんど開発されてしまっ

たため，これらの貴重な特産種が住んでいるのは北部の

山地に限られているが，この地域はまた，国際的に有名

な特産のキツツキ，ノグチゲラの生息地としても知られ

ている。

生息数が100羽程度と言われるノグチゲラはその保謹

のために地元の林業家・我喜屋良晴氏が大変な努力をさ

れたことで有名になった。山林の経営者である我喜屋氏

は，自分の山林がノグチゲラの生息地になっていること

を知り，伐採を中止して山林の買い上げを国に要請する

一方，キツツキの餌を確保するなど様々な保謹活動を行

った。

しかし，行政の対応が遅々として進展しなかったた

め，伐採を一時中止して協力してきた我喜屋氏は経済的

に苦しい立場に追い込まれてしまったのである。これを

知った日本野鳥の会などの保護団体は協力して土地買上

げの募金運動をスターI､させた。これが大きな世論とな

って文化庁が7,000万円で土地を買い上げたのである。

1975年の春のことであった｡募金は500万円に達したと

ころで中止され，我喜屋氏に贈られたが，同氏は文化庁

の質｣二げ手続きが終わり，国からのお金が入ると，募金

の500万円全額を野鳥保謹のために寄付をされたのであ

る。このお金はのちに野鳥保謹基金として大きく発展

し，各地に野鳥公園（バード・サンクチュアリ）を建設

する推進力となった。

このように沖純本島は，昔から野鳥保護について話題

の多いところであった。ヤンバルクイナの発見は，鳥類

保護におけるこの地域の位置づけを確立したとも言える

であろう。

山階鳥類研究所の発見以前にも，この烏と出会った人

々はいろいろあった。それぞれの人が新聞をみてハツと

思い当たったのであるが，日本野鳥の会東京支部の大塚

豊もその一人だ。1973年に本島の北部へバード・ウォ

ッチングに出かけた同氏は山道でクイナの死体を発見す

る。変な鳥だなとは思ったものの，完全な姿でないた

め，クチバシやつばさ，尾羽などを持ち帰ったのであ

る。まさか新種のクイナとは思わず，八重山諸島に住ん

でいるオオクイナだろうということで，この羽はそのま

ましまい込まれてしまうのである。新聞記事を見てギョ

と思った同氏は，あわてて取り出してみるのであるが，

それは明らかにヤンバルクイナそのものであった。

ヤンバルクイナ保護への始動

いずれにせよ関係したそれぞれの人にそれぞれの思い

を残させたヤンバルクイナの発見であった。が，非常に

警戒心が強く，本会の調査でも，延べ50日にわたる調

査期間中，姿を確認できたのは4日だけで，あとはすべ

てヤブの中である。そのため，正確な生息数は全く不明

であるが，今までに得られた状況証拠，情報を総合して

みても，それほど多いとは考えられず，ノグチケラと並

んで絶滅が心配される鳥と言えるだろう。

そのため，珠境庁では1981年12月18日，「ヤンバル

クイナ保泄対簸検討会」（黒田長久座長）を発足させ，

保謹のためのすばやい対応を行った。その結果，翌82

年3月6日には特別の保護を要する鳥として特殊鳥類に

指定されたのである。



対応に時間のかかる行政としては注目すべき迅速さで

あった。しかし，問題はこれからである。特別に保護が

必要であるとしてこの鳥の捕盤はもちろん，譲り受けや

譲り波しをきびしく規制しても，この,儲の生息地が保謹

されなければ絶滅は時間の問題となるであろう。

残念ながら，わが国の自然保謹行政の中で最も弱いの

がこの生息地の保護なのである。それぞれの土地に様々

な権利関係が入りくみ，権利規制をしたくても，そのた

功の鮒償制度が無いた必，ほとんどが論議に終わってい

る。それでは土地を買い上げようと爵ってもさきほどの

我卿屋氏のような理解者は稀で，地代をめぐり交渉は最

初から暗礁に乗り上げることになる。そして，その結果

は何も進展しないということになるのだ。

これは今までの鳥類保誰や自然保謹が開発に反対とい

うパターンから始壹っているため，いつも保護＝規制の

スタイルになり，地元に受け入れられない場合はそのま

まタナ上げということになってしまうのだ。うまく行っ

ても一部が確保されて終わりとなる。しかし，ヤンバル

クイナのように低い密度で広範囲に生息する鳥について

は，その全域に保護区の網をかぶせることは実際的には

不可能に近い。そのうえ，生息地のかなりの部分が米軍

雑地になっているのも，問題をいっそう複雑にさせてい

る。韮地を保護区に指定することができないからだ。

鳥獣保護の新しいあり方

それではどうすればよいのか，解決のためには，今ま

でのような保護者対地元という型ではなく，地元の農紳

業の人々に力添えを願って，ヤンパルクイナのた逃に最

低限必要な保謹対策についてお互いに協定でも作り，協
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力しあうような体制づくりが必要であろう。言うまでも

なく，山林の状況についていちばん良く知っているのは

地元の林業家や農家である。ヤンバルクイナにしてもそ

れを捕批して新穂と判断したのは鳥類研究所であった

が，地元の林難家の間では，アガチと呼ばれ以前から知

られていた鳥なのである。

ヤルバルクイナの生態が十分に解り]されていないた

め，保謹のために最低限必要なことは何かという問いに

今は答えることができないが，今後澗査が進んだ段階で

は，今までのような保護区制度とは違った新しい方策を

考えられるだろう。それは保謹区では手をつけず，保誰

区の外では完全に開発するという従来の形ではなく，林

業豪が林業を鴬む111で，これら貴重な種類の保謹のため

に多少の配臘をしていただき，保謹の効果を上げようと

いう考え方である。

自然保謹にも配慮をはらうことは農林業に対し単にマ

イナスではなく，両立する道があるはずである。針葉樹

の一斉単一造林の中に広葉樹を残すことの効果が林業の

うえからも注目されているというが，それはまた，野鳥

の保謹にも極めて有効である。そのうえ野鳥が森の中で

捕食する昆虫の趾は大変なもので，それが森林の保護に

役立っていることもよく知られているとおりである。

沖純で発見された新しい種類のために細査が行われて

いる。しかし本当に大切なのはその調査結果をいかに生

かすかということであろう。新しい種の発見が，わが国

における鳥獣保謹の新しいあり方，第一次産業と共存共

栄の道の発見につながることを願ってやまない。

（いちだのりたか．日本野鳥の会事務局長）

林道研究会発足20周年記念懸賞論文の募集
林道研究会では，発足20周年記念聯業の1つとし

て,21世紀へ向かって森林資源の整備育成，地域林業

及び産業の振興と住民の福祉の向上に蜜するための合

理的な林道整備のあり方を内容とする論文を下記によ

り擁集致します。ふるって御応募下さい。

記

口課題「21世記の森林･林業と林道」

口応募方法

1．上記課題を次の2部門に分けて藻集します。

（一般募集とし，応募資格は問いません｡）

(1)「林道計画」部門(2)「林道技術」部門

2．原稿枚数及び締切

A.枚数:B4縦書400字詰原稿用紙30枚以

内（図表を含む)。表紙には，題，部門区分，
応募者氏名，住所及び職業を明記のこと。

B・締切：昭和58年9月15日（当日消印有効）

3．応蕊先：〒100東京都千代田区霞ヶ関1－2－1

林野庁林道課内林道研究会宛

（電話03-501-5734）

4．著作権：応募論文の著作権は林道研究会に帰属

し，原稿は返却致しません。

口審査及び表彰

1．応藤論文は厳正に審査のうえ，林野庁長官賞

（最低秀賞）・･部門ごと各1点，林道研究会会

長没（優秀賞）…部門ごと各2点を選考。

2．表彰は昭和58年11月28日の林道研究会発足

20周年記念式典の場において副蛍を添えて表

彰致します。

燕なお識細については，上記林道研究会へお尋ね下さい。
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第叫ロ曰本 報告
第94回日本林学会大会は4月5，6日，岩手大学農学部会場にて開催されまし

た。総会および日本林学賞受賞者の講演（金子繁，畠山末吉，神崎康一の3氏）

に引続き，17部門に分かれて会員の研究発表が行われました。これらの研究発表

については，次の各氏に以下まとめていただきました。

lllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllll

林 政

林業試験場経営部鶴助治

林政部門の報告数は27題で，例

年になく多い大会となった。

報告の内容を大別すると，外国の

森林利用や林業に関するもの5題’

製材産地の動向に関するもの4題，

素材生産・木材流通に関するもの4

題，林家の林業経営や労働力に関す

るもの4題，木材の価絡や需給を計

燈的に分析したもの3題，林業労働

に関するもの2題，特用林産物に関

するもの2題，入会慣行，木材価格

形成，複合経営に関するもの各1題

であった。以下，報告の概要を発表

順に紹介する。

大橋(山梨県林試)は，山梨県有林

における入会慣行の実態と問題点に

ついて制度的側面から整理・分析し

た。柳幸(林試)は「二範畷林業」共

存下における土地所有の木材価格形

成へのかかわりを論じた。

苑(農工大)らは,「台湾｣の国家公

園と森林レクリエーションの現状に

ついてスライドを用いて報告した。

門田(京大)はネパールの一山村を事

例に，同国の森林破壊の現状とその

解決策を示した。霜鳥(北大)は，ス

ウェーデン国有林の経営動向，管理

機柵，販売制度などについて報告し

た。

林政部門においてはアジア人以外

でおそらく最初の報告者となったハ

ート(九大)は，日本における国産お

よび輸入紙製品の需要弾力性につい

て計量分析を行った。松下掠大)は

製材品を対象に，季節変動と傾向・

循環変動に分けて需給と価格変動の

要因を分析した。

柳幸(林試)は戦後における木材需

給と貿易の第ⅡI報として，先進資本

主義諸国の木材消徴の変化等につい

てのFAO統計などを用いて分析し

た。行武(林試東北支)らは計量経済

モデルを用いて長期の木材需給のシ

ミュレーション分析を行った。そし

て，将来，4,000万In8の国産材を

確保するには現在の12倍の木材価

格を保証せねばならないことなどを

示した。これらに対し，予測モデル

の設定のし方などについて議論され

た。加藤(林試)は米材産地における

対日丸太輸出側での大手集中化と日

本の買い手側の分散化，および国内

向けと輸出向けの価絡差別の存立条

件について報告した。

岩上(山形大)は山形県内での事例

をもとに，農家の複合経営種目とし

てのナメコ栽培の問題点を考察し

た。林(茨城県林試)は全国の8主要

卸売市場における生シイタケの価格

動向を分析し，今後の需給上の問題

点などを考察した。

岩井,川村,伊藤,藤原(各京大)は

「不況下における製材産地の構造と

経営行動」という同一のテーマのも

とに，智頭，島田・金谷，宮崎県北

諸県の各地域での低経済成長下での

国産材製材の展開の変化を報告し

た。これらに対して，その変化が

「不況下」での経営行動といえるの

か，禰査地選定上の問題意識は何

か，などが質問された。

野田暖媛大)は松山市を事例に，

地方都市における住宅建築撒造の変

化と地場製材品流通との関連を考察

した。松島東大)は東海地区の一有

力原木市売問屋の資料からその機能

等について考察した。荻偉大)は

「秋田杉」の天杉から造杉への転換

とその銘柄化の過程について報告し

た。

牧野(信大)らは，岐阜県の一山村

での事例から山村隆家林家の再生産

櫛造の変化の中での農業経営におけ

る婦人労働力の役割の変化を考察し

た。佐々木(岩手県林試)は岩手県が

実施した調査の結果をもとに，育成

段階にある同県農家林家の間伐実施

状況と腱林業経営との関連について

検討した。熊崎(林試)らは群馬県の

一山村でのアンケート調査や80年

センサスなどから，農家林家の山林

経営と就労継造との関係，およびそ

の将来起こりうる変化について考察

した。高橋鯛§試)は80年センサス

調査個票の組替集計によ『り，関東・

東山地域の非農家林家の中で林業経

営に関心の薄い層について検討し

た。

餅田(筑大)らは栃木県内の隣接す

る2つの町での実態調査をもとに，

同じ私有林地帯でも素材生産の排造



が相異なることを示し，かつその背

景にある条件について考察した。

山之口錬大)は林野庁が実施した

調査のデータから，森林組合造林作

業班の性格の現状を考察した。鶴見

鱈津農林高)は林業従事者の養成確

保という観点から，その面で成果を

あげている龍山村森林組合の事例を

報告した。上田(九大)は宮崎県諸塚

村の事例から山村における農林複合

経営と協同組合との関係について考

察した。
－-四一三一一正1会＝一一一

経営（1）

九州大学股学部今田需年

●－勺●印寸一一一■

経営(1)では30題の発表があった。

その対象は，単木から林分，作業

級，地域森林・林業まで及び，生産

のみならず防災・厚生の視点にたつ

ものも含まれており，コンピュー

タ，各種空中写典などの多様な研究

手法がとられていた。以下，発表順

にそれらの概要を報告する。

長嶋(名大)らは集団としての樹幹

形を樹幹形ベクトル群によって取り

扱い，樹幹形の経年変化あるいは樹

種間差異の検出について多変量解折

の手法を援用して報告した。

増谷仇大)はスギの幹曲線の類型

化をはかるための基礎として，スギ

の15林分(17～130年生）の相対幹

曲線と林齢・地位・林分密度・枝下

高・品種との関係を解析した。

金(林試東北支)らはカラマツ人工

林から胸高直径8～58cmの約610

本の資料を収集し，カラマツの樹幹

形の特性と立木幹材職について，ス

ギのそれと比較しながら報告した。

高橋(林試)らはバイオマス量の把

握手法として樹形のパイプモデルの

適用に蒲想し，広葉樹の胸高・生枝

下の直径と生枝より上部の生重愚な

どとの関係について明らかにした。

野上(九大)はカラマツ人工林分を

対象として，その林分生長量の単木

生長量への配分についてのモデルを

作成し，間伐林分．無間伐林分別に

その配分状態を明らかにした。

田中(東大)は立木幹材積収戦表か

ら丸太材積収謹表への変換を目的と

して，スギ(樹高'0～40m)の丸太

採材方式の差異と単木単位の利用率

との関係について報告した。

末田(名大)らは樹木の直径生長を

予測する場合，ミツチャーリッヒ．

ロジステック・ゴンペルツの理論的

な3生長曲線のうち，どれがよく適

合するかについて比較検討した。

伊藤(京府大)らはリチャード生長

関数による林分胸高断面積連年生長

量の一般式が台湾のスギ林分の胸高

断面積合計の生長過程によく適合す

ることを明らかにした。

西沢(九大)は固定プロットの種類

などにふれ,30年以上の観測データ

による生長モデルの検証結果を示し

て’要長期の林業研究に関する固定

プロットの重要性を強調した。

粟屋(林試)らはランドサットデー

タを用いて，最近重視されてきた広

葉樹資源の広域的な分布とその面職

を把握する手法を明らかにした。

大貫(林試)らはランドサットデー

タから広葉樹バイオマス量を推定す

る方法として，ランドサットデータ

→..…→地上プロット調査→単木伐

倒調査までの多レベルサンプリング

手法の検討結果を報告した。

沢田(林試)らは流域保全の視点か

ら，ランドサットデータと土壌図．

流域区分図などの非リモートセンシ

ングデータとをオーバーレイできる

データベースの作成などを報告し

た。

山本(島根大)らはランドサットデ

ータの擬似カラー合成写真から名大

大型計算機センター装置により8色

のナチュラルカラー合成写真を作画
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する画像処理手順を報告した。

板垣(北大)らは北大天境地方演習

林の一部約1万haを対象として,カ

ラー空中写真の判読により，崩壊地

と地すべり地などの分布状態を調査

した結果について報告した。

板垣(北大)らは北大天塩地方演習

林のエゾマツ人工林分(23年生)を

対象とし，気球写真（撮影高度27

m)を用いて材積を査定する方法に

ついて明らかにした。

菅原(信大)らは自然イメージの国

際比較を行い，それが①西ドイツ

型,②東京を除く日本型,③東京型’

④フランス型の4類型に分類される

ことなどについて報告した。

梶返(九大)らは樹林（ここではカ

ラマツ林）に対するイメージを計量

心理学的測定法で調査し，生活環境

の違いなどでイメージにかなりの差

異が生じることを明らかにしたo

野口(東農工大)らは国分寺市と府

中市の公園緑地・生産緑地などが’

戦前から現在に至る社会状況の変化

に伴って減少した過程を空中写真な

どを用いて報告した。

川名(東腱工大)らは都立野川公園

を対象として，利用者に対する面接

型アンケートにより，利用者の園内

における移動経路・滞在場所などの

動態と林相との関係を報告した。

柿原(九大)らはスギ人工林分（25

年生）を対象として，直径階別本数

間伐率を基準とし，ワイブルパラメ

ーターcを増加させる間伐を実施し

た結果について報告した。

松村(名大)らは林分遷移モデルを

L型直径分布へ応用し，鞍部点法を

用いたその近似評価式が現実のマア

テ林分，スギ林分の直径分布によく

適合することを明らかにした。

梅村(名大)らはカナダのジャック

パイン林分の輪尺と生長錐片の両測

定結果から，林分遷移モデルの境界

値解をあてはめ，直径分布の生長モ

デルの試作について論じた。
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野田(林試)らは民有林の木材供給

予測方法について，岐阜県の昭和47

～57年までの森林面積変動の現実

値を例にとり，それと減反率による

予測値とを比較しながら報告した。

南雲(東大)らは九州地方のある地

域林業を例にとり，スギ・ヒノキの

長期生産予測について，両樹種相互

間に植栽交替が行われることを基本

としたモデルを用いて論じた。

後藤(名大)は愛知県足助町賀茂県

有林を例にとり，収枇予定に場所的

規整を含む0－1計画法を適用する

に当たって，新たに林道条件を加味

する問題について論じた。

今田(九大)は伐区式作業種を採用

した作業級内の林分の空間配置計画

は，実質的には主伐順序という時間

的順序計画に変換して策定されるこ

とを理論的に明らかにした。

青木(九大)らは農林複合経営作物

としてのモウソウタケノコを取りあ

げ，福岡県八女地方を例にとってそ

の経営分析を行い，収益性向上には

早出しが有効であると指摘した。

さらに，その早出しに関連する温

度と発筍との関係を調査し，冬季の

ビニールカーテン・竹炭散布などの

保温処理手法についても報告した。

杉浦(東腱大)は栃木県日光林業地

域における農林複合経営としてのス

ギ人工林内のミョウガ栽培の実態を

調査して，その将来性を論じた。

さらに，愛知県岡崎市の駒立地方

におけるマツ天然林内のセンリョウ

栽培の成功例をとりあげ，それの農

林複合経営作物としての将来性につ

いても検討を加えた。

経営（2）

東京大学艇学部田中和博

経営(2)では20題の発表があり，

昨年より5題増えた。発表内容を施

業，林相改良，間伐，林分構造，品

種試験地の解折に区分し，以下その

概要を紹介する。

まず，施業に関しては，神沼(北

大)は昭和48年から実施されている

「国有林野における新たな森林施

業」について，日高営林署での実態

調査をもとに検討し，天然林施業の

傾向などを報告した。藤原(宇都宮

大)は昭和33年の国有林野経営規程

の改正以後の森林施業が亜高山帯等

森林に残した問題点を，奥鬼怒地域

のカラマツ人工林を例にとり指摘し

た。比屋根(北大)は戦前期の北海道

御料林で展開されていた天然林施業

における択伐作業の施業柵造および

生産技術と労働の状態について報告

した。北尾(京大)は北海道における

カラマツ青林業の現状について，5

つの育林経営体を事例に取り_Iげ分

析した。

北海道の天然林は極度に荒廃して

おり早急に林相を改良する必要があ

るが，大金(北大)は林相改良の性絡

と縦造を理論的に検討し，天然林の

林相改良は埜本的に地力維持のため

の土地改良であると老え，野堀(北

大)らは北大中川地方淡習林内に設

定した林相改良のための施業試験地

の林分購成等を解析した。新潟県魚

沼地方にはボイ山と呼ばれていた低

質広葉樹林が広く存在し放臘されて

いるが，竹内(新潟大)らは守I1(I村に

おける広葉樹林施業の推移をたど

り，現状での問題点を考察し，小林

(新潟大)らは守門村村有林内に固定

標準地を設定し，林相改良の可能性

を検討する目的で林分椛造を解折じ

た。

間伐に関しては，天野(林試)は名

古屋営林局段戸国有林のヒノキ人工

林に設定した固定標準地について，

間伐後10年間の林分椛造の経過を

報告した。大金(北大)は林業の生産

機構を農業の稲作過程と対比して検

討し，間伐の性格と構造について論

じ，駒木(北大)らは吉野地方のス

ギ・ヒノキ混交林の林分構成を分析

し，間伐方式を検討した。阿部(北

海道林試)らは間伐効果をY一N曲

線を用いて解折しているが，今回は

周囲密度を考慮した直径生長の予測

式について検討した。

林分柵造に関しては，柿原(九大）

らは無下刈で育成されたスギ幼齢林

の林分椛造を，因子数3（育林板の

敬込み，施肥，階段植）の実験計画

法により解析した。海沼(岩手県林

試)らは岩手県住田地方のコナラ．

ミズナラ林35林分を調査し，林分

構成因子の生長傾向を回帰分析によ

り推定した。諸富(東農大)は農大妙

義演習林にあったカラスザンショの

暴れ木を樹幹解析し，生長径路と今

後の利用の可能性を検討した。最

近，北海道和種馬の保存が問題とな

りはじめているが，高畑(林試北海

道支)らは函館市北東部の林間放牧

モデル地域の自然立地的条件を解析

し，放牧地としての評価を試みた。

東京大学千葉演習林には数多くの

品種試験地があるが，田中(東大)ら

は相の沢スギ品種試験地の品種別の

生長過程を分散分析法で解析し，白

石(東大)らは同品種試験地の間伐に

ついて指針を与え，石橋(東大)らは

品種ごとの樹幹形の差異を，相対幹

形や偏俺率について分散分折法で解

析した。また，白石(東大)は幹曲線

を近似する多項式を項数と次数の組

合せという観点から吟味し，樹幹解

析資料にあてはめて稜討した。
－丁■一一一一

立 地（1）

休業拭験場土じよう部宮川情

一一句や■‐■つ■･が､可－．5一一ー＜一■一一

立地(1)会場では4月5日午後か

ら6日午前にわたり，数題の植生，



気象関係を含過，主にペトロジイ分

野の22題の発表が行われた｡以下，

発表の順に概要を記す。

小地形の違いによる土壌諸性質の

差違を検討する一環として，鳥居

(林試)らは三紀層低山地の，ともに

地形的に安定した山預緩斜面と山腹

緩斜面の土壌のあいだに母材の堆積

様式の違いを認め，これに起因する

理学性の差違を報告。また丸山(林

試)らは上記2土壌と，これに接し

分布し異なる理学性を持つ急斜面土

壌の母材を検討し，前者が火山灰，

後者が基岩に由来するとし，小地形

の違いに対応した母材の質，堆積様

式の違いが各土壌の理学性を決定し

ていると述べた。

木立(前林試)は地質，岩種が違う

多数の地点で行った電探，物探など

の測定で得た山地斜面の淵水層の実

態を示し,さらに地質,岩種別に地下

水の深さ，傾き，湧水量および水源

かん鍵への貢献度を報告した。竹下

(九大)らは森林と草地の土壌の孔隙

組成を比較，特に同一臼立地・硬度の

土隠でも後者で大孔隙が少ないこと

を明らかにし,その原因を考察した。

堀田(林試九州支)は加圧板装置を用

いて得た土壌の孔隙解析のデータか

ら，土壌中の不飽和水の移動速度解

明に有効な土壌水の脱水過程を示す

近似式を導き，これを報告。続けて

上記装置で南西諸島の各土壌の孔隙

分布特性を調べ，その結果から各々

の有効貯水量を推定した。また堀田

(林試九州支)らは暖地での土壌水分

環境解明の一環として，試作の蒸発

散計を用い，ヒノキ，コジイ，コナ

ラ各林分と裸地の地表面からの日蒸

発量を測定，それぞれの季節変化の

パターンを報告した。

大谷(林試九州支)は標高1,000m

の阿蘇山麓草地で実測した気温，湿

度，蒸発量を検討し，霧の発生にか

かわる飽差など山地の気候要素を考

察した。

小川(王子製細は北海道でのカラ

マツ林の土壌に及ぼす影響解明のた

め，異なる3地域で，林齢が異なる

3林分と近辺の針葉樹天然林を対象

に,Ao層の分解度，表層土壌の化

学性を検討，相互間の差違，傾向性

を報告した。山家(林試)らはまだ研

究成果の少ない火山系暗赤土の性質

を明らかにするため，熱海・伊豆地

方の安山岩溶岩を母材とする上記土

壌の断面形態，理化学性，粘土鉱物

を検討，それぞれの特徴を明らかに

した。河室(林試)は火山灰の編年が

知られている八甲田山の，同一母材

からなる褐色森林土と黒色土の植物

珪酸体を調べ，表脳部で特徴的に認

められた組成の違いから黒色土の生

成にかかわる過去の植生変化を推定

した。西田(林試関西支)は5種類の

土壌の粘土試料を400日間湛水イン

キュベーションを行い，土壌のグラ

イ化に伴うSiO2,A1203,Fe203の

移動と粘土破壊を考察した。

山本(林試東北支)は北上山地に分

布する褐色森林土と黒色土の13断

面の試料について，腐植の組成と光

学的性質を調べ，土壌型間に認めら

れた腐植の形態の違いを報告した。

高橋(林試)らは落葉から土壌中の腐

植物質までの有機物変換の実態と，

これの立地環境別の違いを明らかに

する手始めとして，苗場山ブナ林の

褐色森林土と湿性ポドソルのAoIgi

およびA層中の有機物を形態別，粒

径別に分画し，各々の化学性を考察

した。森貞(林試九州支)は南西諸島

に分布する赤・黄色土系土壌の一環

として，今回はフェイチシャと周辺

に分布する赤・黄色土の腐植の組

成，光学的性質を調べ，その結果を

報告した。

小林(林試)らは梓川上流域に広く

分布する各種の未熟土壌の断面形

態,理化学性,植生,分布の特徴を述

べ，地質や地形に対応した母材およ

びその堆臓様式の違いに基づく未熟
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土壌の分類を提案。加藤(林試)らは

同地域の河畔から山脚部に至る洪禰

地に規則的に分布する植物群落と土

壌の対応を調べ，洪澗地における土

壌の発達過程を考察した。

山谷(日林協)らは岩手県滝ノ上温

泉での地熱活動による地温上昇に伴

う土壌の変化について，活発な活動

下では地温は90｡Cを示し,AoiZ

は黒変，形態変化し，下層は泥状，

流動化するなど，地熱現象による急

激な土壌変成の実態を報告した｡戸

沢(岩手大演)らは同地帯で正常林

地，噴気の著しい林地，同衰退林地

の地温と植生の変化を検討，表膳地

温が40｡Cで幾つかの種に菱ちよう

現象が起こり,50｡C以上ですべて

の種が枯死，とくにチシマザサは地

温上昇に鋭敏に反応し，地熱現象の

指標になると述べた。

遠藤(東大)は暖温帯林に対応し成

帯分布する暖帯林土壌の成因的特徴

を明らかにするため，山口県下の，

同一母材でともに尾根に分布するウ

ラジロガシ林の上記土壌とブナ林の

褐色森林土を調べ，断面形態，理化

学性を対比させ，それぞれの特徴を

報告した。

杉田(岩手大演)は斜面方位，地形

に対応してブナの低木林,倭生林，

高木林と雪田草原が生立する浅草岳

の森林限界付近に,1kmの調査ラ

インを設け，積雪期と無雪期に行っ

たコンパス測量から詳細な積雪状態

を求め，積雪深と地形および各群落

の分布との関係を検討した。鍛代

(日大)らはダム建設用石材を採取し

た跡地の，斜面上部から下部にみら

れる崩壊部，崖錐部，平たん部別

に，30年間の植生の回復状態を調

べ，特に崩壊部，崖錐部ではヤナギ

類，ヤシ.ヤブシなどの先駆植生がわ

ずかに認められるにすぎず，崩壊防

止上何んらかの措澄が必要であると

述べた。
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立 地（2）

林業試験場土じよう部赤間亮夫

発表数は28題であった。内容は，

林地における物質循環全般に関する

ものや，その一部すなわち落葉の分

解．肥料成分の動態を調べたものな

どがあった。また’各種堆肥に関す

るもの，林木の栄養に関するもの，

その他広範囲にわたった○以下発表

の順に概要を記す。

後藤(林試東北支)らは東北地方の

豪雪地帯において施肥試験を行い，

雪害との関連を調べた。生長量にわ

ずかの効果を認めた。桜井(林試)ら

はスギ葉の精油抽出後の残渡の堆肥

化を試み，その化学性と生物検定の

結果，阻害性の認められなかったこ

とを報告した○西本(林試北海道支）

らはﾕ5Nを含んだトドマツの葉をポ

ットに施用し，その動態を追跡し

た。真田(林試北海道支)はトドマツ

苗をポットに植えBD,dBD,BIDの

各土壌で育てた場合BDにおいて施

肥窒素がよく吸収されたことを報告

した。藤田(林試)らはパーク堆肥施

用土壌における無機態窒素の有機化

現象を検討した｡相浦(富山県林試）

らはパーク堆肥施用跡地土壌の培養

を行い，長期にわたる無機態窒素の

供給を認めた○藤田らは各種汚泥堆

肥を分析し，窒素の無機化率の低い

ことを示した。佐藤(林試)らはスギ

・ケヤキに対し汚泥堆肥の施用試験

を行い，ノコクズ混合堆肥区で窒素

の吸収量が少なかったことを報告し

た。佐々(林試)は汚泥堆肥を施用し

た根箱におけるアカマツ苗の根系の

生長を観察し，根の生長量が施用量

によく反応することを報告した。赤

間(林試)らはアンモニア態窒素で育

てたアカマツの葉中の遊離のアミノ

酸を分析し，グルタミン・アルギニ

ンが多いことを認めた。

平林(京大)らはし尿処理水の散布

が林地の土壌の化学的性質に及ぼす

影響を検討した。荻原(埼玉県林試）

らはヒノキ壮齢林における施業が流

出水中の養分濃度に及ぼす影響を調

べた。相場(東京農工大)らはスギ．

ヒノキ幼齢林の養分の現存量を調べ

置換性Mgの減少を報告するととも

に，流出量も調査し，施業との関係

を考察した。蒲谷(東大)らは森林か

らの流出水を1時間間隔で採取する

方法を検討した。田村(京大)らは斜

面の上部と下部で無機態窒素の現存

量および無機化量を調べ，上部でア

ンモニア態，下部で硝酸態が多いこ

とを認めた。中村(林試九州支)らは

各種林分における落葉枝等による

N･Caの還元量を報告した。應見

(林試)はピン培養した土壌の有擬態

燐酸の変動と地位指数との関連性を

検討した。酒井(林試)らはリターの

消失における土壌動物の役割を斜面

の上下で比較し，その比率は下部の

ほうが高いことを報告した。河田

(新大)らはオオシラビソ林における

リターによる養分還元量および土壌

の理化学性について報告した。安田

(富山県林試)らは高海抜スギ造林地

の土壌の生産力を養分面から検討し

た。春田(東大)らはスギ落葉の分解

過程を追跡し，窒素等養分の放出と

の関連を考察した。仁王(東大)はス

ギ落葉の腐朽にともなう窒素固定活

性の変動と，窒素固定苗の性質を検

討した。松本(林試)は落葉の破砕．

分解に関与するヒメヤスデの嗜好性

を観察し，落葉後数カ月経過した葉

が餌となること，コナラ葉の摂食愚

が多かったこと等を報告した。

渡辺(京大)はタイにおける焼畑地

を調査し，森林に比べて大形土壌動

物が減少していることを報告した。

品田(電中研)らは天然アカマツ林分

の年輪を解析し，発生後15年程度

で生長パターンが変化すること等を

認めた。野口(農工大)らは多摩川下

流における砂礫堆の移動特性を調

べ，河川敷の利用のあり方を検討し

た。苅住(林試)はパラグアイの半落

葉亜熱帯多雨林について報告した。
一

ポスター

セッション（立地）
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＜テーマ＞「富士西麓および天城山

地の火山灰由来の林野土壌の性質」

このテーマは第1報から第7報に

わたっており，林試土､じよう部・土

壌調査グループによって発表された

ものである。

内容は，富士西麓のスコリア質母

材および天城山地の軽石質母材に，

それぞれ褐色森林土および黒色土を

設定し，断面形態一般理化学性，

腐植・遊離酸化鉄・燐酸の形態につ

いて実験，分析を行い，土壌生成と

母材との関連から，火山灰由来の土

壌分類について言及したものであ

る。

この研究からは，断面形態と生物

条件は対応するが，無機的性質はむ

しろ母材と関連していることが明ら

かになった。従来，林野土壌分類

では母材の取扱いが不確実であると

ころから，母材の特徴を土壌分類に

導入し，分類体系における母材の位

置づけについて検討する試みは評価

される。とくに，最近，日本の統一

的土壌分類が農・林サイドから検討

がなされている折柄，時宜をえたも

のと考える。

しかし，林野土壌調査の歴史は古

く，全国的に土壌図の作成を終了

し，現行土壌分類法が事業的にも浸

透しているために，研究的側面から

は積極的に新分類についての見直し

は必要であるが，事業的側面からは



混乱をまねくことのないようにすべ

きであると思う。

ポスターセッション会場でも，な

じみにくい新分類の用語について

は，土壌研究担当者でも納得しかね

る方々が多くみられたことからも，

新分類体系の確立までは，研究的側

面と応用的側面に混同がないように

する必要があると思われた。
－－－■－口｡'~ー

造林（1）

林業試験場造林部菊池秀夫

■凸もー■マ

造林(1)では，林木の遺伝育種に

関連した36題の研究発表が行われ

た。その内容から大別するとスギ核

型など5題，各種抵抗性9題，採種

園管理1題，雑種の形質特性2題，

形質の分離4題，遺伝解析法2題，

遺伝率・選抜効果2題，地域変異1

題，アイソザイムの手法を利用した

分析10題であった。本年は特に講

演数が多く，研究分野が広いにもか

かわらず内容も充実しており，盛会

であった。以下発表順に概要を紹介

する。

スギの核型および仁の研究で，馬

場(琉球大)らはスギ科5種について

染色体の逆位および仁に特徴がある

ことを述べ，染郷(林試)らは精英樹

佐賀3号の識別できる第6染色体の

二次狭窄が自殖で次代植物へ伝達さ

れ，期待どおりの分離を示したこと

を明らかにした。柳杉(中国産スギ）

の核型について染郷らは染色体組内

の第2染色体に新たな二次狭窄の存

在を認め，戸田(九州東海大)らは核

型および花粉母細胞の観察からイワ

オスギに類似していると論じた。近

藤(農技研)らは仁の数がメンデル遺

伝に従うことを交配実験から明らか

にした。

各種抵抗性育種に関する報告で

は,石井(関東林育)ら,佐々 木(関西

林育)ら2題は,クロマツ×タイワン

アカマツのF1雑種などを交配親に

した交雑で，マツノザイセンチュウ

抵抗性を遺伝的形質としてとらえそ

の遺伝性を検討した。雪害抵抗性に

ついて，向田(東北林育奥羽支)らは

植栽5年目のスギ交配家系の雪害調

査から，倒伏の被害が雌親の遺伝的

性質に影響されることを示唆し，寺

田(東北林育奥羽支)らの雪質および

地形によって被害の様相が異なり，

クローンによって被害差のあること

を認めた。スギカミキリ抵抗性など

について，滝尻(三重林技セ)らは在

来品種間に被害差を認め,河村(関西

林育)らはスギカミキリの幼虫を立

木に接種して樹皮・辺材部の食害孔

道の追跡調査を行った。さらに河村

らは立木に人為的傷害を与え，傷口

の反応を調べることにより抵抗性が

早期に検定できることを報告した。

ニホンカラマツ先枯病抵抗性につい

て，岸田(林試北海道支)らは抵抗性

クローンの再選抜の有効性を論じ

た。

採種園管理の基礎調査として，金

指(林試)らはスギ花粉の動態調査を

報告した。

アカマツとクロマツの雑種家系に

ついて，大谷(関東林育)らは近縁度

と幼老相関について，斯波(東大)は

生長量を考察した。

松浦(林試北海道支)らはアカエゾ

マツ種子の発生初期段階本数頻度に

ついて遺伝的形質としての評価を検

討した。河野(北海道林育)らはトド

マツの交配から葉緑素変異苗の分離

を考察した。菊池(林試)らはスギの

自殖で倍数体苗が出現した家系につ

いて報告した。

川村(東北林育)らはアカマツの自

然交雑家系の3形質について遺伝率

を，宮木(北海道立林試)らはカラマ

ツの樹幹通直性について選抜効果を

推定した。野口東北林育)はアカマ
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ツの種内交配における種子生産に及

ぼす小形シイナの影響を検討した。

栗延(関東林育)らは次代校定林か

ら出る情報の処理について，さらに

適応度の高い解析法の検討を行い，

大庭(林試)らは育種目標をふまえた

遺伝様式の解明手法を提案した。冨

田(岐阜大)はスギの地域変異の解明

のため，全国68林分の地域区分を

行い，針葉形態の類似性をクラスタ

ー分析で検討した。

アイソザイムの手法を用いた研究

では，酒井(元鹿児島大)らは熱帯多

雨林におけるA"向“α““ﾉsαと

Ag""sbo"z""sisの繁殖椛造を

アイソザイムの不一致指数の比較で

検討した。栄花(北海道林勧らは天

然林におけるシナノキの家系分析を

アイソザイムにより行った。白石

(林試九州支)らはヒノキの針葉を用

いてパーオキシターゼアイソザイム

の遺伝様式の解明を試み，単一遺伝

子座にある2つの対立遺伝子を確認

した。黒丸(筑波大)らはスギ幼苗に

おける発育過程の時期と針葉の着生

部位についてパーオキシターゼアイ

ソザイムのバンド数．バンド濃度の

安定度を調べた。さらに黒丸らは樹

幹部の形成層帯が針葉に代わって利

用できる可能性を論じた。白石らは

クロマツの遺伝的変異を明らかにす

るため,種子の雌性配偶体を用いて，

各遺伝子座の対立遺伝子数および遺

伝子頻度などを調べた。さらに白石

らは遺伝様式が明らかになったクロ

マツ34遺伝子座のうち，多型的な

31遺伝子座間の連鎖を検討し，5つ

の連鎖群を明らかにした。門松(北

大)らは天然更新したトドマツ稚樹

群のアイソザイムにみられる遺伝的

組成が生育の段階に応じてどのよう

に推移するかを考察し，中戸川(北

海道林育)はトドマツの8器官のパ

ーオキシターゼ・アイソザイムの特

異性を調べ，器官の多型性と著しい

特異性を認めた。織田(北海道林育）
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らはエゾマツの天然更新林分の稚樹

の遺伝的構造の変化をアイソザイム

で検討した。

造林(2)

林業試験場造休部横山敏孝

〃 森徳典

この会場では林木の生理生態の分

野の研究が報告されたが，昨年と比

較すると，森林群落の光環境と物質

生産機椛に関する研究は造林(3)会

場に，代わって繁殖関係が造林(11

からこの会場に移って発表された。

報告内容を大別すると，有性繁殖関

係(8題)，無性繁殖(2)，形態形成

(21,水分生理(5),光合成・呼吸(7),

温度・根圏環境(4)となる。総計28

編中広葉樹を研究対象としたものは

9編を占め，一昔前の針葉樹一辺倒

の研究傾向からの脱却が定着したよ

うであるc今後も研究対象樹種は広

がる一方であると思われる。以下上

記区分に従って報告の概要を紹介す

る。

有性繁殖：金川(茨城県林試)らは

ヒノキに対するGAの着花促進効果

を確認し，長尾(林試)は長日条件

（補光による明期の延長あるいは暗

期の光中断）はヒノキの花芽形成を

促進すると述べた。井上(東農大)ら

はさし付当年に着花するスギクロー

ンにホルモン処理すると発根率は高

まり，着花率は低下することを示

し，森(北海道林育)はカラマツ属3

種の約10年間の花芽数の変動を報

告した。向井(林試)らはスギの珠孔

液は花粉の付着後は再分泌しないこ

とを観察した。横山(林試)はカラマ

ツでは受粉条件によって受粉する胚

珠の割合が変わるとともに胚珠内の

花粉粒数も変化すると述べた。郷

(東大)らはサクラ属5種のタネの発

芽特性を，小谷(林試)らは光発芽種

子であるダケカンバのタネに対して

光の代替効果はGAにだけみられる

ことを報告した。

無性繁殖と形態形成：橋詰(鳥取

大)はブナ苗木を土中に樅に伏せ込

み発根させて，1本から数本の苗木

を生産する試みを，船越(北大)はト

ドマツの枝さし穂は枝性を長く保持

することを報告した。山本(九大)は

スギ培挺カルス内での通導組織の分

化，藤本(北大)はカラマツの長・短

枝形成について述べた。

水分生理：丸山(林試)らは針・広

葉樹類の葉の水分消失過程での葉内

水分状態を各種水分要素に分けて鯛

べ，樹種別の葉の水分特性解明を試

みた。玉泉確本県林指)らは木部圧

ポテンシャルを大気飽差や気孔抵抗

などから推定する試みを報告した。

高橋(林試北海道支)らは冬季に乾燥

した苗木は生育期に光合成．蒸散が

低く，回復が遅れると述べた。矢幡

(九大)らはここ数年来海岸クロマツ

林の蒸発散量を熱収支法により推定

する方法の検討を続けており，本年

は気孔拡散抵抗の推定について論じ

た。丹下(東大)らは斜面上部のスギ

の樹液流速は下部に較べて季節．日

変動が大きく，それは土壊水分条件

より大気条件に支配されている可能

性を示唆した。

光合成・呼吸：小池(林試北海道

支)らはカンパ属3種の葉の展開様

式と光合成・呼吸の季節変化を調

べ，物質生産の面から樹種特性を明

らかにせんと試みている。沖森(京

大)らと田渕(京大)らも芦生天然林

内樹種の光合成・呼吸の季節変化か

ら林床樹種の生長特性解明を試みて

いる。これらは生物現象をモデル

化．数式化し，その係数を比較する

手法を用いているが，試料採取法や

測定法などについて疑問が出され

た。松本(東大)らおよび林田(東大）

らは数年前から樹皮呼吸が日中低下

する問題に取り組んでおり，地温．

樹液温度が呼吸低下の一要因になり

うることを示し，樹幹の放射方向の

部位別の温度と呼吸の関係を論じ

た。森(林試)らは材線虫接穂に伴

い，呼吸速度の増加が非常に早い時

期から幹で特異的にみられることを

示した。

温度・根圏環境：安馬(林試)らは

カンパの光合成は地温の影聯を受け

ないが,その産物の根への転流は25

~30｡Cで最大になるとし，寺田(林

試)らは各種針葉樹の根の生長適温

はその種の分布域の温度と関係深い

ことを示した。藤村(林試北海道支）

らは雪中下のトドマツ輔木の耐凍度

について，大友(林試北海道支)らは

苗木の大小と水耕液の溶存酸染につ

いて報告した。苗木の生長には，水

耕液中の溶存酸業濃度より根が利用

できる液中の酸素の絶対量が関係す

ることが指摘された。
■Pb凸

造林（3）

林業試験場北海道支場佐藤明

造林(3)会場では，物質生産の定量

的な解栃林内照度とその推定法，

各種林分の樹冠椛造や林分樵造とそ

の解析手法，バイオマス，天然更新

など多岐にわたる講演が行われた。

会場は全般的に盛況で，照度の推定

や天然更新などでは活発な討論も行

われた。以下，上記の順に概要を紹

介する。

森林の一次生産鐙を求めるため様

様な角度から解析が進められてい

る。ヒノキ人工林を対象に，萩原

(名大)らは単木の葉趣の垂直分布を

もとに光合成速度を推定し，森(名

大)らは非同化器官の各部の呼吸を

測定し個体サイズ依存性などについ

て報告した。また，宮浦(名大)らは

単木ごとにネットで糧ってLitter



を測定した結果を，二宮(名大)らは

枯死量，呼吸愚などから非破壊的測

定による総生産を報告した。小川

(名大)らはヒノキ苗群落で総生産量

を推定し，倉地(名大)らはカラマツ

人工林の光合成を調べ非同化器官に

よる光減衰の影響を論じ，橋本(岩

大)はスギ人工林を対象に陽樹冠と

陰樹冠に分けてモデル化し光合成丘

の推定を報告した。勝野(名大)らは

スギの葉の表面にオイルを吸識させ

て葉面駿を測定する方法を発表し

た。

藤森(林試)らはスギ閉鎖林で枯枝

葉量が林内照度に与える影辮を，岩

井(千葉県林試)はスライド全天写爽

による照度の推定法を，飯盛(林試）

は斜面の傾斜角と方位を変えた場合

の日射量の変化について報じた。

清野(林試)らはスギ林の幹生長鐘

は樹冠の梢端からの職算新葉蝕との

関係が深いことを，石塚(林試北海

道支)らはウダイカソパの辺材面識

と枝下断面職との間に高い相関を認

め，立木のまま心材間職を推定でき

る式を報じた。小平(千蕊県林試)ら

はヒノキ人工林の種内競争の数髄化

を試み，佐藤(林試北海道支)らは北

海道に多い列状植栽林分の特徴を報

告した。林分職造を解析する手法と

して菊沢(北海道林試)はY－N曲線

を利用して個体間の大小差(緊密度）

を判定する方法を，佐野(北大)は森

林の階層織造の発達程度を樹高を変

数とするクラスター分析で解析する

ことが有効であることを報告した。

荻野(京大)らは南タイのマングロ

ーブ林の成帯術造と580ton/haこの

合計現存量を鵜じた。加藤(林試浅

川)らはシラカンバ高密度植栽林分

の現存量と密度の関係，瀬川(林試

東北支)らは北上山系のシラカンバ

林の林分構造と生長，およびミヤマ

カワラハンノキ萌芽林の現存量と生

産量を報告した。

天然更新は広葉樹の更新とギャッ

プ更新に関するものが中心であっ

た。大原(林試東北支)らはミズナラ

稚苗の被陰試験の結果を，桜井(林

試東北支)らは落下したミズナラ種

子の残存率と林床の連い，および種

子･の消失過程を，谷本(林試)らはサ

･ﾘ･群落の蕊面職とブナの耐錨との関

係を中心に発表した。佐藤(林試東

北支)らはブナ天然林下のブナ更新

樹とスギ・カラマツ造林地に侵入し

たそれとの生育状態を比較し，前田

(林試)らは豪雪地帯のブナ更新問題

を16年術の調査結果と対比しなが

ら，ブナ再生林の取扱いを検討し

た。－．方，小見山(岐阜大)らは亜高

山勝の主要樹種の発芽特性について

報じた。また，松江(住友林業)らは

天然更新したヒノキの除伐後の生育

経過を，糟谷(東大千葉演)らは房総

南部のヒメコマツの更新に関して下

胸水の整雌の効果を報告した。

ギャップ(林冠欠所部)更新につい

ては，山本(京大)は犬山ブナ林を対

象にギ.I,ツプの成因と大きさを中心

に，田中(東大)らはツガ林の修復過

程を，小見山は伊勢湾台風で生じた

ギャップによるアオモリ｜、ドマツの

伸慶生長を，岸田(林試北海道支)ら

は先の台風で被齋を受けた針広混交

林の年輪解析からこの地の森林の世

代交代を追求した。その他に酒井

(元鹿大)は年輪解析の資料からエ

ゾ・トドマツ等の生育特性を論じ

た。

造林（4）

林業試験場造林部浅沼晟吾

一■l~

生態・保育関係を中心に34課題

の発表があった。内容が多岐にわた

るため類似のものをまとめて，発表

順に関係なく紹介する。

花粉分析法により過去の森林復元

第94回日本林学会大会報告25

がなされつつあるが，竹岡(京都府

大)らは宮原(大阪府)とともに近畿・

中部地方の3地点の湿原堆積物と洪

職世亜炭層より得た花粉分析結果よ

り，森林組成の変遷，スギの天然分

布，ブナ林の出現に関する知見を報

告した。

社会的要求が多様化し新しい森林

の取扱いが求められているが，武田

(三重大)らは亜高山帯～低山帯の自

然林と人工林について代表的森林類

型間の種多様性を検討し，作業種と

の関係を考察した。ヒノキ人工林の

地力低下の問題を人工降雨法により

定量的に検討している赤井(京大)ら

は，吉村偉大）ら，上田(京大）ら

と，スギを混交するヒノキ林での実

験結果を報告し，樹種構成や下層植

生の有無と降水量・地表流下水量，

リターや表層土の移動量，それらの

化学的特性などとの関係を論じ下層

植生の重要性を指摘した。林床の植

生については，同一斜面上の未閉鎖

スギ・ヒノキ・アカマツ同齢一斉林

における雑草木量と造林木の生長・

樹形のちがいが佐倉(東大)により報

告され，浅沼(林試)らは除草剤処理

後のササ型植生の長期間の推移につ

いて2事例を報告し，ササ群落の回

復過程，個生態と除草剤の作用性と

の関係を論じた。斉藤(新潟大)ら，

紙谷(新潟大)らは，新潟県豪雪地帯

の低質広葉樹萠芽林（ポイ山）の樹

種瀧成と生育特性を調べ，これと伐

採頻度や立地条件との関係を険討し

た。

非皆伐林の造成に関連し，北原

(名大)らは特殊な庇陰室を用い庇陰

条件とヒノキ苗の生長を調べ，鈴木

(東大)は間伐後の高齢林下に植栽さ

れたスギ・ヒノキ下木の3年間の生

長経過を報告した。実生苗とサシ木

繭の造林上の得失については古くか

ら論議があるが，森(住友林業)はス

ギ1万本/ha仕立てのサシ木林と実

生林の造林成績と遺伝力の検討か
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ら，実生林の健全性を指摘した。

間伐に関して，安藤(林試)らはヒ

ノキ林の優勢木間伐(ナスピ切り)と

下層間伐の成績を比較し,40年生時

の総収量は後者によるほうが大きい

が利用材積や残存木の年輪幟成は前

者が良いことを述べた。野々田(岐

阜県)らは無間伐できた密度別実生

スギ林分のRyと寺崎式樹型級の櫛

成を検討し,Rj'0.7以上で1級木

が激減し2級木bと3～5級木が急

増することを明らかにした。川口

(東農工大)らは間伐木の試験材を用

い，強度や加工適用性を節やサカ目

などの欠点との関係で検討し，年輪

'幅区分による材質評価ができるとし

た。

枝打ちの普及とともに技術未熟な

どによる傷より発生する異常変色が

問題となったが，二見(島根県)らは

ヒノキの枝打ちについて季節別道具

別に変色発生や巻込みのちがいを検

討し，最も安全性の高いのは秋～冬

のノコ打ちであり，細い枝をもつ林

分を仕立てる必要を述べた。富田

(三重県)はスギの冬と夏の枝打ち後

の変色の発生拡大経過を解折し，生

長期に発生した変色は1生長期内に

拡大がすすみ，小さい傷でも周囲に

変色が広がることを報告した。外舘

(岩手県)は事例の少ないアカマツの

枝打ちについて述べ，巻込み摸の状

態とくにヤニ技長とヤニ厚の検討を

行った。竹内(東農大)らはスギ苗木

の穿孔法により，処理別に傷の癒合

やシミの拡大と苗木の伸長・栄謎状

態との関係について枕討し，中田

(東農大)らはスギのサシ穂切口に付

けた小さい傷より変色がすすみ，軟

腐菌による腐朽変色にいたることに

注目した。マツ属3種について時期

別に刺針法により傷つけした結果癒

合組織の発達に種間差があ為ことを

土井凍麗工大)が報告した。

豪雪地帯スギ造林の問題で，吉武

(林試)らは埋雪幼齢木からの脱蕊が

連年発生しており，枝の樹皮剥離が

新たに見られたことを報告した。阪

上(富山県)らは多雪地帯スギの生長

パターンと根元曲り量・生長量また

は地位との関係について数値解析法

を試みた。

ブナの人工造林法について，橋詰

(鳥取大)は3年生苗植栽後5年目の

成絞と穴まき播種造林による9年目

の成絞を紹介した。本江(日大)らは

低温貯蔵苗を5～10月に毎月植栽し

当年の活蒲と冬芽形成について調

べ，7月末まで植栽期間を延長しう

るとした。

WAWANI<.(東腱工大)らは東カ

リマンタンのメルクシマツ造林地で

異状生長を生ずる立地条件や表層土

の化学性について検討した。信州カ

ラマツ造林地でみられる腐心病発生

地の実態と環境，罹病拡大の様子に

ついて川崎帽大)らが報告した。岩

崎(林試)らは20年間にわたり毎年

堆肥を施した苗畑の土壌理化学性の

向上を示し，生産苗木の成績を報告

した。浅沼(林試)らは除草剤処理地

でササが開花した事例を観察しササ

の生長抑制と開花の関係を険討し

た。
ヨー－

ポスター

セッション(造林）

林業試験場造林部西山嘉彦
今一一一一

造林部門のポスターセッションば

4月6日の午後，第15会場である

膿業教育資料館で行われた。6編の

ポスターが展示されたが，そのうち

3編は高知大，京大，三重大，琉球

大による協同研究の一連の発表であ

り内容的には4課題の発表であっ

た。いずれも樹木の日長反応にかか

わる課題であり，限られたテーマで

あったためか参加者は少なかった。

しかし樹木の天然分布決定機構の一

因子として日長反応をとらえる共通

の問題意識のもとにまとまったポス

ターセッションであった。

発表概要は次のとおりである。

池本(高知大)らは，約100樹種につ

いて栄養生長に及ぼす日長の影響を

調べた結果，主軸伸長生長は8型の

日長反応型に分類できることを認

め，実験で確認された5型に含まれ

る樹種を一覧表にして展示した。さ

らに5型の日長反応型を，短日休眠

型，短日生長抑制型，日長中性型の

3型に大別し，主軸伸長の日長反応

型と天然分布との関連について検討

し，短日休眠型には比較的寒冷な地

方に分布する樹種が多く，日長中性

型には暖帯に分布する樹種が多く含

まれることを指摘した。

永森(高知大）・赤井(京大）・永田

(三重大）・新里(琉球大)らは，「京

都・三重・高知・沖繩産広葉樹のそ

れぞれ相互の各産地における生育反

応」というテーマで，4大学による

協同研究を3報に分けて報告した。

短日休眠型のセンダンと短日生長抑

制型であるイイギリには産地間のち

がいが認められ，同じ地域で栽培し

た場合低緯度産ほど生長停止時期が

遅れること。トベラは産地間差が認

められず，秋になっても生長を停止

しないことを報告し，センダンとイ

イギリにphotoperiodicecotypeの

存在を確認した。

新里(琉球大)らは，袖光条件にお

かれたアカマツの主軸伸長のパター

ンがリュウキュウマツと異なること

を示し，アカマツとリュウキュウマ

ツの日長反応のちがいを論じた。リ

ュウキュウマツは日長が長くなるに

したがい連続生長を示すようにな

る。一方アカマツは自然日長十411寺

間補光では連続生長を示すが，連続

光では通常の生長パターンを示し，

生長期と休止期を繰り返す。

西山(林試)らは，暖地性樹木であ

るギンネムとナンキンハゼの日長と



温度に対する生長反応を報告した。

日長と温度を組み合わせた生長試験

を行った結果日長に対し鈍い反応

を示すギンネムに対し，ナンキンハ

ゼは短日長に鋭敏に反応し生長を停

止することを認めた。またギンネム

は13｡Cで低温障害が生じることを

示し,15｡C付近に光合成の低下点

があると報告した。
＝ご一一ー一ｰ一一一q一一一些一

ポスターセッショ

ン(雪と森林施業）

山形大学農学部今永正明

一一L幸一一面一・己一一一唾①心一

東北での本大会に「雪」の問題が

ポスターセッションにとりあげられ

たことは，まことに画期的で喜ばし

いことであった。

常日ごろ，日のあたらない「雪と

森林」の問題もときおり閃光をあび

ることがある。それが今回の56豪

雪と冠雪害であった。こうした大被

害が生じると世人の目は一瞬雷」

に向けられるが，それが長続きしな

いこともまた悲しい事実である。

山形大学ではここ20年近くにわ

たって雪と森林の問題にとりくんで

きた。しかし判明した真理は必ずし

も多いものではない。東大の佐藤先

生は「雪，木，人」の三側面を指摘

したが，まことにこうした問題は複

雑であって，多変量解折を駆使して

も真実にせまることはなかなか難し

いのである。将来ともに多くの人々

がこの問題解決へ取組んでくれるこ

とが期待されるゆえんである。

保坂(山形大）らは10年にわたる

現地での写真観測から雪崩斜面の植

生の回復と，積雪層の移動の減少の

事実を指摘した。今永(山形大)らは

豪雪地のスギ人工林は凹地形で成林

成果がよいが，高標高では残り難い

ことを指摘した。高橋(山形大)らは

雪圧加重圏が根元直径と直接な関係

があることを示した。大谷(山形大）

らはスギ幼脇木の根枝中に盛土効果

が著しいことを見いだした。平(富

III県林試)らは’雪起しが材質の向

上に役立つことを指摘した。石井

(島根大)はスギ幼齢木の冠雪と雪圧

による混合被害の存在を指摘し，そ

の形態を明らかにした。嘉戸(富山

県林試)らはスギ若齢木の強度を細

く’ヤング率でマスヤマスギの値が

高かったことなど報告している。勝

田(林試)は福井県下の冠雪被害調査

から，重度被害木の本数率と被害形

態に品種間で大きな差を認めてい

る。片岡(林試東北支)らは，スギ品

種と冠雲量比較実験を行い，針葉間

の空隙が大きいサンブスギに冠雪が

発達することを認めた。松田(福井

県総合グリーンセンター）は冠雪害

に関係の深い形状比と樹冠長率の関

係を調べている。藤森(林試)らは，

それ以上形状比が増すと冠雪害を受

けやすいという，危険との境界を示

す形状比の値を限界形状比と呼び，

それが樹高が小さいほど小さい傾向

にあることを指摘した。三代(石川

県林試)は56豪雪の調査から，石川

県では標高500mを越す高海抜地を

除いて，スギ造林適地では斜面方

位，傾斜にかかわらず激しい冠雪害

をうけることを示した。平川(福島

県林試)は，福島県下の冠雪被害の

調査を行い,方位の影響を指摘した。

新田(林試)は冠雪害をもたらす雪の

物性を調べた。ところで彼は「超ド

カ雪さえ降れば多少風が木をゆらし

ても，あるいは乾き雪であっても冠

雪害は生ずる」ことを指摘してお

り，けだし冠雪害は天災だという感

を強くするのである。
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保 護
(マツノザイセンチュウ関係）

休業試験場保謹部真宮靖治

｡●~pF一一一

マツ類の材線虫病，なかでもマツ

ノザイセンチュウに直接関連した識

演は17題あって，近年にないにぎ

わいとなった（ちなみに第90回大

会以後についてみると，瀧演数はそ

れぞれ6，5，9，4であった)。

なお，別会場の造林部門においてで

はあったが，抵抗性育種，線虫感

染・罹病木の生理，といったマツノ

ザイセンチュウ関連の識演が，前者

については3題，後者は1題あった

ことをつけ加えておきたい。以下，

発表の順に従って講演の概要を記

す。

清原(林拭九州支)らは強病原性，

弱病原性をそれぞれ示すマツノザイ

センチュウ各2個体群について，各

個体群相互間の交配による病原性の

伝達を棚べ，強病原性個体と弱病原

性個体間の交配では，強病原性が伝

わる率の高いことを示した。田村

(林試)は，抵抗性のきわめて高いこ

とが認められているジェフリイマツ

に対する接種実験で，1年に満たな

い幼苗では容易に発病枯死したが，

2，3年生苗では発病せず,樹体内で

の線虫の分布が接種部位や，また皮

層にのみ局在すること，そして樹体

反応に局所性のみられることを明ら

かにした。真宮(林試)はニセマツノ

ザイセンチュウがクロマツ当年生苗

に対しては強い病原性を示し，組織

解剖学的観察結果からも本線虫がマ

ツの組織を直接破壊する力をもつこ

とを証明した。中川(千葉県林試)は

マツノザイセンチュウについて正常

な個体と,異常な個体(死亡個体も含

め）の分別が，ろ紙(No.1)の使用

による分離法で可能なことを示し，



28

薬剤の効力判定試験における応用例

を報告した。小倉(茨城県林試)ら

は，苗畑植栽で5～8年生の5属6

種の針葉樹に対して行った接種実験

の結果から，ヒメコマツ，カラマ

ツ，ヒマラヤスギの枯死，モミ，ア

カトドマツ，オウシュウi､ウヒでは

部分枯れ，をそれぞれ観察した。エ

ゾマツでは発病していない。古野

(京大)らは前回大会の続報として，

線虫接種後も枯死することなく生存

を続けたクロマツの2年目の生長に

ついて，対照と比べ依然として劣る

こと，また前年接種の生存木につい

ても，前回と同様な生育減退のみら

れたことを報告した。橋本(林試九

州支)らは5～7年のクロマツを対

象として，線虫接種による発病経過

と線虫増殖の推移を対応させた結果

から，根系での増殖が他の部分に先

行することを根拠に，マツ樹休の萎

凋症状発現は根系の異常に始まると

した。さらに，ひき続く報告では，

発病したクロマツについて，枝と根

の水分通導機能を調べた結果から，

蒸散愚低下の時期と通水機能の低~ド

とが一致すること，とくに根系での

低下の影響が大きいとした。在原

(福島県林試)らは，昭和55年に発

生したアカマツ雪害木について，こ

れらがマツノマダラカミキリの産卵

対象となり，しかも産卵時における

マツノザイセンチュウの伝播と，そ

れらの材内増殖の結果から，翌シー

ズンにおける伝染源が高い密腱で発

生したことを詳細な洲査により明ら

かにした。また，続く報告では具体

的にこれら雪害木から羽化脱出した

数種のカミキリの線中保持状況を示

した。庄司(林試東北支)らは宮城県

石巻市のクロマツ林で行った時期別

の接種実験から，6，7月の接種で

は年内の枯死が多いが，7月でも接

種線虫数が少ない場合は，翌年にな

っての枯死が増え，また8，9月接

種では，枯死時期はさらに遅れるこ

とを明らかにした。滝沢(林試東北

支)らは同じ試験における昆虫相調

査結果から，年内枯死の場合，マツ

ノマダラカミキリの寄生率が高い

が，翌年の枯死では寄生率が著しく

低下することを示した。松浦(林試）

は前年の大会に続く第2報として浸

透性殺線虫剤（チオナジンとメスル

フェンホス）の施用と線虫接種によ

る発病木の回復現象について報告し

た。線虫接種2週間後に薬剤を施用

した場合にもっとも高い回復効果が

みられている。遠田(林試)らは，マ

ツ類の揮発成分としてのモノテルペ

ン瀬混合物とβ一ミルセンが，マツ

ノマダラカミキリ体内からの線虫離

脱を促進することから，それらの誘

引活性を認めた。一方，渡辺(愛媛

大)らは，数種のモノテルペンにつ

いて，室内実験的手法により，マツ

ノザイセンチュウに対する誘引活性

をみているが，β一ミルセンの活性

がもっとも高いことを示した。ま

た，耐久型幼虫は，増殖期のものに

比べて，さらに強く反応しており，

先の遠田らの結果とも一致してい

た。柏(林試)らは各種マツ類のβ一

ミルセン含有量調査から，それが抵

抗性の程度と相関していることを報

告した。つまり，含有量の少ないこ

とが抵抗性と結びつく。この相関性

を蕊づける理論的根拠を求めて，

β一ミルセンの線虫増殖への影響を

みたところ，他のテルベン類にはみ

られない増殖促進作用が認められ，

さらに，β一ミルセンは耐久型幼虫

の脱皮促進効果ももつことを，渡辺

らは続く講演で発表した。β－ミル

セン含有量と抵抗性との相関性につ

いては，相反する事例もあることが

総合討論での発言にあったり，また

耐久型幼虫脱皮促進に関しても，こ

のことが抵抗性要因になり得ないこ

とを示す観察例もだされたりで，ま

だ議論の余地が多いとの印象を受け

た。

保 護

(昆虫･鳥獣･薬剤）

林業試験場保謹部山根明臣
一凸

保謹部門は第10,11会場にて,5

日午後，6日全日の全期間にわたっ

て73題の発表が行われた。このう

ち昆虫関係（材線虫に関連した3題

を除き）の24,鳥獣関係7，昆虫関

連薬剤2について，識演番号の順に

紹介する。

田畑(林試)らはスミチオン散布地

および無散布地の野鳥の血液コリン

エステラーゼ活性を測定し，薬剤の

影響を細くた。エナガやウグイスで

は影響は認められなかった。またシ

ジュウカラ幼烏にスミチオンを与え

て生長に及ぼす影緋を調べたが認め

られなかった。現在の事業的空散は

野鳥に対して毒物としての作用はほ

とんどないと考えられる。

田畑らはスミチオンなどによるヒ

ノキの異常落葉を抑制する効果のあ

るサリチオンと同様にEPNにもあ

る程度の効果があり，これらは内生

エチレンの発生を減少させているこ

とを明らかにした。

尾田(林試)らはマツノマダラカミ

キリ成虫が炉紙上に残された暗褐色

の排泄物周辺に強くかみつき跡を残

すこと，そこにかみつき行動を刺激

する物質が存在することを明らかに

し，溶媒抽出物のメチル化物をガス

クロ直結質姓分析計で分析し,30極

の脂肪酸を同定した。

山根(林試)らは新しく開発された

マツノマダラカミキリ誘引剤・粘蒲

板トラップを利用した誘殺結果を述

べた｡約5haに20,80個設置して比

較すると後者の捕虫数は約2.4倍，

5.0倍（平均3.3）となり，この範

囲では設磁数が多いほど多く捕虫で

きる。1カ所当たりでは0～61頭，



平均で約10頭捕虫した。捕虫時期

は羽化脱出消長と約3週間ずれる。

島津(林試)らはB"z""･itz6"-

sjα"α,B･オ”ze"α･Se",α〃α〃”γ‐

“s“"sなどの天敵微生物によるマ

ツノマダラカミキリ殺虫効果を調べ

た。B,bass""αは散布直後に放飼

すればかなり高率で死亡するがB.

fe7ze伽では病死はみられずjS.

"z”“s“"sとB.basS""αの混用

効果も一部にみとめられた。

佐藤鰐手県林試)はマツノマダラ

カミキリと近縁でマツノザイセンチ

ュウを媒介する危険のあるカラフト

ヒゲナガカミキリの生態や産卵習性

を調べた。羽化脱出は5月から6月

で，マッノマダラカミキリよりも1

カ月以上早い。

槇原(林試)はスギ．ヒノキの大害

虫スギカミキリのさや羽の壷紋の変

異の地域ごとの特徴，差異を整理し

た。

小林(林試関西支)らはスギカミキ

リがスギ新植地(468本)に侵入．定

着．増加する様子を1972～1982年

にわたって観察した結果を示した。

脱出孔は1977年にはじめて2個見

出され，78年に6，79年12,80年

19,81年57,82年980と急増し，

この年には48本が枯れ，累積被害

立木率は35％になる。

伊藤(林試関西支)らはスギカミキ

リ成虫の林内移動・分散行動をマー

キング法で調べた。雄は同じ木に停

まる傾向が強いが，移動距離に関し

ては雌雄間に差はみられず，移動の

ほぼ半数は1～3m以内の近くの木

への小移動であった。

奥田(三重林技セ)は断幹したスギ

にネットをかけスギカミキリ成虫を

放して産卵場所の垂直分布を調べ，

細い木では地際付近に多いが，太い

ものでは高い所(4m)にも多いこ

とを示した。

井上(島根県林試)はスギカミキリ

がスギを加害する条件としてスギの

生理的異常が重要であると考え，伐

ml(a),地際部剥皮(b),上部切断(c)な

どの処理をした木に幼虫を接種して

生育状態を比較した。樹皮内および

材部への食入率はa処理で商く，

b,cでは無処理と差はなかった。

槙原らは鹿児島県に分布するスギ

ノアカネトラカミキリは本州などに

分布するものと形態，加害様式が異

なり，亜種とするよりも別種と考え

るべきだと論じた。

遠田(林試)らはソバ粉とスギ皮付

き材の粉末をベースとした人工飼料

によるスギノアカネトラカミキリ幼

虫飼育例を報告した。

大河内(林試九州支)はスギザイノ

タマバエ幼虫数と皮紋数の関係を明

らかにするため皮紋の形成過程を解

析し，新皮紋数は幼虫の初期密度を

示す指標となることを示した。

寺崎(東大)らはカラマツヤツバキ

クイムシの一次性，二次性を知るた

め樹木条件（枝打ち，根切，玉切な

ど）と加害虫密度を変えてカラマツ

に対する加害性を調べた。生立木へ

の加害性は認められなかった。

吉田(林試北海道支)らは北欧で開

発されたヤツパキクイムシ用集合フ

ェロモン剤による誘殺試験結果を報

告した。マーク放虫法によって密度

推定や誘引反応率，誘引距離など調

べた。

片桐(林試)らは長野県のカラマツ

造林地で大発生したオオスジコガネ

のリケッチャ病がその後土壌中でど

のように生息分布しているかを調べ

た。

松井(清真学園高)は鹿島町のマツ

防風垣におけるマツカレハ蝋および

卵塊の分布と死亡を調べた。揃期の

死亡率は50～70％で，その大部分が

ハイイロハリバエにより，卵期死亡

は2～6％で死ごもり，寄生蜂，未

受糖などがその死亡要因であった。

小久保(東大)らはマツカレハの若

齢幼虫期に起こる高率の死亡に果た
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す捕食者の役割を知るために実験的

に作った個体群について，天敵の作

用の仕方を詳しく観察し，ふ化時に

おけるアリの働きの大きいことを明

らかにした。アリの作用が小さく，

アシナガパチ，スズメバチの影瀞が

2齢以降に大きく側いた場所もみら

れた。

片桐らはマツカレハ，ツガカレハ

の防除に，病原菌B"""""""s-

s池"〃の胞子を直接散布するのでは

なく，越冬時に樹幹上に塗布した液

体培誕物より感染させるなどの施用

法を試み，条件によっては筒い死亡

をもたらすことを示した。

古田(東大)らは北海道でI､ドマツ

若齢造林地の大害虫として知られて

いるトドマツオオアブラの関東地方

における燗生態を明らかにし，本種

は北海道よりも暖かい地方に適した

害虫であろうと考えた。

鎌田(東大)らはエゾマツ造林地の大

害虫エゾマツカサアブラムシのゴー

ル形成に関連する要因を解析し，幼

虫数とゴールの大きさとの関係を綱

べた。ゴールの大きさで初期幼虫密

度推定はできない。

石谷(千葉県林試)はモウソウチク

の重要害虫タケアッバが般近千葉県

下で大発生したため被害実態を調べ

た。県南部丘陵地域全体に分布して

おり，今後の動向に注意する必要が

ある。

肘井(名大)は森林の樹上節足動物

群集の個体数，現存凪の季節変化を

把握するためヒノキ人工林で無煙剤

を用いてサンプリングを行った結果

を示した。

宮下(東大)は林齢の異なるスギ林

の鱗翅類幼虫とクモ類の個体数およ

び極構成の季節的変化を淵べた。極

めて低密度でミスジッマキリエダシ

ャク，ツマオビアツバ，コカクモン

ハマキが認められた。

秋田(林試北海道支)はトドマツ幼

齢林の造綱性クモ類の種椛成とその
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網にかかる昆虫類を観察により，ま

た樹上に生息クモ類をたたき落し法

によって調査した。観察では4種の

造網性クモがみられ，たたき落しで

は真正クモ類12種,造網性クモ8種

がみられた，網にかかった昆虫はア

ブラムシ類有翅型35％，蚊類25％，

蜂類20影，ハエ類9影であった。

土方(林試)は昭和28年以来継続

している林試東北支場滝沢試験地

（もとは農林省鳥獣試験地）での渡

り鳥の標識調査の一部を報告した。

捕獲した種類は48種9,975羽で，

夏鳥，冬鳥，漂鳥，迷鳥，留鳥であ

った。渡り時の日周活動，移動時期

などについても述べた。

由井(林試東北支)は森林に生息す

る鳥類の保謹管理上重要な営巣場所

の実態を調べ，その確保の方策を考

察した。比較的低い地上高に巣を作

るものが多く，針葉樹より広葉樹を

好み，また樹洞の存在が重要である

ことが判明した。

中津(林試北海道支)は野ネズミ発

生数，被害量，防徐対策および駆除

効果について北海道内各地における

過去13年間の資料を整理した。地

域によってはネズミ数と被害瞳との

比例関係がみられず，駆除効果にも

地域差が推定された。

岩目地(林試東北支)は野ネズミ個

体数＝｢利用面職(実際に利用してい

る地域の面積)｣×｢利用密度(単位利

用面積当たりの個体数)｣の関係から

個体数の増加はこれら両者のいずれ

かあるいはいずれもの増加によるこ

とに注目し，わなによる捕腱と記号

放遂法によってこれらの変励を澗査

した。種類によってこれらの変化に

一定の傾向がみられ，アカネズミで

ははじめ利用密度の増加により若干

個体数がふえ，次いで利用而砿の増

加によりひきつづきかなり増加す

る。

柴田(林試北海道支)らはエゾユキ

ウサギと比較のためトウホクノウサ

ギの年齢組成を調べた。3年間秋田

で捕狸したノウサギ1,100個体につ

いて調べた結果，個体群，平均年齢

1.13年，年間平均残存率27.5％，

3.75年を上限とした個体は1.3％で

北海道のエゾユキウサギと近い。

山本(新潟大)らは野兎の行動追尾

法として無線探知法(テレメータ法）

を利用する基礎として飼育場内で各

種のテス|､を行った。発信鶴アン

テナ，信号処理用マイコンと生態分

析用の赤外線ビデオと画像分析マイ

コン装置を試作した。

鈴木(林試東北支)はカモシカの餌

としての植物現存量とその季節変化

を渦べた。造林地，天然林で方形区

から全植物およびカモシカの食痕の

多い植物を刈取った。カモシカの造

林木に対する食害は食物現存量の減

少と関わっていると推定された。
ー＝ーｰ－－－

保 護（樹病）

林業試教場保護部小林亭夫
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マツ材線虫病を除いた樹病関係の

演題は21で，内容的には土壌病害

2，苗畑病害2，胴枯性病害5，さ

び病3，タフリナ属菌による病害2，

生立木材の変色・腐朽4，その他林

野病害2，食用菌1ときわめて多彩

な講演があり，第2日目（4月6日）

の午前・午後と1日いつぱいを使っ

て熱心な発表と討論が重ねられた。

土壌病害では，伊藤(東大農)が小

石川樹氷実験場における白紋羽病の

7年間の被害発生動態と各種樹木の

感受性について報告した。また沼宮

内(岩大)らは，アカマツ直播苗の消

失に関与する立枯病菌の種類および

季節的発生消長を調べ，既往の調査

例と比較検討を行った。苗畑病害で

は，周藤(島根県林試)がヒノキ・ペ

スタロチア病の防除にはチオファネ

－トメチル剤とベノミル剤が有効

で，銅剤は意外に効かないことを明

らかにした。小林(林試)らはフィリ

ピンとインドネシアにおける3種の

マメ科早生樹種の炭そ病による被害

と病原菌の同定結果を報じた。

胴枯性病害では横沢(林試東北支）

が各種広葉樹への人工接種実験か

ら，腐らん病はキリに固有の病気で

あることを再確認し，林(林試)は茨

城県におけるキリ腐らん病および胴

枯病の発病時期(10～2月)が東北地

方(9～3月)より狭いことを明らか

にし，また両病原菌の菌そう生育条

件，柄胞子発芽条件を検討した。こ

とに両菌とも0｡C,5｡Cの低温下で

十分伸長する点が注目された。いつ

ぽう，佐々木(林試北海道支)はヤチ

ダモがんしゅ病菌の棄柄痕や傷口へ

の人工接種により，自然発病と同様

の症状を再現し，解剖学的所見を追

加した。また，近藤(茨城県林試)ら

はテーダマツの幹に縦長の陥没病患

部を作る,Ascoc""属の新しい種

類による新病害，減がんしゅ病の被

害状況,接種による再現性を報じた。

生立木の材の変色・腐朽とその病

原に関しては，青島(林試)らがヤマ

ナラシとヤナギに固有の生立木腐朽

菌5種について，分類学的検討結果

と分布範囲を明らかにした。陳野

(林試東北支)らはカラマツ採種園に

おいて樹高抑制のための断幹施業に

伴う心材腐朽を調査し，カラマツに

は珍しいカワラタケを主体とする被

害を報じた。佐々木(林試北海道支）

らは北海道のトドマツ間伐試験地の

伐根調査からマツノネクチタケを主

体とする根株腐朽の一実態を発表し

た。さらに松崎(林試北海道支)らは

解剖所見と文献調査から，カンパ類

など各種広葉樹材中の線状褐色斑が

形成層食害昆虫の食害痕の治癒巻込

みの結果であることを明らにした。

その他の病害では，田中(林試北

海道支)がタフリナ属菌による病害
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クラてんぐ巣病菌は出芽による2次

分生子の高い増殖能力を持つため，

4～5月の胞子形成期には降雨のた

びに最初ばくだいな塾の胞子が流出

し，のち一定型(数万個/ml)に減退

する。またウダイカンバの葉が波う

って縮れるZbp〃j'i""属菌による新

病害が紹介され，病原菌の形態が示

された。樹木さび病では松崎(林試

北海道支)によればスl､ローブマツ

発しんさび病菌は病茎枝の放射組

織，樹脂道,髄部に侵入定着し,菌の

進展に先立ち病斑隣接部柔組織細胞

の果粒状変性を起こす。作山(岩手

県林試)はアカマツ葉さび病菌の一

種CoﾉgoSpo"""z"sjgj'""zのさび胞

子・夏胞子．小生子の有効感染距離

の意外に短いことを提示した。また

金子(菌箪研)らは新しいカンパ類さ

び病菌BIWsjos加γsbef""eの宿主

範囲と分布を報じ，さらにヤブマオ

ウさび病菌P"cci""s"""602"

ブ"""eの(モミへの)異種寄生性を

立証した。その他，佐藤(林試北海

道支)は2種のサルオガセを用い，

草本種子，草・木本の水ざし切枝，

トドマツ苗への猪実験から雨滴への

有害物質浸出による阻害の可能性を

示唆した。角田(林試九州支)らの実

験では，ニマイガワ菌はシイタケと

同時接種で被害が激しく，ほだ付定

着後は軽微であった。シトネタケは

寄生性が弱かった。
一●ｰ

防災（1）

名古屋大学膿学部田中隆文
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防災(1)部門の11ヨ目は，降水，

流出，蒸発散および土域水文に関す

る研究12編が報告された。以下に

その概要を紹介する。

陶山(林試)らは屋久島における山

岳降水量の特異性と気象観測施設の

不備を指摘し，今後の森林経営その

他に雨量の分布が必要なため，屋久

島測候所(標高36m)の雨量データ

と山岳降水量の回帰式を風向別に示

し検討した。近嵐(林試)らはKL画”

-SEDDNの法則をもとに宝川試験地

の洪水の最大流量と伝播速度の関係

を明らかにし，さらに広放物線形断

面を仮定したMANNING式による計

算結果と比較した。岸原(岩手大)ら

は流域変数法の目的変数として国外

ではQ2.88等の年最大確率洪水鑓

が，国内では特定時の洪水戯やある

基準降雨量によって生じた洪水通が

用いられていることに着目し，タン

クモデル等により比較険討を行っ

た。福嶌(京大)らは山地の日融雪量

推定モデルとして従来の気温日融雪

法による値が地域ごと期間ごとに変

動することを指摘し，新たなモデル

を提案しそれが他の地域についても

平均気温5°C以上についてよく適

合していることを報告した｡石垣(日

大)らは林分の降雨遮断瞳を推定す

る一方法としてまず葉而職に着目

し，人工降雨装置を用いた実験を行

い，遮断量一時間曲線により蕊に

おける付着水量の変化を検討した。

北原(林試北海道支)は非定常自由地

下水面式を用いて緩傾斜の浅屈地下

水位変化から日蒸発散量を算出し，

さらに日射量，日平均気温との比較

検証を試みた。石井(岩手大)らは山

地小流域における蒸発散の季節的変

化について，積雪の影響のない岡山

試験地の資料を用いて,PENMAN式，

FAMo蔚式等で検討した｡鈴木(京大）

は森林が水収支に与える影縛を検討

するため，短期水収支法を用いてい

くつかの試験地について蒸発散戯の

季節変化の推定を試みた。村井(静

岡大)らは流域内が大小の浸透能を

もった多数の区域から職成されてい

ると考え，国立林試型漫透計を用い

た浸透特性調査を行い土域物理性，
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AC層等の土壌因子との関係を検討

した結果，沢沿いの低地域の湿性土

等に関しては通常の降雨強度での地

表流出発生が説明できることを明ら

かにした。田中(名大)らは吸引圧

一水分曲線の実測値を検討した結

果，壮齢林地と幼齢林地では高い割

合を占める孔ゲキ分布パターンが異

なることを指摘し，さらにこのパタ

ーンの差異がﾆﾋ壌中の水の挙動に影

響を及ぼすことを不飽和浸透理論に

基づいた数値計算により示唆した。

野口(東農工大)らはテンシオメータ

ー，観測井，トレンチを用いた自然

降水時，人工注水時の土中水の測定

例を示し，小流域における水の動態

を総合的に検討した。
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防 災(2)

林業試験場東北支場北田正憲

一一ｰ毎句｡一一－一

防災(2)部門では，林地の畜産利

用，土壊侵食，崩壊，治山ダム，渓

流の渓床変動に関して23編の研究

が発表された。

北田(林試東北支)は，荒廃地に先

駆侵入する植物を調査し，荒廃地の

自然復旧の過程を検討した。岩崎

(林試東北支)らは，林地の草地化が

土壌の物理性に及ぼす影響を調査

し，草地造成時に導入する大型機械

の転圧や放牧家畜の踏圧が土壌を硬

化させ，容積重や圧結度を増大し，

透水性を低下させていると報告し

た。梁瀬(林試東北支)らは，放牧草

地で裸地発生状況を調べ，放牧草地

は造成後2～3年の間は裸地化しや

すいが，ある程度年数が経過すると

裸地化する場所は沢沿い・家畜の休

息地・牛道に限定され裸地化は急激

に進行しない。しかし，保全林内の

裸地化が目だつので林内の放牧を制

限すべきとした。河合(林試九州支）



32

らは，牧野樹林の配置や密度の異な

る試験区を設定し水土保全機能を洲

査し，牛道の発達に伴う裸地化や浸

透能の低下が，地表流出趾や流出土

砂量に影響することを明らかにし

た。

森脇(防災セ)は，有珠火山灰を用

いて散水による表面流出実験と侵食

実験を行い，湿潤前線の降下速度を

計測し火山灰堆秋層の崩壊発生まで

の時間を予測した。また，降雨強度

30mm/hで12.以_I二,90mm/hで

5.以上の勾配の斜面でガリー侵食

を受けると報告した。井上(愛媛大）

は，人工降雨装置でマサ土を用いて

侵食実験を行い，土の中央粒径を均

一にして標準偏差を変化させた場

合，土壌粒径の標準偏差が小さいほ

ど侵食が著しいとし，標難偏差を加

味した流{!|土砂量推定式を求めた。

梅田(九大)らは，すでに|】M発した簡

易貫入試験機と応力波測定装悩にお

いて，ハンマーの打撃により賀入ロ

ッド内を伝播する応力波形に含まれ

る地盤の情報が，有意なものか否か

を反射波の振'隅のバラツキで検討

し，さらに実際の地雛で貿入試験を

行い，土のインピーダンスと貫入伽

の関係を明らかにした。落合(林試）

らは，試作した穿孔による地表変位

測定器を用いて，人工的な応力場を

再現した実験土槽で，穿孔～応力解

放の過程を測定して，測定方法の妥

当性や地すべり土層への適用につい

て検討した。竹内(林試)らは，地す

べり地の集水井から扇形に掘削され

た上段および下段の集水ボーリング

孔の排水量・地下水温を測定し，地

下水の挙動や垂直・水平方向の賦存

状況の推定を試みた。北澤(信大）

は，1982年9月に長野県の大岳川

で発生した土石流の特徴を述べ，降

雨のピークから1日も遮れて発生し

た理由や，10数回も土石流が生じた

ことについて，地形・地寅の観点

から考察した。遠藤(新潟大)らは，

1981年8月に佐渡演習林で台風に

伴い発生した崩壊地を調査した結

果，小規模な崩壊が多いことや山腹

斜面より渓流沿いに発生数が多いと

述べ，渓岸における洪水痕跡から最

大流量や流速を推定した。松浦(筑

波大)らは，粘板岩地帯の林道岩盤

法而の崩壊調査をし，岩盤内部のせ

ん断抵抗の弱い節理系の数値モデル

を考え，それにより種々のシュミレ

ーションを行った結果と崩落岩塊の

形状淵査からモデルの適合性を検証

した。森脇(防災セ)は，人工降雨装

腫を用いて斜面裾部の形状をかえて

崩壊実験をし，斜面贈部が連続して

い論場合や切り取られている場合，

あるいは捌錘が設磁された場合，降

雨強度により各々崩壊形態が相違す

ることを明らかにした。林(三重大）

らは，パイピングによる表層崩壊発

生のモデルを考え，室内実験のデー

タと実際の山地崩壊のデータを、い

て適合性を瞼証した。下川(鹿児島

火)は，花崗岩地幣の山崩れの発生

履歴を侵入木本の樹齢から推定し

た。さらに山崩れの発生後の斜面の

表I閥土の再生過程を調べ，同一斜面

で崩壊が再発生する条件が整うのは

100～150年,低次の谷等では平均再

現期は数十年のオーダであると考察

した。柳井(北海道林試)らは，日高

地方の海岸段丘の崩壊地で，火山灰

の降下年代と樹木の年輪から崩壊地

の履歴と崩壊頻度を推定し,V字谷

では300年以内の崩壊が多く，迦膠

解折程度の小さい谷ほど崩壊頻度が

高いと擬告した。

綿引(九大)は，砂防ダムのかさ上

げについて有限要素法による解折を

し，既設ダムにいくつかのかさ上げ

モデルを施して，各モデルごとに応

力分布などの特徴を考察した。林

(三璽大)は，落差工水叩部の洗掘現

象を解明するため噴流発生装置で実

験し，洗掘底面付近を流れる底面流

を，底面に近い境界脳領域と壁面I質

流が拡散する拡散領域とに分けて考

え，最大洗掘深に関する推定式を導

いた。

岩元(林試)らは，南木曽(長野県）

地区を対象に，空中写真を活用し治

山工作物の設置前後の川幅・流路偏

角・勾配等の変動特性を調べ，山腹

工と治山ダムの施工が良好に組み合

わさると側岸の侵食が抑止され渓岸

が固定されると報告した。中北(九

大)は，気球空中撮影による荒廃渓

流の微地形測量を行い，ステレオ略

モザイク写真から判読したものと，

現場の水準測量から作成した等高線

図を対比して，気球空中写真の糖度

を検討した。駒村(三重大)は，山地

の小渓流の縦断形状を斜面の地形発

達の理論を応用して説明し，鈴鹿山

系の花崗岩地帯や山梨県下の柵造破

砕帯の渓川の縦断形状への適合性を

検討した。丸谷(九大)は，渓床の堆

積地形の変化を縦断，職断，平面を

合成した3次元座標のII'卿で定量的に

評価する考え方は，十分に広い渓床

幅の中で高頻度で複雑な変動をもた

らす土石移動の解析に有効であった

と報告した。真板(筑波大)らは，渓

流河道の貯砂量や調節量の定量的評

価を試みており，三河演習林で台風

襲来後，渓流河道における土砂の自

然調節と考えられる典型的現象を確

認し，その実測例を報告した。
ビロ宅･＝1も即可ヨジー奉万ー■毛一一一

利 用

林業試験場議械化部柴田順一

－画目ゆ,一一一｡cb－＝－－－－量

今回は討論がしやすいように新し

い試みとして，パネルとチャートの

使用を主とした発表形式のもとで，

37編の報告が行われた。

沼田(静岡大)らはチェンソー振動

の人体部位への伝播状態を，手持式

と架台支持式について測定比較し，



大里(東京農工大)はトラクタ集材の

作業員がさらされる騒音について測

定し，報告した。今富(林試)らはウ

インチロープ引き出し作業をする荷

掛手の労働負担を，心拍数と酸素消

費量から調べ検討した。山田(京大）

らは下刈り作業者の通勤歩行時間の

実態を分析し，作業に及ぼす影響を

考察した。

瀧本(京大)らは新しい小型植穴掘

機を使った造林作業の作業能率．振

動騒音などについて報告した。三村

(林試)は薬剤散布用塔上ノズル噴霧

の圧力低下について実測結果から検

討した。

上飯坂(東大)らは民有林伐出業者

のアンケート調査から，伐出技術の

成熟度の変化を報告し，飛岡(三重

大)は天然林択伐林伐出作業の実態

と作業システムの類型化を述べた。

地域性を考慮した集材方法の最適化

について，奥田(林試)らは国有林の

事例800件から，作業条件と集材方

法選択の関連を論じ，辻井(林試)ら

は集材方法の推移を調べ，これを情

報量を指標として表現分析した。さ

らに豊川(林試)らは架線集材方式と

作業条件との関係を，井上(林試)ら

は平均集材距離・路網密度・平均傾

斜などの考え方を示して，トラクタ

集材路調パターンと作業条件の関係

を，分析した。

佐々木(林試)らはスギ等の葉を蒸

留して得られる針葉油の性質と，こ

ダ ＝

れを燃料としたエンジン運転試験の

結果を報告し，福田(林試)らは段軸

式トラクタの姿勢制棚1用の傾斜角検

出用二重振子の特性を調べて報告し

た。林内走行車の開発に関して，小

林(宇都宮大)らは立木分布モデルと

到達率を示して車幅について検討

し，村山(宇都宮大)らは現在ある3

催種について転倒に対する安定の問

題を考察した。伏見(愛媛大)らは多

用途農作業車に木材積載荷台をつけ

て試用し，作業功程その他の実測結

果を報告した。猪内(岩手大)はホイ

ールトラクタ走行跡地の植栽苗木の

生長について，実験的に砿かめた結

果を報告した。

神崎(鳥取大)らは三支点架線によ

る集材作業の作業時間を検討し，マ

イコンによる操作装置の製作につい

て論じた。大河原(岩手大)は岩大式

集材法を主索を持った架線へ応用す

る構想と実験結果を，猪内曙手大）

らは風圧ガバナーとランニングスカ

イラン方式で間伐材搬出を行った結

果を，報告した。森岡(名古屋大)は

立木を傾ける力のモーメント中心位

置を推定する3つの方法とその実測

例を比較検討した。

柴田(林試)は主索に使われる7種

類のロープの疲れ試験の結果から寿

命の比較を試み，冨永(林試)らは変

動張力下の作業索疲れ試験から，寿

命の低下傾向を示した。井上(日大）

らは切断されたロープの挙動・荷重

負

第94回日本林学会大会報告33

と張力変化などを実験的に調べて報

告した。小野(東京股大)らは異径ロ

ープを用いてスプライス部分の寿命

を確かめる実験結果を述べた。懸垂

式モノレールについて，堀(名古屋

大)は長い支間長のレールの曲げ特

性を，静力学的に解明し実際上の問

題点を指摘するととともに，堀らは

モノレール用吊橘の索張力理論の適

合性を明らかにした。

芝(京大)らは数値地形モデルの選

択規準として適合度検定の方法を実

例で示し比較して論じた。酒井(京

大)は開設評価を考職して林道配置

を行う方法を報告し，後藤(高知大）

は国有林植付作業の実態から，労働

生産性と林道の関係を分析し報告し

た。北川(名古屋大)らは林道開設の

必要度と開設の順位づけを行う方法

を示し，実例をもとに検討した。仁

多見(東京大)らは林道網の発展度合

が集材架線の規模と功程に及ぼす影

響を民有林の資料から考察した。

市原(林試)らは降雨強度と林道砂

利面を流れる雨水通の測定結果とそ

の特徴を述べ，古谷(京大)らは林道

路面から流出する土砂・流水量など

の実測結果を報告した。中尾(九大）

は作業道の路面侵食の発生について

侵食瀧への移行過程をとり上げ，実

測例をもとに考察した。近藤(静岡

大)らは57年夏の台風による林道災

害の現地調査結果を報告した。

地 方林政の課題
A5判
定価

310頁

3,000円（〒300)

複雑で多岐にわたる地方林政の課題を具体的にとらえ，
紙野伸二著 問題を提起する。「地方の時代｣を迎えた今,必読の書。

第1章地域林業の振興と地方林政第5章地方林政における市町村の役割

第2章林業地域の分画と分析の方法第6章過疎問題と地方林政

第3章林業経営の展開と地方林政第7章環境保全と地方林政

第4章地域林業振興の諸類型第8章エネルギー問題と地方林政

白 g発行社団法人日本林業技術協会
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|物語林政史 迅今

第20話
(大正7～8年） すぎ･ひのきは特産樹の添物だった

－苦心の林業助成策の再発足一

まず標題の舞台を明らかにするために周辺の事

どもから話を進めます。

大正時代，林政の中枢で活躍した技術者をぐっ

としぼって2人だけ挙げますと，松波秀実と渡辺

全であります。松波は第14～16話に出てきたと

おり，村田重治の1年後輩で，明治時代を通じて

特別経営事業の企画など，何かにつけて彼のよい

協力者でありましたが，そのころの役割分担を一

口で言えば，村田は外向き，松波は内向きの仕事

を受け持っていたと言えます。特別経営事業創設

の時も，対外折衝はもっぱら村田がやり，松波は

内をかためました。またその後，村田が公有林野

対策や森林治水事業の企画にかかわったのに対

し，松波は特別経営事業の推進を軸として，国有

林野事業を軌道にのせることに主力を注いできま

した。ところが明治43年に村田が初代林業試験

場長（それまでは林業試験所）に出，ついで大正元

年，当時のいわば特殊法人であった鴨緑江採木公

司の理事長に赴任したあと，勅任技師のボス1，は

当然ながら松波がこれを継ぎ，ついで大正2年

（1913年）の行政整理で山林局業務課と同特別

経営課とが統合された林業課長に就任し，中央の

技術課長は松波1人になったので，今や彼が名実

ともに山林局技術官の総師となったわけです。松

波は地方林政そのものには直接タッチしませんで

したが，大小林区署ばかりでなく，森林治水事業

費などによる地方庁出向人事まで一手に掌握し，

この松波時代が約10年間続くのであります。

一方の渡辺全は松波に比べれば20年も後難で

明治40年卒の林学士ですから，この時代の貫録

からすれば比較にならない存在ではありました

が，大正時代の地方林政に関する代表選手はとな

手束平三郎
（林政総合調盗研究所理'擬長）

りますと彼をおいてほかにはありません。ことほ

どさように村田が去ったあと，地方林政を担う技

術官の層が薄かったのだとも言えましょう。これ

は山林局の課長ポストの人事にもかかわりがある

ようです。すなわち，明治40年代以降，山林局機

構を構成した4課のうち，林務（ほぼ現在の林政・

企画･管理･経理各課の仕事｡ただし43年までは文書・

統計所管の庶務課があった)課長は法学士，地方(ほ

ぼ現在の指導部と林産・森林組合各課の仕事）課長は

村田の試験場長出向後第17話の渡辺忠寿事務官

が就任してその後は法学士，国有林の事業部門に

かかわる業務・特別経営の2課が林学士課長で定

着したことです。そこでおのずとめぼしい技術官

は大方国有林の仕事に吸収されてゆきます。この

事が，その後の昭和戦前期までを通じて，地方林

政を技術官の傍系の仕事と見るような雰囲気がそ

こはかとなく醸成されるもととなったように観察

されるのであります。当時，予算的に見まして

も，たとえば大正8年度の山林局予算1,150万円

のうち，一般林政費115万円に対して，国有林野

事業費（森林費という名称であった）は1,035万円

で，何かにつけて国有林の仕事のほうが威勢が良

かったことも関係したでしょう。

ところが渡辺全は最初に村田重治地方課長の

もとに入省してその指導を受けたせいもあったと

思われますが，上記のような傾向の中で断固とし

て地方林政一筋を志した変わり種で，その素質は

村田の後を継ぐについて十分なものを備えており

ました。

さて，これから大正時代の林政の画期的な動き

の年次を追って取り上げるとなりますと，2年の

行政整理後の数年間の足踏みの後，まず新生面を

1
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開いたのは，渡辺が担当して復活した8年の林業

助成施設の事からになりますが，その前に，今一
いちべつ

つの周辺事情として，農商務省内の雰囲気を一瞥

しておくことが，本話ばかりでなく，後々の林政

の担い手とその仕事の環境に関する理解を深める

のに役立つと思われますので，前もってここに付

け加えておきましょう。

すでに第10話と第16話で触れましたが，明治

20年代に伊藤博文がレールを敷き，山県有朋によ

って墨守された体制，いわゆる治者の学としての

法学を修めたエリートを官僚の中核とするという

高等文官制度が，明治40年ごろまでに各省局長

クラスの人材を育て上げ，今やそれ自体がひとり

歩きする実力を備えるに至りました。かくて大正

時代前期は，いわばその実力の定着期であったと

言えます。

農商務省では明治時代に通称駒場出の腱学士が

主流を占めていた腱務局も酒勾常明局長（明,6駒

場農学校卒）のあとは法学士体制となり，その後大

正にかけては法・農学土の勢力交替期となって相
あつれき

当な軋礫を生じたと言います。そのような時期に

技術官OBの酒勾が，ついで農学士で事務次官か

ら貴族院議員になった押川則吉がともに不幸な事

件で自殺をとげたことなどが駒場の後號にとって

大きなショックでした。そして最後に，大正12

年の畜産局新設の時，この新局長ポストに農学士

月田藤三郎畜産課長を昇絡させることでまきかえ

しをはかった安藤広太郎農事試験場長等の連名行

動が挫折したことによって，法学士優位が決定的

となったといわれます。

この点，山林局関係でそれほど表面だった問題

を生じなかったのは，大小林区署という大きな出

先機構をもっていて，ポストのうえでも融通の幅

があり，また一方で鴨緑江採木公司の理事長とい

う，遠隔地ながら待遇のよいポストが大林区署長

OBの技術官にあてられていたことなどが緩衝弁

の役割を果たしたものとみられます。それにして

も，2年の行政整理以後，局長と林務・地方の2

課長が法学士，林業課長のみが林学士ということ

で固定したのですから，20数年前，睦奥宗光大

臣のもとで，局長の旧藩出仕者以外，3課長全部

が林学士だったころと比べれば，まったく一変し

た態勢に落ち着いたわけです。

でも，さすがに松波は役人としての大先輩で，

実務上の功労者でもありましたから，省内の法学

士仲間から一目も二目も置かれ，勅任技師として

専用の部屋が与えられていました。その広さは，

大正6年に新設されてちょうどその階下に位置し

た農務局副業課（課員16名）の部屋と同じであっ

たと，当時新任課長で後に次官から大臣にもなっ

た石黒忠篤が語っております。また，石黒は事務

官時代に行政整理による定員減の都合で，山林局

に籍をおいて農務局兼務となった時期があり，松

波のところへ挨拶に行ったら，“君にここの用は

ないよ"と言われて，その後山林局へは顔を出さ

なかったと言いますが，何かカチンと来るものが

あったことが推察されます。（第20話つづく）

注1：戦前のわが国の文官は高等官と

判任官に分かれ，高等官はさらに親任官
(大臣クラス)，勅任官（次官，局長クラ

ス，1～2等)，麦任官（3～7等)に分
かれていた。勅任技師とは局長待遇の技

師である。
注2：村田重治は演説上手であったが

座談が拙々気味であったのに対し，松波
秀実は座談がきわめて流暢であったとい
う。（故早尾丑磨氏談等）
注3：厩林治水事業」という名称は

第2期の昭和12年からでそれまでは
「農商務省所管治水事業」であるが，わ

かりやすくするため後年の通称を用い

た。

注4：鶴緑江採木公司は日清条約によ
り旧ロシヤの梅利を引き継いで明治41
年に創業，閥緑江の満州側森林46.8万
町歩9,000万In3の伐出を，両国合弁で
25カ年計画（後に7年延長，昭和15年
まで）により実施した（『明治林業逸史』

村田重治談。萩野敏雄『朝鮮・満州・台
湾林業発達史論』林野弘済会昭39)。
初代理事長の年俸は2万円であった

が，村田は赴任に際してこれを1万円に
減額することを主張してこれを容れさせ

た。農商務省では別に4千円を交際費と

してつけるよう処理したという（『討田

重治翁』大日本山林会昭'5)。当時は

総理大臣の年俸が1万2千円であった

(『値段の風俗史」朝日新聞昭56)。
注52大正時代の農政面での法学士・

農学士の関係の推移については赤島昌

夫『農政の伝統・農林官僚の源流』全農
林誌連載による。

注6：石黒忠篤関係については，同上
誌および石井英之助『石黒忠篤翁に聞

く』農林春秋誌昭26等による。

’
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けいがい

封建政治の形骸化は，幕末に至る

とはなはだしい状態となりました。

福沢諭吉をして“先祖代々，家老
はさ淫

は家老，足軽は足軽，その間に挟っ

ている者も同様，何年経っても一寸

の変化というものがない－私のた
もんぱつ

めに門閥制度は親の敵で御座る”

（注1）と嘆かせたのも当然です。

結局，維新の行動派は，20～30代

を中心とした門閥のない“下士”の

人々でした｡福沢もその一人です｡し

かし彼が後に“士魂商才”を唱え，

武士道倫理を商人の才覚に付加すべ

しとしたのは，当時の思想の原点と

して興味深いことです。

つまり徳川時代の商人の基本的性

格一幕藩体制に対する寄生，個人

的な利益追求一などは，当時の儒

教的思想からもっとも賎むくきもの

として排斥されておりました。幕末

に商業資本が一大勢力を持ちなが

ら，西欧的なブルジョア革命に至ら

なかったのも，そうした底流があっ

たからでしょう。そこで"一家一門”

というより“天下国家のために利益

を追求するためには，商才に加うる

に武士のスピリット,'(注2）が必要

とされたのです。しかしこの“士

魂”の思想は，その後の日本文化

や，資本主義形成過程に，良きにつ

け悪しきにつけ大きな影響を与えま

した。

さて，慶応3年は，慶喜の大政奉

還，王政復古の年です。翌年は明治

元年（1868年)，鳥羽伏見の戦いを

経て，東京遷都，五箇条の御誓文発

布など，ここにいちおう明治維新，

一件落着という事態となります。し

かしこの年以降は，薩長藩閥政府の

下で別の混乱一欧化主義，西南戦

争，議会開設等々に伴う事件が次々

と起こってまいります。明治時代と

いっても，まず，日清，日露両戦役

を経ないと，ほんとうの意味での資

本主義の確立も，近代社会らしき文

化の定着もなかったのではないでし

ょうか。

特に明治初年のころは，江戸が東

京と名前だけ改称されただけで，殺

伐な世相とその日暮らしの江戸町民

の姿がまことに対照的だったようで

す。

江戸の庶民流儀で言えば，‘､維新”
うわがた

は“御一新”で“上っ方”で何か大

変なことが起こったという感じがま

ず第一だったのでしょう。

“江戸は徒らに流言蜜語，しかし

局に立った者以外の侍は外国の話で

も聞くようにぶらぶらしている－

殊に町人などは呑気なもので，朝湯

などで，流し場へ足をなげ出して，

手拭いを頭の上にのせながら，「近

い中に公方様と天朝様の戦争がある

んだってなあ」というような話でも

仕合う位のものである”(注3）とい

う風景もたしかにあったようです。

反面殺伐なほうでは，官軍と彰義

隊の対決から“市中いたるところ，

ほとんど百鬼夜行の斬捨て御免"(注

4）という物騒な状況でもありまし

た。

現に，私の祖母の家は，代々某屋

敷出入りの刀屋でしたが，擬夷党だ

巷談「木場の今昔」

か，勤王党だかに襲われ，両親が殺

されたそうです。このため，安政3

年(1858年)生まれの祖母は，10歳

くらいで孤児となり，深川材木問屋

の親戚に引き取られました。そして

そこの番頭だった三河生まれの祖父

を誕子に迎え，後，独立して材木問

屋を開くことになります。

木場は江戸の中心からいちおう離

れていましたが，当時の騒乱からま

ぬがれることはできませんでした。

“浪人者や不良歩兵の群が，各所

の家々へ押借りや強諦に押し廻るの

で，木場の家々も亦たとれ等の不良
かわなみ

人に悩まされた－川並（注5）た

ちはそれ等を警謹するために，20

人,30人と隊伍を組んで,お孝箭も
な

のの使い慣れた長鈎や手鈎を携えて

木場中を見廻った。浪人者や不良歩

兵と見たら，直ぐにも殺傷を始めよ
とび

うという木場川並鳶の気質がありあ
みなぎ

りと漆って居た－斯うした物騒な

世の中は商売などは勿論，ただその

日その日を不安の裡に送るのみであ

った－木場の材木屋の人々は，店
おもて

の表に，日光や遠州の小角を塀づけ

て入口を閉鎖し，近郷や近在にその

隠れ家を求めて逃がれ行くのであっ

た”(注6）という記述があります。

それでも木場に頑張っていた人々

は，そのころ市中に横行した關･ち

こわし」などという暴動にもおびや

かされ，日中はともかく，夜は早々

に店を閉めたと申します。

もちろん，産地荷主で，江戸へ荷

を送る者などもおらず，商売はまっ

たく“あがったり”でした。

S.木場・維新前後 (その2）
松本善治郎
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間制度一が，維新の変鮴というプ

ロセスを通じ明治政府の権力によっ

てもう一度定蒲したという皮肉な見

方をすることもできましょう。そし

て株仲間から同業組合への変ぼうの

底に権力による“統制”という思想

がずっと流れていたと思います。前

述しましたとおりI側治も20年代こ

ろまでは，欧米流の資本主義は未成

熟でした。問屋一仲買の関係，問

屋一一荷主の関係，問屋の主導的地

位は旧幕時代そのままの再現で，取

引の様式，商慣習もあまり変わらな

かったという証明をここに見ること

ができます。むしろこのころまで

は，江戸木材市場の延長と見てもよ

いと思います。日本の資本主義は，

やはり，日清，日露両戦役後からで，

鉄道，金融，通信等の未発達なこの

ころは，経済も文化も庶民生活も江

戸への回帰ということのほうが，強

く働いていました。急進的なのは，
き．しやく

むしろ藩閥政府で，廃仏設釈や極端

な欧化主義の導入など思い切ったこ

とを民衆教化述動として懸命にくり

ひろげたのです。

制度的にも幕府からの特権一と

いってもこのころには全く効果もな

かったようですが一"問屋株"は維

新によりひとまず廃止されました。

明治政府による，新しい政策一一廃

藩置県，土地改革，私有財産制の確

立などが次から次へと出されていた

時代です。

しかし，江戸が一夜にして近代化

したわけではありません。前述のと

おりむしろ明治も20年代ごろまで

は，江戸時代から受けつがれてきた

風俗習慣が色濃く残っていました。

断髪令が公布されていても，チョソ

まげ姿の人も数多くいたようです

し，政府のあまりにも急激な欧化主

義一鹿鳴館時代一に対しては’

かなりな反発がありました。

“おそらく百三十万人は下るまい

と思われる幕末の大江戸のにぎわい

は，維新当初一挙に57万人に激減

した。丸の内や山の手の武家屋敷は

化け物屋敷同然となり，政府が桑や

茶畑にするよう勧めたり，乳牛を飼

うことを奨励するほどの惨状を呈し

たのである。東京が江戸最盛時の人

口に回復するのは，明治も20年を

過ぎてからのことである”姓7)。

しかし平和の回復とともに，だん

だんと復興の気運が動いてまいりま

す。離散したり廃業同様であった材

木商もぽつぽつ商売を始めました。

まず旧幕時代からの角屋同盟の人々

が取引を始めたようです。しかし激

しい混乱の後なので，生産地との取

引は全く中絶状態でしたから，当初

は時折，木材を船に積んで鉄砲州あ

たりまで入港する船頭の支配荷物を

買受けては同業者仲間で入札売買を

する程度だったようです。

明治2年5月，旧新宮藩主水野忠

幹氏（当時の華族）が深川三好町に

材木問屋を開業し，新宮材を販売す

る目的で入札問屋に加入しました。

これは古い伝統が支配していた木

場へ新しい刺激を与えました。です

から維新後の木場の再興は新宮材の

入荷から始まったと言ってもよいで

しょう。この事業体はやがて噺宮

物産商社」（後の新宮商行）に発展

し東京市場の指導的立場に立つこと

となります。

ここでおもしろいことは，明治維

新によって，すべてが自由になった

はずなのですが，木材業界はいわゆ

る「同業組合」の結成によって，東

京府より鑑札を交付され，旧幕時代

の株仲間のような団結をして，商権

の維持につとめたことです。

明治4年，東京府達により東京材

木問屋組合が組織されました。明治

9年5月の府達「材木類売買渡世の

者心得」には次のように嘗いてあり

ます。

「(第1条）各府県ヨリ材木類直講

ケ営業ノモノハ問屋卜可相唱，問屋

ヨリ買請ケ売捌クモノハ普通材木渡

世ト可相心得事。（第2条)問屋卜材

木渡世トヲ分ケ組合ヲ設ケ人員二応

ジ頭取ヲ置キ組合締方可取扱事。

－」

いわば江戸時代と全く同様な間
しざ

屋，仲買の分離営業を示唆する文章

です。このことは見方によって，天

保改革で廃止され，嘉永4年再興さ

れた旧幕時代の木材の統制一株仲

詞’
il

堂
》

壁
争
え

1

．詮答

鼻璃
旱
電
ｒ
琴
’
一

…回《‘

灘。
〔注1〕「福翁自伝」岩波文庫,P.13,14

〔注2〕「御11思想小史」源了園著，中公
新書P.97

〔注3〕「戊新物語」東京日日新聞社会部
編岩波文庫,P.13

姓4〕上掲書,P.57
姓5〕木場では,筏を川で運撤する人々

のことを“川並”と呼んだ。

〔注6〕「木場ものがたり」中谷錬次郎，
（｢木場の面影」東京木材同友会
",P.46)

〔注7〕『江戸三百年｣③江戸から東京へ，
西山松之助・小木新造編,鱗縦社
現代新書,P.189

崖
はがら

羽柄問屋大和町付近は羽柄問屋好適の

甥所であった。
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200 300mm

１
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121 100mm
降水州

(＝（ヨマラヤ向槌

雪はいつ降るか？2
口

ヒマラヤに雪はいつ降るか。こんなことがまだあまり

よくわかっていなくて，私の経験から独断と偏見にみち

た文章を書くことが許される状態にある。ネパール・ヒ

マラヤは，最近，越冬観測が繰り返されてくわしくなっ

てきたが，カラコラム，ヒンズー・クシュはデータが少

ないようだ。

ヒマラヤに雪をもたらす気団は，2つある。1つはベ

ンガル湾から北上し，ガンジス河口地域に豪雨を降らせ

ながら，ネパール・ヒマラヤに沿って西進する夏のモン

スーン。2つは北極を中心にまわる偏西風の波動に伴っ

て現われる北西低気圧である。

ネパール・ヒマラヤでは，平野部から山地まで，主な

降水は夏のモンスーンによるもので，冬はからっ風の背

空が多いといわれている。だから，登山のシーズンは，

モンスーン季前後の春と秋の2回である。しかし最近

は，厳冬期の8千メートル峰の登頂が試みられている。

パキスタンの平野部，カラゴラム，ヒンズー・クシュ

のばあい，ネパールに比べ事情はやや複雑である。ラワ

ルピンディとその北，避暑地のマリィ（3葉と5葉のマ

ツの森林があり，営林署が保育，管理をしている）は，

明らかに夏のモンスーンの影響をうけている。7～8月

の降水量が圧倒的に大きい（図．A参照)。ところがラワ

ルピンディの西150kmのペシャワールと，その北方ド

ロシュでは，モンスーンの影響は小さくなり，地中海気

候に似て冬多雨となる（図．B参照)。

カラコラムの前山山腹の北，谷間のオアシス，スカル

ド，ギルギットでは，モンスーンも冬の北西低気圧もと

もにその影響は小さく，ハイサー・グラフほ縦長の棒状

になってしまう（図｡c参照)。スカルド，ギルギットの

年平均降水量は，それぞれ160,132mmである。この

地域の腱耕は，インダス川，ギルギット川などからの潅

慨によっている。

カラコラムの高峰はどうか。谷間では，周辺の山が西

北や南からくる湿気を落としてしまうから乾燥するけれ

ども，高峰に生じる上昇気流は，そこに雨や雪をもたら

すはずである。事実，夏のカラコラムの高峰における降’
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スカルド

京都大学農学部林学教室
℃
別

もに降る雪はないのだと私は解釈している。

では，世界の大氷河，シァチェン氷河やバルトロ氷河
かん

などを酒養する高峰の雪は，主にいつ降るのか。ネパー

ル・ヒマラヤで明らかにされたように，夏に降るのだろ

うか。この問題に対する示唆を私は1974年,K12で得

た。海抜5,500mグロホモ氷河のクレバスに，雪の断屈

がでていた。それは数十cmの白い雪の屑ごとに，厚さ

"cmの薄茶色の層の入る縞棋様をつくっていた。この

層がいつできるかによって，どの季節の降雪が，カラコ

ラムに大きい雪の蓄積をもたらすかがわかる。厚くて白

い雪の層の厚さと比重を計れば，この高度における蓄職

量も推定できる。

5,200mの第1キャンプは，夏に降った雪が融けてし

まう高度であり,5,700mの第2キャンプは，夏でも融

けるより積もるほうが多く，このクレバスはその中間の

高度にある。したがって，ここの雪は夏には融けたり凍

ったりして，粒子のあらいざらめ雪となるだろう。夏の

午後，カラコラムの谷間では，しばしば砂嵐がおこる。

この砂ぼこりが風に運ばれてきて，積雪のなかに薄茶色

の層をつくると考えられる。だから，薄茶色の粒子のあ

らい雪の層は，夏にできるはずである。そして，白くて

厚い雪の層は冬，少なくとも夏以外にできたものにちが

いない。もっと高いところでは，温度が低いから，ざら

め雪にはならず，しまり雪の厚い層となって，冬の厩と

の区別がつかなくなるのかもしれない。

K12にいちばん近いゴマの村人は，冬にはかなり雪

がつもり，なだれで家屋がつぶされることもあるとい

う。冬の雪も夏と同様，谷間の村より高雌ではるかに多

いことだろう。冬，北西から逆ばれてくる雪がたくさん

つもるからこそ，夏のモンスーンの影響の少ないヒンズ
かん

一・クシュやパミールに，大きな氷河が澗雄されるので

ある。東南にあるネパール・ヒマラヤでは，北西低気圧

に運ばれてくる雪はすでに落とされてしまい，冬にはか

らっ風の晴天がつづくのだとすれば，これで私の蒲のつ

じつまはあう。

０
川

１

パキスタン平野部・ヒマラ

ヤ地域のハイサーグラフ

④パキスタン平野の東北

部。夏，モンスーンの影

響をうける地域

⑧北西部，冬多雨地域

◎カラコラム山脈谷間地域

２
０

１

ｊ
ｌ
ｌ

勺
上
、

‐
、

１ l()(）nlm

沖
｝I
1

注）グラフの数字は月数を

表わす

雪は，多くの登山者によって確認されているところであ

る。1974年8月14～15日,K12峰周辺で測定した降水

量は,海抜高度3,200mのゴマ村では雨で3mm,4,700

mでは雪で45mm,5,200mで60mm,5,700mで110

mmであった。高峰では上昇気流によって，雨や雪が降

る事実をこのデータはよく表わしている，と私は思って

いる。

夏，悪天候の際，南の風が吹き，それが雪をもたらす

のをよく経験した。これは北極を中心とする偏西風の波

に伴って，大きい気圧の谷が西からやってきたとき，南

方に流れてきているモンスーンの湿気をこの低気圧がひ

きこんできて，上昇気流となり雪が降るのではなかろう

か。モンスーンの湿気は，ネパールに比べ，はるかに勢

力を減じているから，低所ではほとんど雨にならず，高

峰でのみ雨や雪となる。

1958年夏チョゴリザ，62年サルトロ・カンリ，74年

K12で私が経験した降雪は，みな南寄りの暖かい風と

ともにもたらされた。これに対し，57年ヒンズー・ラジ

のシャハン・ドクでは，西風とともに雷と雪にあい，60

年ヒンズー・クシュのノシャックでは，ほとんど降雪に

あわなかった。ヒンズー・クシュやヒンズー・ラジで

は，モンスーンの雨雲は勢力を失ってしまい，南風とと
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同水準の4,874万InS'合板用が対

前年比3％減の1,072万nl81パル

プ・チップ用が同若干減の2,894万

rn3,その他用が同17%増の347万

]n3と見込まれる。

他方，供給量は国産材が前年比4

％増の3,297万In8と見込まれるの

に対し，輸入材は同2影減の5,889

万nl3と見込まれ，その結果，木材

供給獄に占める国産材の比率は前年

比1．5ポイント上昇して，35.9％に

達したものと見込まれる。

農材鵜
木材需給見通し9，005万In3

－｢昭和58年木材需給見通し｣策定される－

林野庁は，3月25日，木材需給対

策中央協議会（座長，郡司彰が

策定した「昭和57年の木材需給実

績見込み」と「昭和58年の木材需

給見通し」を発表した。その概要は

次のとおりである。

1．昭和57年の木材（用材）需給

実績見込み

昭和57年の木材需給量は，56年

とほぼ同水準の9,186万]n3に達し

たものと見込まれる。

需要部門別には，製材用が前年と

(単位：千m3)木材（用材）需給の実績と見通し

給牡&
需 要

総数製材馬合板用軸子用｜年次 総織賎素麗織慰ｴ蝿露材総鱗素材製材モ
輪入材

，
‘《6“9》

91.82931,63231.37026260.19735,9324,162
（84）（92）（92）（52）（89）（81〉（85）（68）

918603297032510#60(6､280'5a890｣33.9205､215!81111"325'605012
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lw淵『，9,050133.65033200,450"009'564003,.4504850200
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上
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29.056
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3,650
(105）

90,05046.45010‘200
（98）（95）（95）

林野庁「木材需給表｣。ただし，57（実績見込み）および58（見通し）は，木材需給対策中央協議会で作成

1輸入材のうち，製材，合単板，チップ，パルプおよびその他は紫材換錐材積による

2．（（）)内は,工場残材を利用した木材チップの需給量であり，製材用等に素材材積として含まれているので外書きした
3．本表には薪炭用材を含まない4．（）内は前年比（影）である

出典

注

ら
0F

悩み，②公的資金を利用した住宅建木造を中心とするプレハブ住宅建設

設のシェアの高まり，③木造住宅のの復調，⑤一戸当たり床面積の増加

シェア（木造率）の漸減傾向，④非等の動きがみられる。また，おおむ

住宅建設関連指標

臓繍灘蕊騨藤篭醗驚熊鶚

最近における住宅

建設の動向
新設住宅戸数

公的黄金木造住宅

持崇系住宅|貸家系住宅住宅の割合の割合
着工新設住宅戸数｜公的黄金|木造住宅

臘繍篇
プレハブ
住宅の割合

%m2
10．0104．2

10．1108．0

9．2110．0

9．0113．8

9．2118．5

10．0119．4

10．7120.1

12．0121．4
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１
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１
１
１
１
１
１
１
１

総わが国の住宅建設戸数は，48年

に191万戸と最高を記録した後，51

年から54年までは150万戸前後の

水準で推移した。しかし，55年に

は，景気停滞に伴う所得の伸び悩

み，地価の上昇等による住宅取得価

絡の高騰等を背景に127万戸と急減

し，さらに56,57年には115万戸

と40年代前半の水準にまで落ち込

んでいる。

最近の住宅建設の動向には，①着

工戸数の大幅な減少に引き続く伸び

千戸千戸％％
94241430．066.9

1,01550926.065.2

1,034474128.562.8

1,OSO47･|38.86L8
1,053440140．760．9

92534342．959．2

825327146．756．8

80833815q458･'

50年

51

52

53

54

55

56

57

Ｉ
菖
群
沮
建設省睦築着工統計」

1）内訳と総数が一致しないのは，四捨五入によるたあである

2）割合は，それぞれの住宅戸数を総戸数で除したものである

■ー一一一●.ロ字句声●一■～

1 ■■圭一 タエ－．1a全一r‐言一竜一口戸くざ塵 ●I室‐芽野．
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2．昭和58年の木材（用材）需給

見通し

昭和57年の住宅着工戸数の推移

等を踏まえ検討した結果，58年の

木材需給通は57年を2％下回る

9,005万In3と見通される。

需要部門別には，製材用が前年比

5％減の4,645万In81合板用が同

5％減の1,020万nl8と見通される

のに対し，パルプ・チップ用は同3

％増の2,975万nl81その他用は同

5％増の365万]n8と見通される。

他方，供給通については，国産材

が資源の充実，間伐材の生産増等か

ら前年比2％増の3,365万In8と見

通されるのに対し，輸入材は，合単

板，パルプ等が前年を上回り，ま

た，丸太，製材，チップは前年を下

回るものと見通され，その結果，木

材供給量に占める国産材の比率は，

前年比1.5ポイント上昇し，37．4

％に達するものと見通される。

三

醍供:愛知県農地林務部治山課）冒
冒;林政拾遣抄 冒
冒

言 』治水県有林ミ
ヨ ニ

ヨ愛知県有林のなかに「治水林野治40年代以降であった。当時治山冒
ﾖ ’言

冒迦として区分されている部分があ樹種として植えられたクロマツも現三
三 二

三る(2,566haで全県営林の約4在では5～10mの高さに達し，天冒三
冒割)｡明治39年に御滞馳の払下げに然生のｱｶﾏﾂがそれに混ざり,下三
三 皀

三よって成立した。名称が珍しいので屑には，ヒサカキ，ネジキ，アセ三
二 三

三取り上げておこう。ピ，コナラ，タカノツメ，ヤマウル薑

菖愛知県の治山事業は古く''7世シが育ち'かつての赤肌の荒廃の面冒
冒紀の半ばには渥美半島における海岸影は全くなくなった。緑の安定した三三
言防災林造成事業,，8世紀の終わり土地が再生したのである。臺
呂＝ 目＝

三には瀬戸地方における荒廃山地の似復旧が進むにつれて土地利用も進三
呂二 三

三旧事業が行われていた。瀬戸地方でんだ。その1つに嚥林公園」があ三
三 三

三は代官所のなかに｢山方係｣を設け，る。昭和9年に設立され，現在では言
＝ g＝

薑マツ苗を山腹に造成し,住民が巡視540haの広がりのなかに運動施設,臺
臺や保謹の任に当たってきたという°づﾙﾌ施設，植物園，公園施設が設曼
三しかし荒廃山地は明治期にもちこさけられ，年間160万人の利用者を迎三

誉れ，この復旧を目的として治水県有えている｡森林公園の入ﾛに当時の言
三林を御料林から買い入れた。買入面林務課長･高瀬五助氏の像が建って言
薑積は5,210haであった。いる｡昭和のはじめに,治山治水事臺
三 三

三尾張，南三河地方は古くから窯業業の推進，造林意欲の昂揚等の施策三
＝ ＝

三や製塩が盛んであり，燃料としてのと並んで，森林公園の創設に力を注三
三 ＝

三薪の伐採，原料としての粘土やけいいだことが裏面の碑文からうかがわ臺
薑石の採掘が広く行われた｡花側岩質れる｡治水造林の-環として｢森林言

譽に加えて降水量も鈍く'荒廃地が公園｣を位置づけていたところにこ言
三広がっていったのである｡この荒廃この特色がある｡県有林のもつ大事言
三地復旧に力が注がれていったのが明な存在意義である。（筒井辿夫）皇
君＝
三

＝弓

＝IⅡ11ⅡⅡ1ⅡⅡIⅡⅡⅡⅡ11ⅡⅡ111ⅡlⅡⅡⅡIⅡ11Ⅱ1MⅡ11Ⅱ111ⅢⅡⅡlⅡ1111MⅡIⅡⅡⅡⅡ11ⅡⅡIⅡⅡIⅡ11Ⅱ1111ⅢⅡlIIIIlⅢ111Ⅲ11Ⅱ1ⅡⅡⅡⅡ111MⅡ1ⅡlⅡ11Ⅱ111ⅡlIllIⅡⅡIⅡIⅢⅡ川11辰

？‐似目引零』Z咄“喝い』

ね，45年以前の10年間に建築され

た既設住宅の一戸当たり面積が比較

的低い水準にあること等から，最

近，新設住宅に伸び悩みがみられる

なかで，増改築・模様替え等の需要

動向が注目されている。

このように最近における住宅建設

には，国民の住宅に対するニーズの

高度化，多様化等を背景に，規模の

拡大，設備の改善等質的向上を求め

る傾向が強まっており，今後の木材

需要の維持，拡大を図っていくうえ

でも，このような需要部門の動向に

沿った需要開拓，より良質な製品の

供給等新たな対応が必要となってい

る。

伽弄五一
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赤獅』 ･道路に直面する工夫（その2）

｢大戸と揚戸と格子」

＝

＝

|－階右端が出入口’その左手が"みせ”

謹豆蛎語砿
:.:､:“:::辮総識:::::･識．．:．：

中村克哉･著

シイタケ栽培の

史的研究
東宣出版

東京都千代田区富士見2－6－9
電話03-263-0996

昭和58年2月28日発行

A5判（箱入),510頁
定価4,500円（〒300)

著者は昭和42年に『田中長嶺の

研究』で明治時代に製炭法の改良と

シイタケの人工接種をはじめて試み

た画期的人物を紹介した。

また昭和52年に『シイタケ栽培

史一一五瑞編・香箪播製録の周辺」

で同書が江戸時代中期のシイタケ栽

培書であることを紹介，さらに今回

の書に屯田兵のはしりである蝦夷地

に派遮した八王子千人同心がシイタ

川崎市所在の“日本民家園”に，

福島市松川町字本町（旧・八丁目

宿）にあった馬宿｢赤浦屋馳180

年前建)」が移築されている。奥

州街道に面して，馬市に出す数頭

の馬と旅する馬喰たちの宿であっ

ケ栽培を取り入れ，その教本とした

ことなど新史料を加えた。

今度上梓された著書は，さらにシ

イタケ栽培の史料を網羅してまとめ

たもので，栽培法の発達の過程が把

握できると思われる。その大要を示

すと次のとおりである。

東亜の特産であるシイタケは，世

界の注目をあつめており，とくに日

本は量・質ともにその本場となって

いる。日本のシイタケの普及は中国

大陸の食物文化の影響であるとした

が，シイタケ栽培は中国のほうが古

いにかかわらず，技術は日本独自で

あるとして，焼畑作業にその起源を

求めている。

江戸中期にシイタケ作りを証明す

る史料がでてくるが，技術を取扱っ

たものはまれであった。当時，ほだ

木を水浸して，いっせいに発生した

シイタケを串にさして人工乾燥する

技術があり，元禄時代には生シイタ

た。約1間幅の表入口から同じ幅

の細長い土間が，宿の裏まで通

じ，この土間に“まや（馬小屋)”

を設け，馬21頭をつなぐように

なっている。馬喰は二階の合室に

泊る。表入口の入って左手は三間

四方ぐらいの板の間の‘.みせ"で，

表通りに面して腰高ぐらいの低い

格子をはめてある。主題の大戸

は，表入口の柱に蝶番で取り付け

た内開きの1枚戸で，戸を閉めた

時の出入りに“潜り戸”を仕組ん

である。揚戸は，“みせ”の格子

ぞいに閉める雨戸で，これが職へ

でなく上部に繰り上げるようにな

っている。

大戸･揚戸･格子を使った

住宅モデル

デザイン・建築設計家滝沢隆
（禁無断利用）

ケが江戸の町人に珍重されたとい

う。

シイタケはすぐれた乾燥商品とし

て流通し，とくに中国大陸で日本産

が賞味された。江戸時代末期には乾

シイタケの形質による銘柄が生じ，

対清交易品として中国特有のどん

こ，こうしんなどの銘柄が一般化し

た。乾燥シイタケは中国人の食物の

好みにあわせて絶えず改良されてき

たのである。

シイタケ栽培に科学が取り入れら

れ，実用化したのは昭和10年来の

ことである。その近代化は戦後の昭

和30年代からで，驚異の進展の推

進力となったのは，純粋培養菌の採

用と普及に負うところが大きい。し

かしながら，明治以来，接種の必要

性を唱え，模索し，試行錯誤に終わ

った人々の業績は忘れ去られようと

して0.幕。

本譜:はわが国のシイタケにかかわ



このように，屋内に“まや”を

設けたのは砿雪地だからで，内開

きの大戸は，大型動物を多く通ら

せるためと，揚戸が，戸袋などに

よる表側の遮断壁の必要性を回避

する工夫であるのと同様に，街道

側をできるだけ開放して，暑い季

節には屋内に馬小屋の臭気がこも

るのを防ぐ工夫であると思われ

る。かかる開放的構造で，なおか

つ宿屋の体裁を保っているのは，

‘‘みせ”の格子と二階の格子が醸

す整った雰囲気と，大屋根の重厚

な外観によるのであろう。

大戸も揚戸も，現在の商店に見

られるシャッター戸と同じ発想で

あるが，市街地の狭い敷地で跡

浦屋」の工夫を生かせば，車庫を

有する木材を使った重厚な建築も

可能ではあるまいか。

る歴史を次の5期に時代区分した。

1．天産物採取時代：典座教訓の

シイタケ，中国の古瞥にみるシイタ

ケ

2．半栽培時代：焼畑起源論，天

城御林山，諸藩のシイタケ，江戸時

代のシイタケ栽培識乾シイタケの

取り引き，博覧会とシイタケ，シイ

タケ培養図解など

3．人工接種時代；田中長嶺の人

工接種，シイタケ新栽培秘法，シイ

タケ縫成の歌，ぼた汁法，埋ポタ法

4．純粋培養菌時代：森本彦三

郎，北島君三，河村柳太郎

5．乾・生シイタケ時代：森喜

作，病虫獣害の大発生，乾燥法の進

歩，年表など

温故知新，著者も意図したように

キノコ栽培に関係する研究者，実務

家の道しるべとして，ここにおすす

めしたい。

（東京腿工大学教授・川名明）
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IIrこだ言〃

SFショート

西暦200X年は，人類の歴史上，

最も亜要で革命的な決断がなされた

年となった。なぜなら，各国政府が

長年悩まされていた諸問題，すなわ

ち，人口・食糧問題，エネルギー・

資源問題，失業・インフレ問題’住

宅難，交通ラッシュ等々，それらす

べてがやがて解消されることになっ

たからである。

その決断に至った背景はこうであ

る。米国政府が予測していたよう

に，南の国々では人口が増加を続

け，食糎問題はもうどうしようもな

いところまできていた。また，その

森林資源は消滅の一途をたどってお

り，その影響を受けて地球的規模の

異常気象現象がみられ，世界の穀倉

地帯においても凶作が続いていた。

先進国においても1970年代からの不

況を脱しえず，失業者が増大し，お

りからの食腿不足と相まって，人々

の気持はトゲトゲしいものになって

いた。世界各地では，相変わらず武

力衝突や暴動が発生しており，、世界

中が極めて不穏な状況にあった。

このような最悪の事態を予見して

いた日本政府は，あるSFにヒント

を得て，以前から内密に試験を重ね

てきたが，その結果を国連総会に発

表したのである。人類小さくなるべ

し，背たけは従来の1/2にしようと

の提案がなされ，日本政府は男女1

組のカップルを紹介した。身長90

cm，頭はやや大きめの五頭身であ

り，体重20kg,年齢20歳であっ

た。誕生から成人するまでの二人に

関するありとあらゆる資料が発表さ

れ，母胎内にいるときに母親が特殊

な発育抑制剤を服用したが，肉体

的，精神的，知能的に何ら欠陥のな

いことが示された。国連総会は満場

一致で，以後妊婦は必ずその薬を服

用することが決定された。

それから数十年，世界レベルの長

期総合計画に基づき，世の中のすべ

てのものは小さい人間用に改造され

ていき，過渡期の混乱はあったもの

の，大きい人間は一部の老人を残す

のみとなり，世界は小さい人間にと

って代わられた。そして，広い空間

の中で衣食住に何不自由なく暮らせ

る全地球的な楽園がつくり出される

こととなった。木材については，住

宅建築用資材から紙にいたるまで消

徴瞳が漸減していったことから需要

は充足されるようになり，森林資源

に余力のある国々から危機的状況に

あった南の国々へ木材を供給する一

方，砂漠化地域の緑化に世界の叡知

が結集された結果，緑は着実にその

勢力を回復していった。また，無尽

蔵ともいえる緑資源を人類は所有す

ることとなったため，以前はコスト

的に合わないとして実用化されなか

った木材の多面的利用が急速に促進

され，化石燃料文化から木の文化へ

と大きな転換をとげたのである。楽

園は木の文化であった。

(H.K)

この柵は編集委員が担当しています
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研究報告第10号

岐阜県林業センター

昭和57年2月

口育林保育作業における林地肥培の

応用に関する研究

木報告は，林地肥培によって，林

分材職の増加が長期的に持続するこ

とができるが，また，施肥が材積増

という直接的な効果のほかに，育林

保育のための応用技術としてどのよ

うな効果をもっているかを明らかに

するため，1955年以降,10数年

間，継続的に調査研究を行ってきた

ものの成果報告であり，内容は以下

の項目からなっている。

・緒言

．第一節林地肥培による材職増加

・第二節林地肥培における経済性

・第三節林地肥培の技術的応用

・第四節総括

ロスギ心材色と立地条件

ロヒノキ床替苗の活着経過について

研究報告第12号

山形県立林業試験場

昭和56年12月

口優良材の材質指標に関する調査研

究一県産スギの価絡と形質および

強度特性

口素材生産事業の労働生産性を予測

するスコア表一森林組合委託林産

事業の実態調査より

山形県民有林の素材生産事業にお

ける伐出作業の全功程について，数

量化理論の手法によって，功程を予

測するスコア表を作成したもので，

事業計画の立案等に利用するための

※ここに紹介する資料は市販されない

ものです。発行所へ頒布方を依頼する

か．頒布先でご覧下さるようお願いい

たします。

|lilllllllll

参考資料として発表している。

口農山村における林業の生産販売の

組織化に関する研究

ロ小国町における林業振興対策に関

する研究

口雪害発生の動態からみた多雪地に

おけるスギの保有形式に関する二，

三の考察

口殺鼠剤の使用方法に関する研究

ヒノキ枯損対策調査報告書

島根県農林水産部

昭和56年10月

本報告書は，島根県におけるヒノ

キ新植後の枯損原因と対策を究明

し，ヒノキ造林の推進に寄与するこ

とを目的とした「ヒノキ枯損対策澗

査会」により実施された枯損原因澗

査，植栽試験などに関する成果の報

告であり，次の内容からなってい

る。

＜第1部＞新植地における枯損実

態調査

I調査

1．調査対象地域・調査対象地・

調査区など，2．調査方法

Ⅱ調査結果

1．枯損の実態，2．昭和51年9

月～52年8月の気象，3．枯損と

立地因子との関係，4．枯損と苗

木との関係，5．枯損と造林作業

との関係，6．各調査区の枯損に

かかわる諸因子の評定，7．枯損

の原因および原因別箇所数．劉合

Ⅲまとめ

く第2部＞植栽試験

I苗木の産地別・植栽時期別植栽

試験

1．目的，2．試験の方法，3．植

栽地の概況，4．試験の実施経過，

5．結果と考察，6．摘要

Ⅱ苗木の取扱い別植栽試験

1．目的，2．試験の方法，3．試

験期間中の気象状況，4．結果と

考察，5．摘要

Ⅲまとめ

く第3部＞枯損防止対策

成果報告第15号

岩手県林業試験場

昭和57年8月

口原苗の大きさおよび用土を違えた

スギポット苗の育苗と植栽初期の成

長

ロキリてんぐ巣病の発病と環境

本報告は，岩手県のキリ造林地に

発生しているキリてんぐ巣病の特徴

とその実態に関する調査報告であ

り，①7月の気温が高く，4～10月

の総降水量が少ないほど発病の多い

傾向がある，②腐植を含む表層が浅

く排水不良の土壌では，発病樹齢も

早まり病気の進度も非常に早く，短

期間で重症となり枯死に至る。ま

た，このような場所では，苗木植栽

後の施肥による発病の抑制効果など

はほとんどない。等の点を明らかに

している。

ロ岩手県におけるマツ材線虫病（松

くい虫の被害）の現状と防除

口山村集落の過疎化と森林利用

口広葉樹4経材の人工乾燥（第2

報）－イタヤカエデ・カツラ・ホ

オノキ

ロ小径材の異樹種接着（第1報）

一接着性能

ロカツラ辺材の調色

ロシイタケ発生時の資材別被覆効果

（第1報）－滝沢村での春子生産
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<第30回森林。林業写真コンクール〉入選者の発表

応蕊作品数900点（カラーの部353,白黒の部547）につき4月15日審査会を開催し，慎重審議
の結果次のとおり入選作品を決定いたしました。なお，版権は本会に属し作品の一部は「林業技

術」の表紙・誌上に順次掲載いたします。

カラーの部白黒の部

特選（農林水産大臣賞）

緑化樹の移植吉野儀（千葉市）

一席（林野庁長官賞）

メジロの育雛伊藤和足（八王子市）

二席（日本林業技術協会賞）

魚付林のオオワシ(A)

太田彦六（北海道標津郡）

柿取り小林勝(長野県下高井郡）

床模様竹内利夫（兵庫県西宮市）

三席（日本林業技術協会賞）

森の中の街えどけんすい
（北海道根室市）

防風林玉置電実（北海道札幌市）

秋の山村牛尾征治（八王子市）

ムササビ木下正男(愛媛県北宇和郡）

白い樹深沢勝（秋田県仙北郡）

佳作（日本林業技術協会賞）

人工紋（磨丸太）船津順（奈良県宇陀郡）

木工あそび林秀美（岐阜県恵那郡）

雪ダルマと子ども高田啓一（鳥取市）

ねぐら梶本恭孝（大阪府茨木市）

天然カラマツ若林達（長野県小県郡）

孫と共に工作の手伝い

喜多代安彦(大分県中津市）

森のガードマン寺本一男（大阪府守口市）
静寂大高久一（世田谷区）

冬の作業五十嵐敏紀(秋田県平鹿郡）

早春の野焼き穴井幸吉（大分県竹田市）

清水折戸貯木場井出孝（静岡県清水市）

劔岳と紅葉吉井三雄（富山市）

南港の木材船高木利雄（大阪市住吉区）
冬山作業川村明雄（北海道松前郡）

接岸岩淵四季（長野県松山市）

風雪に耐え500年平崎外治（富山市）

さわやかな杉木立稲川武男（愛媛県松山市）

鹿工藤利吉（北海道標津郡）

小正月山口雄郎（埼玉県児玉郡）

夕映えの野藤田力（新潟市）

特選（農林水産大臣賞）

上棟式の日山崎泰(栃木県下都賀郡）

一席（林野庁長官賞）

あしたは日本一に／

金子実（山梨県都留市）

二席（日本林業技術協会賞）

冬のねぐら国岡洋一（北海道函館市）

山里の子供達川代修一郎(岩手県盛岡市）
パチパチ作業前田賢一（北海道天塩郡）

三席（日本林業技術協会賞）

復活した木馬山口茂之(和歌山県日高郡）
神々の森吉川喜吉（埼玉県入間郡）
ひと休み松井三郎（秋田県横手市）

集材所佐藤久太郎(秋田県横手市）

木出し播間正治（秋田県仙北郡）

佳作（日本林業技術協会賞）

祀りを終えて及川純子（岩手県遠野市）
冬山で働く男達前田賢一（北海道天塩郡）

吊り橋青木忠平（静岡県焼津市）

霧の高原川原順一（秋田県本荘市）
三角帽子秋田隆司（広島県安芸郡）

帰り道川代修一郎(岩手県盛岡市）
北山杉山本成明（滋賀県大津市）

北山杉山本成明（〃）

椎茸の栽培吉川喜吉（埼玉県入間郡）

板木藤田力（新潟市）

こどもの日黒沢春寿（茨城県勝田市）

なかよし船木政好（豊島区）

鳥居作り石川孝一（北海道枝幸郡）

枝切り竹田則幸（北海道上磯郡）

木工あそび林秀美（岐阜県恵那郡）

山で働く人達斎藤道夫（北海道恵広市）

木登り岡村政則（高知県香美郡）

林業後継者山本陽三（鳥取市）

霧の情景山田昌視（北海道小樽市）
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第38回通常総会の開催および関係行事のお知らせ

総会ならびに関係行事を下記のとおり開催いたしますので，ご出席下さるようご案内申

し上げます。

記

月日

5月30日（月）

時間

時分時分
9．00～16.00

17.30～21.30

11.00～12.00

13.00～16.00

行 蕊 会 場

第29回林業技術コンテス|、

コンテスト参加者都内見物

理事会

第29回林業技術賞ならびに第16回林業技

術奨励賞受賞者の表彰

第29回林業技術コンテスト受澱者の表彰

永年勤続職員の表彰

第38回通常総会

(1)議長選出

(2)第1号議案：昭和57年度業務報告ならび

に収支決算報告の件

(副第2号議案：昭和58年度事業計画ならび

に収支予算の件

(4)第3号議案：昭和58年度借入金の限度額

の件

支部幹事打合会

支部幹事懇談会

日林協5階会議室

はとバス

農林年金会館5月31日（火）

〃

″
″
〃

’6月1日（水） ０
０
０
０
＆
■

２
４
１
１
ぐ
一
０
０
０
０
０
２
１
１

日林協5階会議室
〃

ついて

期間：4／6～7
講師：坂口顧問
7.依頼先：林業講習所

内容：新採用上級科研修・森林
施業の施策をふりかえる

期間：4／18

講師：猪野理事長

◎役職員の海外派遣
タイ国林業開発予備調査のため4

月21～28日まで小畠専務理事を派
遣した。

◎調査部関係業務

1.3月22日本会において長崎災害

関連対策調査の林野専門研究会を
開催した。

2.3月25日京都において丹後地域
開発調査の最終委員会を|淵催し
た。

3.3月26日京都において京阪祭地
域総合整備計画調査の委員会を鮒
催した。

4.3月31日国土庁より委託の原野
の保全方策に関する調査の報告会
を開催した。

5.4月5．6日岩手大学において第

94回日本林学会大会が開催され
本会より「なだれと森林」のポス
ターセッションを行った。

6.4月7日積雪寒冷地帯の治山と題
して第21回森林保全懇話会シン

ポジウムが開催され関係者が出席
した。

L協会の弓~雪~き1

◎講師派遣

1.依頼先：三重大学腱学部
内容：非諭勤識師(航空測御
期間：4／11～9／30
講師：渡辺技術開発部長
2.依頼先：鳥取大学農学部

内容：非常勤講師(森林航測学）
期間:4/11～59.3/31

講師；渡辺技術開発部長
3.依頼先：信州大学股学部
内容：非常勤識師(森林利用学）
期間87／21～23

講師：中島主任研究員
4.依頼先：千葉県林道協会
内容：林道技術識習会
期間：3／17～18

講師：梶山常務理事
5.依頼先：信州大学膿学部

内容：非常勒誰師(森林土城学）
期間：7／1～59.3／31
識師：松井顧問

6,依頼先：日本林業経営者協会
内容：ケヤキ造林・列状植栽に

昭和58年5月10日発行

林業技術
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新刊案

我が国における

林木評価慣用法の研究
大北英太郎著 A5判上製箱入234ページ定価7,200円

本書は，我が国の民間で行われている林木の材積測定及

び評価の慣用法について取りまとめたものである．

我が国の各有名林業地では林木生産における永い経験と

工夫によって各林業地特有の慣用法があり，古老らから伝

承使用されている．

これらの各地方の慣用法の実態と構造を明らかにし，各

地方の'|賞用法の比較研究から各|貫用法の類型化を行い，更

に，明治年代以降の資料が比較的よく整っている鳥取県智

頭地方の「元木計算法」の計算構造を分類整理し，その構

造がどのような理論的根拠を有しているかを検証し，この

慣用法の発達過程を明らかにした．

本書は，林木評価に携わる関係者，林業技術者，研究者

にとっても貴重な参考書となるであろう．

主要目次

第1編林木評価慣用法の総説

林木評価序説／慣用法の発生／･慣用法の史実／償用法の類別

第2編鳥取県智頭地方の林木評価慣用法

智頭林業の沿革／智頭地方の元木計算法／元木計算法の検討

第3編他地方の林木評価慣用法

奈良県吉野地方の筏見積り法／大分県日田地方の肩見積り法

／三重県尾鴬地方の材穣見積り法／和歌山県熊野地方の材救

見積り法／徳島県木頭地方の材積見積り法／他地方の四・一

類似法／静岡県天竜地方の五・一法／宮崎県恢肥地方の見積

り法／鳥根県隠岐地方の高瀬見積り法

総説

引用並びに参考文献◇文部省助成図書◇
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著者略歴

昭和23年鳥取農鉢専門学校(現鳥取大学農学部)卒／23年鳥取

県に奉職(23年造林事務嘱託，25年鳥取県技術吏員)／30年鳥取

林業試験場勤務(持別研究員)／41年鳥取大学農学部．林学科林

業経営学教室(助手)，附属演習林(助教授).現在林学科林業経済

学教室(助教授)．
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発行所日本学術振興会

発売元丸善株式会社

〒102束京都千代田区麹町5－3－1電話(03)263-1721

〒103束京都中央区日本橋2－3－10電話(03)272-721］



マツタケ研究懇話会編B5判163ページ3,000円(〒300円）

秋の味覚を代表するマヅタケカ愉民の手のとどかないものになって久しい。マ

ツタケをかつてのように生産できないだろうか。というI｣|村の人忽の要望はまこ
とに火きい。

本書は，マヅタケの権威である小川真博｡|号が中心になI),府県の林業試験研究
柧当者たちが，自分の眼で見，確かめてきたgl；実と，催1分の丁で細み{IIした方法

を，図や写真を使って平易に興味深く執筆・細集されたもので，マツタケを昔の
ように呼び戻すことを教えてくれる徳望の番。

今金金金ぐむ企む金金塾垂企む金●主要

1．マツタケ山づくりにとりかかる前に

2．マツタケ山適地の選び方

3．山づくり施業の実際

4．施業の効果

5．マツタケ菌を植える試み

6．シロの保育
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目 次金金必今冬今金金参金参金参むむ垂

マツタケの発生と保謹
商品としてのマツタケ

マツタケ山の経営

マツタケの仲間

マツタケの将来一結びにかえて

I
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この本を推薦します。農林水産政策研究会会長(前林野庁長官）須藤徹男
緑資源充実の動きが地球的脱換で術まっていますが，我が国の森林溌源充爽の主喫なポイントは．
ききに間伐の促進にあることは万人が腿めるところです。私も林野庁に在戦したり産の点を捕感．
『間伐促進総合対策｣の制度化を図ったところですが．この度，特に|＃I伐材の撚礎州施qIFimlを'i!心に
金剛各地の間伐促進の顕.涛な事例が取り蛍とめられ,"I:llされたことは．我がI11の､'ilni-ﾘー る嫌林.・
林業の課題を解く上で誠に意蕊あることです。この本を森林・林業IMI係茜．クリーン慰紫材として
間伐材の活用を企画さｵしる方々等，できるだけ多くの人々が一読きれ、緑溌源の允爽に役倣てられ
ることを期待しています。

弱注認の膏耐討鷺事踊系
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林野庁監修 現代林学講義｡3ハ5判P252定1m3､500,円′〒300
A5判/P532

林政学辮譲編著
定価4900円／〒300

り読本 アモスブックス⑤

mr縦爆'膿内灘砿シベリア開発とバム鉄道f方而のI劉心がIWiまって（、

，かにしている｡僻i川確甲麺大学講師細川隆雄･著熱0閑9壼5，iれ汁い

むらづくり読本
きのこ瀬、たけのこ，山菜をはじめ．竹．ルリ．うるしまで．多
瀧多嫌な特用林産物の生雌，濡給励向，維噛41例を網らした＆
のである。特川林産行政等に対する各方而のI劉心がIWiまって(、
ることに鑑み，本諜はその現状をIﾘ1らかにして&､ろ。排珊休藤
振興を行うための爽務神こして活川されたい
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〒107東京都港区赤坂4-3-5振替東京2-195298番念03-585-0087(代）
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■仕様

表示：液IH,、8桁数字、ゼロサプレスガ式
シンボル：SCALE、HOLD、MEMO、Ba廿、

測定範囲

精度

廼源

使用時間

童量

寸法

付属品

E、cm2、m2、km2、(in2，ftZ、

acre)、◆(インディケータ－）

11nlの測定範側約300mm×300mm

±0．2％以内（±2/1000′ぐルス以内）

⑧惜閉型ニッケルカドミウム需魎池(付属

のACアダプターにて充電）

⑧AC100V(付鵬のACアダプター使用）

約30時間〈充砿約15時間）

本体6509

本体150×241×39mm(ケース183×260×64”）

専用プラスチック収納ケース､ACアダ､ﾌ汐一

あらゆる面積測定をｸﾘﾔー する抜群の高性能9
タマヤプラニクス・セブンは、平面上のあらゆる形状の

どんな縮尺の峡l形でも、トレーサーで粍郷をなぞるだけで

面磯を筋単に測定できます｡測定価は内職のコンピュータ

により処理され､Cm2､m2,km鷺、(in2ft2､acre)単位でデジ

タル表示きれます。

PLANIX7,は､コンパクトな櫛造にもかかわらず専用LSI

により、多くの機能を備えた最新鞭の而術N11定器です。

■特長
●電源ユニットも電源コードも必要のないコンパクト設計。

●ワンタッチで0セット

●単位や縮尺のわずらわしい計算が不要

●豊富な選択単位(cmz､m2､kmZ､in2|､f!2､acre)

●メモリー機織により縮尺と単位の保護

●測定値がオーバーフローしても､上位単位へ自動シフト

●測定糖度を高める平均値測定が可能

●ホールド機能による大きな図形の測定に便利な累積測定

●AC･DCの2電源方式

●消エネ設計のパワーセーブ機能

L

娘

夕マヤブラニクス･セブン

￥85，000（専用フ・ラスチツク収納ケース付）

|’ 阯界を測る計測器のタマヤ

図 /△M△、
株式会社王屋商店

営潔所〒lO4東京都中央区銀座358念03-561-8711㈹

本・社〒IO4東京都中央区眼座4-4-4念03-561-8711㈹

池上工鴫〒146束京都大密区池上2-14"念03-752-3481㈹

●カタログ･資料請求は、当社までハガキ
か通話にてご連絡ください。



林業史にのこる土壌調査の集大成。わが国の森林士壌の全てがわかるノ
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付．日本の森林土壌分布図（200万分の|･多色刷）

●監修林野庁●編集｢日本の森林土壌』編集委員会
<本書の構成＞

戦後の大々的造林推進に技術的基盤をなすもの第1編日本の森林土壌

三匹樟套献し塗巨星育林｢適地適不襲蔓鳶野塞壊の唯"刷子
調査事業(土壌調査)｣及び「国有林野土壌調査事第3章日本における土壊生成作用
業｣の集大成／ 第4章林野土壌の繩獅と性質

第5章林野土壌の分布状態
●世界でも例をみない大土壌調査一調査領域が 第6章土壌と銅榊仙′|f
わが国の森林面積の7割に及ぶ偉業の達成。営第7章林地のｲI言産力に関する研究のあゆみ
々四半世紀にわだり全国数千人の技術者の汗と第8軍北海適地方の銅水上嬢
英知の結晶〃 第9章東北地〃の銅水土壊

第10章｜對叫u也方の森林土壌
●泰斗．大政正隆博士を委員長に、斯界の権威40第11章北陸地方の森林土壌
余名からなる多彩な執筆陣一地域ごとの森林第'雲f*lll地方の調氷土壌
土壌の特性を浮彫りにし、わが国の森林土壌の 第13章東海地方の調氷土壌

第14章近畿地方の森林土壌
実態を詳説。本雪にして初めて明かし左わが国 第15章中国地方の銅氷土壌
森林土壌の全容〃第16章四国地方の森林土壌

第17章メIJ'ﾄ|地方の銅氷土壌
B5判706頁口絵･カラ-(土壌断而写真） 第18章南西諸脇および小笠原諸島の土壌

●定価15,000円（〒450)第2編林野土壌調査事業のあゆみ

第17章メ1J'ﾄI地方の銅氷土壌
第18章南西諸脇および小笠原諸島の土壌

2編林野土壌調査事業のあゆみ
第1章調査4f業の前史
第2章民有林迩地遮木洲了剥離の経過
第3章岡初水野森林-k嬢洲盃斗喋の経過
第4章謝謝茂果の満剛
第5堂今後に残されたl川越
第6章林野-t嬢調査』|喋逸史

3編資料

1.林野土壌凋盃・研究年表

n.林野-1:壌調盃成果U録（迩凹迩木調査報告智
目録腱I符林野土壌澗査報告書目銅

111.統計

Ⅳ、適地通水調炎率業の予算と実鏡
V.関連通達
Ⅵ、調盃実加馴幾i卿名および所在地一覧

〔参琴〕図上調汽I:地分り"i囎本網穴実施図I隅一覧表

、

第
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｢木｣のイメージを変え,新たな洲ﾘ視野を拓く走査電顕写真集。
定
価
三
七
○
円
送
料
六
○
円

の構造国産材から輸ス
走査電子
顕微鏡図説 ホ

佐伯浩著(京都大脅凱力爽受.農働B5変上製(函入)228頁定価4500円(〒350)

これ款で文章や模式図の域であつだ微細な構造･立体柵造を鮮明な映像写真で舅現唖国産何50翻樋

輸入材35棚棚を網羅｡595枚の構造写真で木のもつ美しさ．精綴さ強靭さの源を本幽に凝縮／

発行所瀕日本林業技術協会識0蕊誕諦驚薑駕60"‘●ご注文は直接当協会へ
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